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1. 本資料の目的 

本資料は，GLI レベル 1 処理ソフトウェアを作成するにあたり必要な情報を，GLI ハードウェ

アとして提示するものである。 

 

2. 適用文書，参考文書 
2.1. 適用文書 

(1) ADEOS-Ⅱにおける GPSR ﾃﾞｰﾀの時刻補正処理 NASDA-NBE-95049C 

2.2. 参考文書 

(1) ADEOS-Ⅱにおける姿勢ﾃﾞｰﾀ及びｼｽﾃﾑｱﾗｲﾒﾝﾄの定義について NASDA-NBE-98032 

 

3. 構成 

本資料は，処理方法を記述する本編と，実測及び解析データを記述するデータ編から構成され

る。 
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4. 本編 

4.1. GLI 概要 

4.1.1. GLI 動作原理 

GLI は，Whisk Broom 式の走査機構を持つセンサであり，軌道に直交した走査を行いながら太

陽同期準回帰極軌道に沿って地球観測を行っている。観測イメージ／外観図を図 4.1-1～図 4.1-3

に示す。 

 

図 4.1-1  GLI-SRU 外観図 

Along track Cross track

GLI-SRU

SCAN
±43[deg]

*TILT
+20[deg]

*TILT
-20[deg]

1600Km

12Km

* ﾁﾙﾄ角度は公称値

（実際は光軸角で約 18.5[deg]）

 

図 4.1-2  地表スキャン 
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SCAN Right End
Scan Left End

To The Earth
Scan Direction

可視短波長校正部 基準黒体

深宇宙窓

スキャナ

YX

Z

太陽光校正窓

45°ミラー

 

図 4.1-3  エンクロージャ内の校正機器の配置と走査方向 

4.1.2. GLI 観測動作中の信号入力 

4.1.2.1. 走査プロファイル 

GLI は，走査鏡の両面によって軌道に直交した走査を行っており，走査鏡の回転に伴って地球

表面を刈り幅 1600km にわたって観測し，また，地球を見る以外の角度においては，校正に必要

な深宇宙，基準黒体，可視短波長校正部を観測する。GLI の走査プロファイルを図 4.1-4に示す。 
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観測画像ﾃﾞｰﾀ

WallｸﾗﾝﾌﾟA*

深宇宙画像ﾃﾞｰﾀ

黒体画像ﾃﾞｰﾀ

内部光源画像ﾃﾞｰﾀ
拡散板画像ﾃﾞｰﾀ

内部光源画像ﾃﾞｰﾀ
拡散板画像ﾃﾞｰﾀ

黒体画像ﾃﾞｰﾀ

観測画像ﾃﾞｰﾀ

WallｸﾗﾝﾌﾟB*

深宇宙画像ﾃﾞｰﾀ

A面B面

深宇宙ｸﾗﾝﾌﾟ

深宇宙ｸﾗﾝﾌﾟ

ｽｷｬﾝ方向

*WallｸﾗﾝﾌﾟA,Bのﾃﾞｰﾀは使用しない

 

図 4.1-4  走査プロファイル 

各分解能における画像データ，校正データの 1 走査あたりのサンプル数はそれぞれ表 4.1-1の

様になっている。有効サンプルの範囲，even/odd，ハイゲイン/ローゲインの識別等の GLI 出力デ

ータのサンプルプロファイルを図 4.1-5，図 4.1-6に示す。なお，ピースワイズリニア ch 以外はハ

イゲイン/ローゲインの区別はない。 

 

表 4.1-1  1 走査あたりの画像データサンプル数 

1km 6km* ﾃﾞｰﾀ種別 
VN/SW MT VN/SW MT 

250m 2km* 

出力ｻﾝﾌﾟﾙ数 1276 213 5104 638 観測画像ﾃﾞｰﾀ 
有効ｻﾝﾌﾟﾙ数 1274 1275 212 212 5103 637 
出力ｻﾝﾌﾟﾙ数 28 20 6 4 112 14 深宇宙画像ﾃﾞｰﾀ 
有効ｻﾝﾌﾟﾙ数 20 16 4 3 80 10 
出力ｻﾝﾌﾟﾙ数  30  5   黒体画像ﾃﾞｰﾀ 
有効ｻﾝﾌﾟﾙ数  27  4   
出力ｻﾝﾌﾟﾙ数 18  3  72 9 内部光源画像ﾃﾞｰﾀ 

拡散板画像ﾃﾞｰﾀ 有効ｻﾝﾌﾟﾙ数 16  3  48 6 

*) 6km,2km のデータはそれぞれ，1km,250m データのリサンプリングにより出力される。 
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観測画像ﾃﾞｰﾀ : ｻﾝﾌﾟﾙ数  1Km分解能 ; 1276 , 6Km分解能 ; 213        

  有効ﾃﾞｰﾀ (中間熱赤外) 

  有効ﾃﾞｰﾀ (可視,短波長赤外) 

                 

 E O E O E O E O E O E O E O E O E O E O E O E O E O E O   E O E O 

1Km分解能 sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample   sample sample sample sample

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28   1273 1274 1275 1276

                 

6Km分解能 sample      sample     sample sample sample      sample

 1      7     13 19 25      1273

                 

                 

深宇宙画像ﾃﾞｰﾀ(可視,短波長) : ｻﾝﾌﾟﾙ数  1Km分解能 ; 28, 6Km分解能 ; 6      ﾋﾟｰｽﾜｲｽﾞﾘﾆｱ対象chについては,High Gain/Low Gainの切換を行う

     有効ﾃﾞｰﾀ       

                 

 H/E H/O H/E H/O H/E H/O H/E H/O H/E H/O H/E H/O H/E H/O L/E L/O L/E L/O L/E L/O L/E L/O L/E L/O L/E L/O L/E L/O   L:Low Gain   

可視 sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample   H:High Gain   

1Km分解能 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28   O:Odd Sample   

                 E:Even Sample 

可視 sample      sample      sample  sample      sample      sample        

6Km分解能 1      7     13 15 21   27     

                 

深宇宙画像ﾃﾞｰﾀ(中間熱) : ｻﾝﾌﾟﾙ数  1Km分解能 ; 20 ,6Km分解能 ; 4           

     有効ﾃﾞｰﾀ       

                 

                 

中間熱赤外 sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample               

1Km分解能 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20          

                 

中間熱赤外 sample      sample      sample      sample                

6Km分解能 1      7     13 19       

                 

                 

黒体画像ﾃﾞｰﾀ(中間熱) : ｻﾝﾌﾟﾙ数  1Km分解能 ; 30 , 6Km分解能 ; 5           

  有効ﾃﾞｰﾀ   

                 

                 

中間熱赤外 sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample     

1Km分解能 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30    

                 

中間熱赤外 sample      sample      sample      sample      sample          

6Km分解能 1      7     13 19 25      

                    

                 

拡散板画像ﾃﾞｰﾀ,内部光源画像ﾃﾞｰﾀ(可視,短波長) : 1Km分解能 ; 18 , 6Km分解能 ; 3           

 有効ﾃﾞｰﾀ       

                 

 E O E O E O E O E O E O E O E O E O         

1Km分解能 sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample                 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18      

               

6Km分解能 sample      sample      sample                      

 1      7     13       

 

図 4.1-5  1km,6km データサンプルプロファイル 
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観測画像ﾃﾞｰﾀ : ｻﾝﾌﾟﾙ数  250m分解能 ; 5104 , 2Km分解能 ; 638

有効ﾃﾞｰﾀ

E O E O E O O E O E O E O E E O E E O O E E O E
250m分解能 sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample

1 2 9 16 17 18 32 33 48 49 56 57 64 65 71 72 73 95 96 104 105 111 112 5097

2Km分解能 sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample

1 9 17 33 49 57 65 73 105 5097 他

sample=8*N-7(N=1～638)
深宇宙画像ﾃﾞｰﾀ : ｻﾝﾌﾟﾙ数  250m分解能 ; 112, 2Km分解能 ; 14

有効ﾃﾞｰﾀ

E O E O E O O E O E O E O E E O E E O O E E O
250m分解能 sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample

1 2 9 16 17 18 32 33 48 49 56 57 64 65 71 72 73 95 96 104 105 111 112

2Km分解能 sample sample sample sample sample sample sample sample sample

1 9 17 33 49 57 65 73 105

拡散板画像ﾃﾞｰﾀ,内部光源画像ﾃﾞｰﾀ : ｻﾝﾌﾟﾙ数  250m分解能 ; 72, 2Km分解能 ; 9
有効ﾃﾞｰﾀ

E O E O E O O E O E O E O E E O
250m分解能 sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample sample

1 2 9 16 17 18 32 33 48 49 56 57 64 65 71 72

2Km分解能 sample sample sample sample sample sample sample

1 9 17 33 49 57 65 他

O:Odd Sample
E:Even Sample  

図 4.1-6  250m,2km データサンプルプロファイル
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4.1.2.2. Non-TILT 時の運用 

走査は鏡 A 面が地球観測端-Y 方向から+Y 方向へと地球を 12km 幅で 1600km を走査する。地

球走査を完了後，エンクロージャの壁を見て Wall クランプを行う。次に深宇宙（温度 3K,可視域

光源無し）を，+Y 側に設けられた窓を通して観測する。深宇宙観測では深宇宙を観測し始める最

初の部分で MT の信号を電気的にクランプ（深宇宙クランプ）し，ゼロ点を電気的に定める。次

の深宇宙クランプまでの全ての信号はここで設定したゼロ点を基点として出力される。したがっ

て，図 4.1-4でわかる様に観測画像データは前の走査（ミラーの反対面）で深宇宙クランプされた

値を基点としている。また，深宇宙画像データは深宇宙クランプ直後に取得され，ここで得られ

たデ－タは画像補正用デ－タとして，地上に降ろされる。 

次に基準黒体を観測する。基準黒体は，黒色アルマイトおよび多孔形状によって高いエミシビ

ティを確保している温度一様性の高い放置型黒体であり，5 つの白金抵抗によって，黒体温度を

モニタしている。基準黒体により，MT 光学素子（主鏡，副鏡，レンズ等）の全面を通過する光

による校正を行う。 

次に可視短波長校正部を観測する。可視短波長校正部は，テフロン製拡散板（Spectralon）と多

孔板による太陽光校正，およびハロゲンランプと透過拡散板（スリガラス）による内部光源校正

を，同軸に配置した構成を取っており，観測モードでは使用しない。内部光源校正は，地球から

の可視光がエンクロ－ジャ内に入ってこない夜間観測時に実施する。また，太陽光校正は軌道上

北極付近で衛星日陰から衛星日照に入ったところで入射する太陽光を利用する。太陽光校正は黒

体校正同様，光学素子の全面を通過する光による校正であるが，内部光源校正は光学素子を部分

的に通過する光を用いる（どちらの校正光とも全ての光学素子を通過する）。拡散板，内部光源と

もにシリコンホトダイオ－ドによる全波長にわたる広帯域の光量モニタを持つ。特に太陽光校正

のモニタについては，併せて狭帯域の光量モニタを持つ。 

A 面での走査が終了すると，次に走査鏡は B 面を使用して上記と同様の走査を行う。これを

A,B 面ごとに繰り返す。 

 

4.1.2.3. TILT 時の運用 

シ－ケンスは Non-TILT 時と基本的に同じであるが，前後共，TILT 動作時には，基準黒体，可

視短波長校正部の内，太陽光校正と内部光源の主系については観測しない（フォーマット内にデ

ータは存在するが無効である）。ただし前方チルト時に，可視短波長校正部の内部光源の冗長系に

ついて観測できる。チルト角度と取得データとの関係を表 4.1-2に示す。 
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表 4.1-2  チルト角度と取得データ 

可視短波長校正部 
 地球画像 

太陽光拡散板
内部光源 
（主系） 

内部光源 
（冗長系） 

基準黒体 

ﾁﾙﾄ0ﾟ ○ ○ ○ × ○ 
ﾁﾙﾄ+20 ○ × × ○ × 
ﾁﾙﾄ-20 ○ × × × × 
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4.2. 時刻補正 

4.2.1. 概要 

GLI のミッションデータには最新の PCD が添付されているが，PCD の中に含まれる GPS 時刻

信号（TT:タイミング信号時刻，NT:航法時刻）には分以上のデータが無い上に，GPS 時刻を取り

込む際に遅れが生じており，走査開始信号に最近傍の GPS 時刻とはなっていない。さらに，信号

の配信時点での遅れに加えて，GLI のミッションデータへの取り込みでも遅れが生じるため，1

走査分のデータに含まれる GPS 時刻信号，衛星時刻信号および GPS 時刻タイミング信号から各走

査の走査開始信号までの時間である GLI 走査開始信号時刻モニタのみでは正確な走査開始時刻の

特定が出来ない。このため，以下に示す様なアルゴリズムで走査開始時刻の特定を行う必要があ

る。
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4.2.2. 撮像時刻の算出 

GLI 画像の第ｎサンプルの撮像時刻 Tnは VN/SW では以下の様にして求められる。 

 T T nn n= + − ×0 1( ) δ  

ここで 

Tn0 : その走査の走査開始信号時刻 

δ : サンプリング間隔（1km ch : 357[μs]，250m ch : 89.25[μs]） 

である。 

一方 MT では， 3ch 分の素子（12×3 = 36 素子）をシリアルにサンプリングするため，図 4.2-1

のように ch，素子によって撮像時刻に一定の遅れが生じる。 

走
査
開
始
信
号

9.75μs

Ch30
素子 1

Ch31
素子 1

Ch32
素子 1

Ch30
素子 2

Ch31
素子 2

Ch32
素子 12

Ch30
素子 1

Ch31
素子 1

9.75μs 9.75μs 9.75μs 9.75μs8.75μs 15.75μs

357μs（=δ）

Ch30～32

Ch33
素子 1

Ch34
素子 1

ﾀﾞﾐｰ Ch33
素子 2

Ch34
素子 2

Ch33
素子 1

Ch34
素子 1

Ch33,34

Ch35
素子 1

Ch36
素子 1

Ch35
素子 2

Ch36
素子 2

Ch35
素子 1

Ch36
素子 1

Ch35,36
ﾀﾞﾐｰ

第 1 ｻﾝﾌﾟﾙ

ﾀﾞﾐｰ

第 2 ｻﾝﾌﾟﾙ

ﾀﾞﾐｰ

 

図 4.2-1  MT における各素子のサンプリング間隔 

各 ch における第 m 素子，第 n サンプルの撮像時刻 Tm,nは以下の様になる。 

Ch30,33,35 : [ ] ( )[ ]smnsTT nmnm µδµ 125.29)1(75.80,, −+×−++=  

Ch31,34,36 : [ ] ( )[ ]smnsTT nmnm µδµ 125.29)1(5.180,, −+×−++=  

Ch32 : [ ] ( )[ ]smnsTT nmnm µδµ 125.29)1(25.280,, −+×−++=  

ただし， 

Tm,n0 : その走査の走査開始信号時刻 

δ : サンプリング間隔（357[μs]） 

 

その走査の走査開始時刻 Tn0を求めるにはミッションデータ中の GLI 走査開始時刻信号モニタ
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の値（ΔT）および PCD データとして与えられる GPS データのうち，GPS タイミング信号時刻

TT の値が必要である。GPS データは GLI の１走査分のミッションデータに対して１組の情報が

与えられるが，GPSR および AOCE などでの処理時間や GLI までのデータの伝送時間などの遅れ

に加え，GLI ミッションデータへの取り込みの際にも遅れが生じ，ミッションデータと GPS デー

タは時間的には対応しない。ある走査のミッションデータに対し，そのミッションデータに対応

する GPS データはそれよりもある時間だけ遅れて与えられる（後の走査のミッションデータに付

随して与えられる）。 

GLI 配信までの遅れ時間はランダム成分を持ち，TT については 9.1171805～17. 1171805 [sec]，

NT については 10.6171805～35.6171805 [sec]である。さらに，GLI 配信から GLI ミッションデータ

取り込みまでの遅れ時間はTTで6.00590625～7.80060625 [sec]，NTで 5.50590625～7.30060625 [sec]

である。 

GPS タイミング信号と GLI 走査開始信号および GLI 走査開始時刻信号モニタの値の関係およ

びミッションデータ中の値の関係を図 4.2-2に示す。 
A4A3A2

C3 C4 C5C2C1

A1 A8A7A6A5 A11A10A9 A13A12 A14

C8 C10C9C7C6 C13 C14 C15C12C11 C18 C20C19C17C16 C23 C24 C25C22C21 C26

B4
B3B2

B0

B1 ∆Τ5
∆Τ4
∆Τ3
∆Τ2

∆Τ2∆Τ1

∆Τ1

∆Τ9
∆Τ8
∆Τ7
∆Τ6

∆Τ13
∆Τ12
∆Τ11

∆Τ14∆Τ10

遅れて配信される

GPS タイミング信号時刻

PCD 衛星時刻信号

GPS タイミング信号

GPS タイミング信号時刻 TT

PCD 衛星時刻信号 ST

GLI 走査開始時刻信号モニタ

GLI 走査開始信号

B2B1

∆Τ4∆Τ3 ∆Τ6∆Τ5 ∆Τ8∆Τ7 ∆Τ14∆Τ13∆Τ12∆Τ11∆Τ10∆Τ9

C3C1 C24C22C21C19C17C15C13C12C10C8C6C4

B-1B-1 B2B2B2B1B1B1B1B1B0B0B0B0  

図 4.2-2  各タイミング信号とミッションデータ中の値の関連図 

 

1) 走査開始時刻信号モニタ 

GLI 走査開始時刻信号モニタは GPS タイミング信号と GLI 走査開始信号の間を 500kHz クロッ

クでカウントした 32bit の値であり，1bit = 2μsec で 0～8589.934592[sec]までを表現できる。 

 

2) GPS 時刻情報の復活処理 

GPS データには 2 種類の時刻，GPS タイミング信号時刻 TT および GPS 航法時刻 NT が含まれ

るが，ハードウェアの制約から分未満の情報のみが提供される。このため TT や NT の値を利用す

るには分以上の時刻の復活処理を行う必要がある。この復活処理は衛星時刻 ST(UTC)を参照して

行う。 

走査開始信号時刻算出アルゴリズム各画素の撮像時刻を算出するには走査開始信号の時刻が
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必要になるが，ここでこの走査開始信号の時刻を算出するアルゴリズムを述べる。 

 

終了

開始

⑤ΔＴ算出基準 TT の特定

④TT を地上時刻に変換

③GPS データの時刻復活処理

②GPS データの抽出と抜け・重

なりの処理

①衛星時刻信号を地上時刻に

変換

 

図 4.2-3  走査開始時刻算出フロー 

①衛星時刻信号を地上時刻に変換 

時刻誤差情報を用いて衛星時刻信号 ST(UTC)を地上時刻(UTC)に変換する。 

地上時刻(UTC) ＝ ( )P T T TSC SC ref gref× − +  

PSC : 算出衛星カウンタ周期 

TSC : 衛星時刻カウンタ (LSB：20秒単位) 

32/SCSC TT ′=  

T'SC : 衛星時刻カウンタ(LSB: 2-5 単位なし) 

Tref : 基準衛星時刻カウンタ 

Tgref : 基準地上時刻 [msec] 

 

②GPS データの抽出と抜け・重なりの処理 

一連のミッションデータから GPS データ（TT,NT,X,Y,Z,X
．

,Y
．
,Z
．
）のみを抽出する。GPS データ

は 8 秒毎に更新されるが GLI の走査周期は約 1.8 秒であることから，4 ないし 5 走査に渡って同一

の GPS データが取り込まれている。これらの冗長データを削除して時系列にならべる。②の時刻

復活処理のため，同一の GPS データのうち最初に現れたものについては同時に与えられている衛
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星時刻信号 ST（UTC）の値を保持しておく必要がある。GPSR,AOCE,CU クロックの非同期に伴

うデータの空き・重なりが発生していた場合，重なりについてはデータの削除，空きについては

内挿処理を行う。 

 

③GPS データの時刻復活処理 

TT,NT の分以上の復活は同一ミッションデータ内に含まれる ST の値を用いて行う。TT の配信

タイミングは NTより 0.5 [sec]早いが，GLIミッションデータへの取り込みは同時に行われるため，

使用する ST の値は同じである。TT,NT の GLI ミッションデータへの取り込みまでの遅れ時間を

バイアス成分，ランダム成分に分けて表 4.2-1に示す。ただし，ミッションデータへの TT の取り

込みは早くなる場合があり，4.2.3に示す。 

表 4.2-1  TT,NT の遅れ時間 

時刻種別 配信までの遅れ時

間 [sec] 
配信から GLI 取り込み

までの遅れ時間 [sec] 
合計 [sec] 

ﾊﾞｲｱｽ 9.1171805 6.00590625 15.12308675 TT 
ﾗﾝﾀﾞﾑ 8 1.794688 9.794688 
ﾊﾞｲｱｽ 10.6171805 5.50590625 16.12308675 NT 
ﾗﾝﾀﾞﾑ 25 1.794688 26.794688 

TT と同一のミッションデータ内の ST から TT の遅れ時間の最小値，最大値を引くと，ランダ

ム成分が最小，最大であった場合の TT の時刻がそれぞれ得られる。この 2 つの時刻で分以上の

値が同じであれば，これを TT の分以上の値とみなすことができる。異なっていた場合は別のデ

ータセットで同様の操作を行う。TT の遅れのランダム成分は 60sec より小さく，かつ走査周期と

分とは非同期であるので，分以上を特定できるデータセットは必ず存在する。1 つの TT について

分以上の情報が特定できれば，他の全ての TT についても特定することが出来る。 

NT についてもランダム成分は 60sec より小さいため，TT と同様の操作により分以上の復活が

可能である。 

④TT を地上時刻に変換 

TT は GPS 時であるため，これを地上時刻（UTC）に変換する。 

 

⑤ΔＴ算出基準 TT の特定 

走査開始時刻信号モニタ（ΔＴ）は，すでに述べた通り TT からの時間を表しているが，ΔＴ

と TT は，TT の遅れのため同一走査分のデータに一緒に与えられるわけではない。従ってある走

査に関して与えられたΔＴの値の基準となる TT の値を特定する必要がある。その走査の衛星時

刻信号からΔＴの表す時間を減じた時刻が基準 TT 時刻と推定され，これにもっとも近い値をも

つ TT が基準 TT と判断できる。（ΔＴを減じて得られた時刻から１秒（衛星時刻信号周期）後の

間に基準 TT がある）。これを図 4.2-4に示す。 
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A8A7A6A5

C8 C9

遅れて配信される

GPS タイミング信号時刻

C8 C10C9

PCD 衛星時刻信号

C13

GPS タイミング信号

C14

B2

C12

GPS タイミング信号時刻 TT

C11

PCD 衛星時刻信号 ST

∆Τ8

GLI 走査開始時刻信号モニタ

∆Τ7

推定された基準

TT 時刻

与えられたST

からΔＴを減

じる

GLI 走査開始信号
∆Τ6

B1

∆Τ6∆Τ5 ∆Τ8∆Τ7

C13C12C10C8

B1B1B0B0

A6

C10

B2
∆Τ6

∆Τ6

与えられた

ΔＴとＳＴ
∆Τ6

C10

実際の基準 TT

時刻

 

図 4.2-4  基準 TT 時刻の推定方法 

4.2.3. TT の出力タイミング異常について 

TT は通常表 4.2-1に示す遅れ時間を持ち，NT と同時に更新されるが，約 50 走査に 1 ないし 2

回の頻度で GLI ミッションデータ取り込みにおける TT の遅れ時間が小さくなり，NT よりも早く

更新される。これを考慮すると，TT のランダム成分は大きくなり，表 4.2-2の様になる。この場

合でも遅れのランダム成分は 60 [sec]以下であるため，時刻復活は可能である。 

ただし，TT がこの様なタイミングで更新されるとき，TT の上位 bit と下位 bit の取り込みが同

時に行われず，TT の値自体が-0.192～0.224 [sec]の誤差を持つことがあるため，あらかじめ異常な

値を識別して取り除く，または修正する等の処置が必要である。TT の異常値の識別は GPS タイ

ミング信号の間隔が 8 [sec]±150 [μsec]であることを利用して行うことが出来る。 

表 4.2-2  TT のタイミング異常を考慮した遅れ時間 

時刻種別 配信までの遅れ時

間 [sec] 
配信から GLI 取り込み

までの遅れ時間 [sec] 
合計 [sec] 

ﾊﾞｲｱｽ 9.1171805 0.002 9.1191805 TT 
ﾗﾝﾀﾞﾑ 8 7.79859425 15.79859425 

TT の値のみから時刻復活を行う場合上記の点に考慮する必要があるが，NT と同時に更新され

た TT のみを使用すれば，4.2.2 ③の手順はそのまま適用出来る。
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4.3. 幾何学補正 

4.3.1. 概要 

4.3.1.1. バジェットツリー 

GLI 基準座標系と衛星取付の座標との関係を図 4.3-1に示す。図 4.3-2にアライメントバジェッ

トを示す。 

組立誤差以外の値をtable 1に示す。衛星側は IAC と衛星 AC 間を測定する。GLI 試験では IAC

に対する任意素子の視線ベクトルを測定し，全素子の視線ベクトルを求める。 

これにより，衛星 AC からの各視線ベクトルが求まる。これに，さらに姿勢，軌道誤差を加え

たものが軌道上での視線ベクトルとなる。本文書では GLI 内のアライメントについて記述し，GLI

－衛星間のアライメントおよび姿勢，軌道誤差については NBE-98032（ADEOS-II における姿勢デ

ータおよびシステムアライメントの定義について）により記述される。 

 



第 6.0 版 2003/6/9 

 16

 

 

 

 

 

IAC

衛星 AC

衛星側の測定

視線ﾍﾞｸﾄﾙ

AC : Alignment Cube

IAC: Interface Alignment Cube

GLI 側の測定

 

図 4.3-1  GLI 基準座標系と衛星取付の関係 
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GLI 内
アライメント

1G

衛星／GLI
アライメント

姿勢誤差

軌道誤差

組立誤差

アライメント

これらについては

NBE-98032 にて規

定される。

湿度

熱（ﾗﾝﾀﾞﾑ量）

測定誤差

ﾛﾝﾁｼﾌﾄ

 

図 4.3-2  アライメントバジェット 
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4.3.1.2. 座標系の定義 

表 4.3-1に座標系の定義を示す。なお，以下の記述においては，特にことわりのない限り，軸

回りの回転方向は，各軸の方向に右ネジを進めるときの回転の向きを正として表す。 

表 4.3-1  座標系の定義 

検知器座標系 
(0, Yd, Zd) 

VN-1, VN-2, SW-1, SW-2, MT の各焦点面における素子位置を表現する

ために用いる入射瞳での 2 次元座標系。各検知器面で，光軸が通るべ

き位置を原点，ch 並び方向を Yd 軸，素子並び方向を Zd 軸とする。こ

こでは GLI 基準座標系を X 軸回りに 10 度回転した座標とする。各軸の

+方向を図 4.3-7～図 4.3-11に矢印で示す。 
45°ミラー座標系 
(Xf, Yf, Zf) 

45°ミラーに取り付けられたアライメントキューブによって規定される

座標系。45°ミラー座標系はノミナルには GLI 基準座標系と一致する。

走査機構部座標系
(Xs, Ys, Zs) 

走査機構部（スキャナ）に取り付けられたアライメントキューブによ

って規定される座標系。走査機構部座標系はノミナルには GLI 基準座

標系と一致し，チルトなしの場合に走査軸が GLI 基準座標系の X 軸，

チルト軸が GLI 基準座標系の Y 軸と一致する。 
GLI 基準座標系 
(Xg, Yg, Zg) 

光学ベンチ 2 に取り付けられたアライメントキューブ(IAC)によって規

定される座標系。視線ベクトルはこの座標系で示す。ノミナルには

ADEOS-II 衛星座標系と一致する様設定される。すなわち衛星進行方向

を X 軸，地心方向を Z 軸，Z×X を Y 軸とする座標系である。 
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GLI 幾何モデルは，ch 番号，素子番号，走査鏡回転角度，チルト角度が与えられたときに GLI

基準座標系における視線ベクトルを算出するためのモデルである。ch 番号・素子番号によって与

えられる検知器座標系での素子位置をもとに入射瞳上での視線ベクトルを GLI 基準座標系で表現

する。その後，同座標系に変換した 45°ミラー，走査鏡の法線ベクトルから GLI 基準座標系にお

ける視線ベクトルを算出する。視線ベクトルの算出手順を図 4.3-3に示す。 

 

検知器座標系(0,Yd,Zd)にお

ける素子位置　*1

GLI 基準座標系における入

射瞳位置での入射ベクトル

GLI 基準座標系における 45°ミ
ラー反射後の入射ベクトル

(走査鏡入射前の入射ベクトル)

GLI 基準座標系における走査

鏡反射後の視線ベクトル

45°ミラー座標におけ

る 45°ミラー法線ベ

クトル　*2

GLI 基準座標系にお

ける 45°ミラー法線ベ

クトル

走査機構部座標におけ

る走査鏡法線ベクトル

　*4

GLI 基準座標における

走査鏡法線ベクトル

*3

*5

 

図 4.3-3  視線ベクトル算出手順 

*1 焦点面と光軸のずれを含む（検知器座標系における素子位置をtable 9～table 12に示す）。 

*2 table 2 

*3 GLI 基準座標に対する 45°ﾐﾗｰ取付け誤差（45°ミラー座標に対する GLI 基準座標をtable 3に示す） 

*4 A/B 面の法線ずれ，ｽｷｬﾅｷｭｰﾌﾞに対する法線ずれ，走査軸回りの回転を含む（走査鏡法線の A 面に対する

B 面の角度差をtable 4に, 走査機構部座標における走査鏡法線ベクトルの角度をtable 5に, 走査機構部座標

系の Xs 軸を走査軸に一致させるための Xs,Ys,Zs 軸回りの回転角をtable 6に示す） 

*5 IAC に対する走査機構部取付誤差，チルト軸回りの回転を含む（走査機構部座標に対する GLI 基準座標を

table 7に, GLI 基準座標系の Y 軸をチルト軸に一致させるための X,Y,Z 軸回りの回転角をtable 8に示す） 
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4.3.2. 幾何補正モデル 

4.3.2.1. 幾何学モデル 

GLI 光学系は図 4.3-4に示す様な配置になっており，走査鏡より入射した光は 45°ミラー，主鏡，

副鏡を経て各検知器に分配される。走査鏡中心と 45°ミラー中心を結ぶ直線は YZ 平面内で X 軸

回りに+10[deg]の傾きを持っており，各検知器はこの角度を相殺する様に傾けて取付けられている。 

走査鏡は図 4.3-4の矢印方向に走査を行うため，走査角度はこの向きを+と規定する。 

45°ﾐﾗー

走査鏡

主鏡

地球

副鏡

VNIR2 検知器

VNIR1 検知器

MTIR 検知器

SWIR2 検知器

SWIR1 検知器

X

Z

Y

DF2
DF1

DF3

DF4

10 ﾟ

走査鏡回転方向

 

図 4.3-4  GLI システム方式 
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4.3.2.2. 視線ベクトルの算出 

4.3.2.2.1. 回転を表す行列 

視線ベクトルの算出に先立って，座標系の回転を表す行列，および任意の面での反射を表す行

列を導出する。 

γ,ψ,φを微小角とし，ある座標系 C，C'において，C に対する C'の角度を（X 軸回り,Y 軸回

り,Z 軸回り）=（γ,ψ,φ）とする。C におけるベクトル u を C'におけるベクトル u'に座標変換す

る行列を R とおくと， 

uRu ⋅=′  

X 軸回り，Y 軸回り，Z 軸回りの順に変換を行うものとして，R は以下の様に表せる。 

















−













 −
















−=

γγ
γγ

ψψ

ψψ
φφ
φφ

cossin
sincos

cossin

sincos
cossin
sincos

0
0

001

0
010

0

100
0
0

R  

以下の計算では座標系の回転はこの行列を用いる。ﾃﾞｰﾀ編では角度を[arcsec]で示しているため，

式に代入する際には[rad]への変換が必要である。 

 

4.3.2.2.2. 反射を表す行列 

法線の単位ベクトルが
















=

r
q
p

n である平面における反射は，n の回りに 180 ﾟ回転し，向きを反

転する行列によって表すことが出来る。 

180 ﾟ

回転

反射ﾍﾞｸﾄﾙ

入射ﾍﾞｸﾄﾙ

法線ﾍﾞｸﾄﾙ

反射面

 

図 4.3-5  反射ベクトルの考え方 

n の回りに角度θだけ回転する変換を表す行列 Sθは一般に 

( ) ( ) ( )
( ) ( ) ( )
( ) ( ) ( ) 
















−++−−−
−−−++−
+−−−−+

=
θθθθθ
θθθθθ
θθθθθ

cos1sincos1sincos1
sincos1cos1sincos1
sincos1sincos1cos1

22

22

22

rrpqrqpr
pqrqqrpq
qprrpqpp

θS  

と表せるので，反射を表す行列 Tnは 
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( )
( )

( )

















−
−

−
−=

















−−
−−

−−
−=

−=

1222
2122
2212

122
212
221

2

2

2

22

22

22

rqrpr
qrqpq
prpqp

rrqrpr
qrqqpq
prpqpp

180n ST

 

以下の計算ではベクトルの反射はこの行列により計算する。 
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4.3.2.2.3. 45°ミラーへの入射ベクトル 

入射瞳以降の光学系を１枚の等価な凸レンズで置き換えて考える。 

入射瞳

n

m

l :焦点距離

Yd 検知器座標

X 検知器座標

45 ﾟﾐﾗｰへの

入射ベクトル

Zd 検知器座標

光学系

 

図 4.3-6  等価な凸レンズで置き換えた場合の光学系の概念図 

 

焦点面上の VN1, VN2, SW1, SW2, MT の素子並びは図 4.3-7～図 4.3-11の様な配置となる。 



第 6.0 版 2003/6/9 

 24

 

ch01 ch02 ch03 ch06 ch09 ch20 ch21 ch04 ch08 ch07 ch05

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

Yd（衛星進行方向）

Zd（走査方向）

走査方向の矢印は各素子が地表

面を走査する向きを表す（実際の

フットプリントとは異なる）。  

図 4.3-7  VN1 検知器 

 

ch10 ch13 ch15 ch17 ch19 ch22 ch23 ch11 ch12 ch14 ch16

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

ch18

Yd（衛星進行方向）

Zd（走査方向）

走査方向の矢印は各素

子が地表面を走査する

向きを表す（実際のフッ

トプリントとは異な

る）。

 

図 4.3-8  VN2 検知器 
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ch24        ch25             ch26          ch27

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

Yd（衛星進行方向）

Zd（走査方向）

走査方向の矢印は各素子
が地表面を走査する向き
を表す（実際のフットプ
リントとは異なる）。

 

図 4.3-9  SW1 検知器 

1
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
48

ch28 ch29

Yd（衛星進行方向）

Zd（走査方向）

走査方向の矢印は各素子が
地表面を走査する向きを表
す（実際のフットプリント
とは異なる）。

 

図 4.3-10  SW2 検知器 

ch30

12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1

ch31 ch32 ch33 ch34 ch35 ch36

Yd（衛星進行方向）

Zd（走査方向） 走査方向の矢印は各素子
が地表面を走査する向き
を表す（実際のフットプ
リントとは異なる）。

 

図 4.3-11  MT 検知器 
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各焦点面の素子の配置は 45°ミラー取り付けの 10°の傾きを補正するため，GLI 基準座標系に対

して傾けて取り付けられている。45°ミラー，走査鏡での反射を考慮すると，ノミナルには ch の

並ぶ方向が走査方向と一致し，各 ch 内で素子の並ぶ方向が衛星進行方向と一致する。 

また，VN および SW と MT では焦点距離が異なっているが，素子のサイズも異なっており，

一つの素子の瞬時視野角（IFOV）は等しくなる。すなわち，素子サイズを d，焦点距離を l，IFOV

をΔとすると，ノミナルには 1km 素子では d は 





=
(MT)m][220
(VN/SW)m][440

µ
µ

d  

l は 





=
(MT)[mm]176
(VN/SW)[mm]352

l  

であるので，Δは 

[rad]1025.1

(MT)   10176/10220

(VN/SW)   10352/10440

/

3

36

36

−

−−

−−

×=

××=

××=

=∆ ld

 

となり，VN/SW,MT が同じ値である。250m 素子では 

 [mm]352
m][110

=
=

l
d µ

 

であるので，Δは 

[rad]10125.3

10352/10110

/

4

36

−

−−

×=

××=

=∆ ld

 

となる。 

検知器面上で素子サイズを単位として（250m ch については，VN/SW の 1km ch の素子サイズ

を単位とする）計った検知器座標系における座標で(0,m,n)の位置にある素子の視線ベクトル v1 は，

入射瞳上で考えたとき，GLI 基準座標系において 

( ) ( ) 















−
−

















°°
°−°

++
=

lnd
lmd

lndlmd /
/

1

10cos10sin0
10sin10cos0

001

//1

1
221v  

ただし， 

VN/SW : d = 440 [μm], l = 352 [mm] （1km ch，250m ch とも） 

MT : d = 220 [μm], l = 176 [mm] 

と表される。ここで，10[deg]の回転行列は 45°ミラーの取付角度を相殺するために検知器面が傾

けられていることを反映したものである。 検知器面において検知器座標系で表した(0,m,n)を各 ch
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ごとにtable 9～table 12に示す。 
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4.3.2.2.4. 45°ミラーの法線ベクトル 

45°ミラーは，エンクロージャ内の各コンポーネント取付け位置の制約により，走査鏡の中心

と 45°ミラーの中心を結ぶ直線が GLI 基準座標系の YZ 平面内で X 軸回りにβ（=+10[deg]）傾く

位置に配置されており，走査鏡の中心から 45°ミラーの中心に向かう光が 45°ミラーにより反射さ

れて光軸に平行（-X）方向になる様に取り付けられている。 

 

45°ミラー座標系における 45°ミラーの法線ベクトル nfをtable 2に示す。 

また 45°ミラー座標に対する GLI 基準座標の角度(γ1,ψ1,φ1)はtable 3に示す値である。 

取付誤差を含んだ GLI 基準座標系での 45°ミラー法線ベクトル n'fは以下の様になる。 

f1f nRn ⋅=′  

ただし， 

















−













 −
















−=

11

11

11

11

11

11

1

cossin0
sincos0

001

cos0sin
010

sin0cos

100
0cossin
0sincos

γγ
γγ

ψψ

ψψ
φφ
φφ

R  

 

4.3.2.2.5. 45°ミラーによる反射ベクトル 

GLI 基準座標系での 45°ミラー法線ベクトルを















=′

1

1

1

r
q
p

fn とおくと，45°ミラーにより反射し，

走査鏡に入射するベクトル v2は 

12 vTv ⋅= ′fn  

ただし， 

















−
−

−
−=′

1222
2122
2212

2
11111

11
2
111

1111
2
1

rrqrp
rqqqp
rpqpp

fnT  

 

4.3.2.2.6. 走査鏡の法線ベクトル 

GLIの走査鏡はA/B両面が反射面になっており，走査鏡が1回転する間に地上を2回走査する。 
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チルト

走査鏡

回転方向

B 面

A 面

走査鏡

45 度ミラー

衛星は手前方向に進行

地表面方向

（Nadir）

X

Z

Y

走査角度はこの

向きが+となる

＋

－

10゜

 

図 4.3-12  走査鏡の動きと走査角度の定義 

走査角度は，A 面の法線ベクトルが地表面（Nadir）方向に向く時を 0[deg]とし，X 軸回りを Z

軸から Y 軸に向かう方向に測った角度として定義される（図 4.3-12）。通常，右手系の座標系に

おいては，座標軸回りの回転角度は右ネジの方向で定義されており，GLI の走査角度の定義は逆

になるため注意が必要である。なお，チルト角度については，通常の右手系の回転の向きに従い，

Y 軸回りを Z 軸から X 軸に向かう方向に測った角度として定義する。従って，前方チルトは正，

後方チルトは負のチルト角で表される。 

チルト角度θ 走査角度ω とすると，GLI 基準座標系における走査鏡の法線ベクトル nsは 
















⋅⋅⋅⋅′⋅⋅⋅⋅′=

1
0
0

a/b23ω345θ5s RRRRRRRRRn  

ただし 

Ra/b : A 面と B 面の法線ベクトルの差を表す回転行列 

 

角度差を(X 軸回り，Y 軸回り，Z 軸回り)= (δ1,δ2,δ3)とおくと， 

















−













 −
















−=

11

11

22

22

33

33

cossin0
sincos0

001

cos0sin
010

sin0cos

100
0cossin
0sincos

δδ
δδ

δδ

δδ
δδ
δδ

a/bR  

δ1,δ2,δ3をtable 4に示す。 

R2 : 走査機構部座標における走査鏡法線ベクトル(θ=0,ω=0 での)への変換行列 

  走査機構部座標 Zs軸に対する走査鏡法線ベクトルの角度を 

  (X 軸回り,Y 軸回り,Z 軸回り)=(γ2,ψ2,φ2) とする。 
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( ) ( )
( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
















−−−
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−−

−−−
















−−−
−−

=

22

22

22

22

22

22

cossin0
sincos0

001

cos0sin
010

sin0cos

100
0cossin
0sincos

γγ
γγ

ψψ

ψψ
φφ
φφ

2R  

(γ2,ψ2,φ2)をtable 5に示す。 

 

3ω3 RRR ⋅⋅′  : 走査機構部座標系の Xs軸を走査軸に一致させるための Xs,Ys,Zs軸回りの回

転角をそれぞれγ3,ψ3,φ3 としたとき，走査機構部座標系で表現されたベ

クトルを走査軸回りに走査角度ωだけ回転する行列。 

ただし， 

















−













 −
















−=

33

33

33

33

33

33

csin0
sinc0

001

c0sin
010

sin0c

100
0csin
0sinc

γγ
γγ

ψψ

ψψ
φφ
φφ

os
os

os

os
os

os

3R  

( ) ( )
( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )
( ) ( )
















−−−
−−

















−−

−−−

















−−−
−−=′

100
0csin
0sinc

c0sin
010

sin0c

csin0
sinc0

001

33

33

33

33

33

33 φφ
φφ

ψψ

ψψ

γγ
γγ os

os

os

os

os
os3R  

(γ3,ψ3,φ3)をtable 6に示す。 

 

















−
=

ωω
ωω

cossin0
sincos0

001

ωR  

 

R4 : 走査機構部座標から GLI 基準座標への変換行列。 

  走査機構部座標に対する GLI 基準座標への変換角度を 

  (X 軸回り,Y 軸回り,Z 軸回り)=(γ4,ψ4,φ4)とすると 

 

















−













 −
















−=

44

44

44

44

44

44

cossin0
sincos0

001

cos0sin
010

sin0cos

100
0cossin
0sincos

γγ
γγ

ψψ

ψψ
φφ
φφ

4R  

ただし，(γ4,ψ4,φ4)はtable 7に示す値とする。 

 

5θ5 RRR ⋅⋅′  : GLI 基準座標系の Y 軸をチルト軸に一致させるための X,Y,Z 軸回りの回転

角をそれぞれγ5,ψ5,φ5 としたとき，GLI 基準座標系で表現されたベクト

ルをチルト軸回りにチルト角度θだけ回転する行列。 

ただし， 
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55

55

55

55

55

55

cossin0
sincos0

001

cos0sin
010

sin0cos

100
0cossin
0sincos

γγ
γγ

ψψ

ψψ
φφ
φφ

5R  
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( ) ( )
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−−=′

100
0cossin
0sincos

cos0sin
010

sin0cos

cossin0
sincos0

001

55

55

55

55

55

55 φφ
φφ

ψψ

ψψ

γγ
γγ5R  

γ5,ψ5,φ5はtable 8に示す値とする。 

 

















−
=

θθ

θθ

cos0sin
010

sin0cos

θR  

 

4.3.2.2.7. GLI 基準座標系における視線ベクトル 

GLI 基準座標系における走査鏡の法線ベクトルを















=

2

2

2

r
q
p

sn とおくと，GLI 基準座標系におけ

る視線ベクトル vgは 

1nn

2ng

vTT

vTv

fs

s

⋅⋅=

⋅=

′
 

ただし， 
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2
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2222
2
2

rrqrp
rqqqp
rpqpp

snT  
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4.3.2.3. 走査角度 

4.3.2.3.1. 走査角度とデータ取得プロファイル 

18062.84174017.15340

内部光源ﾃﾞｰﾀ

太陽光ﾃﾞｰﾀ
黒体ﾃﾞｰﾀ

深宇宙ﾃﾞｰﾀ

A 面

観測画像データ

90

360242.8417220
(NADIR)

走査開始信号

197.1534180

単位[deg]

B 面270

 

図 4.3-13  走査角度と取得データ 

GLI は走査鏡の両面が反射面となっており，走査鏡の回転角度（＝走査角度）が 0～180 [deg]

のとき A 面，180～360 [deg]のとき B 面で走査を行う。また，走査角度 17.1534 [deg]および 197.1534 

[deg] のとき走査開始信号が発せられ，それぞれ 62.8417 [deg]および 242.8417 [deg]までの約 45 

[deg]の走査を行う間に地表面からの入射光を観測する。走査鏡の約 45 [deg]の回転により地表面

を約 90 [deg]走査することができ，これにより走査幅は約 1600 [km]となる。 

 

なお，45 度ミラーが約 10[deg]傾いて取り付けられていることにより，NADIR 観測は走査角度

40[deg]および 220[deg]の時となる。 
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4.3.2.3.2. 走査鏡面の決定と走査角度の算出 

走査角度信号は 1走査につき 12bit×1276サンプル取得される。250mの場合はフレームNo.14111

～No.14118(144 サンプル×8 フレーム＝1152 サンプル）およびフレーム No.14119 の最初の 124 ワ

ードに格納されている。また，1km パケットデータの場合は，No.901～No.903 パケットに同 12bit

データにダミー1bit が MSB に加えられた 13bit データが 1276 サンプル格納されている。 

 

1 走査の走査角度範囲は，A 面では 17～63[deg]，B 面では 197～243[deg]であるが，走査角度

信号は LSB = 0.005493[deg] なので，0.005493 × 2^12 = 22.5[deg] までしか表現できない。このた

め，走査角度信号から実際の走査角度を求めるためには，22.5[deg]の整数倍を適宜加える必要が

ある。 

A 面／B 面の情報はチルト角度信号の bit24 に格納されており，0 が A 面，1 が B 面である。 

 

なお，250m データでは 5104 サンプルのうちの 1276 サンプル分のみ走査角度が出力されてい

る。これは 1,5,9,13......,5101 サンプルに相当する角度である。これら以外のサンプルについては補

間計算により走査角度を算出する。 

 

表 4.3-2に走査に関する基本的な数値を記す。また，走査角度と各種取得データとの対応を表 

4.3-3に示す。 

表 4.3-2  走査に関する各種の数値 

項目 値 備考 
走査鏡回転速度 16.716[rpm] 設計値（±0.015%） 

走査周期 1.794688[sec] 走査鏡１回転で 2 走

査 
１ｻﾝﾌﾟﾙあたり

走査角度 
0.035805[deg]  

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ時間 357 [µsec] 設計値（±0.25μs） 
走査角度信号 
LSB 

0.005493[deg]  
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表 4.3-3  走査角度と観測データとの対応 

項目 走査角度 A/B面 走査開始からの時間 各ｲﾍﾞﾝﾄの時間差 sample数 備考

nadir INDEX信号 0.0000° A -0.171027sec

地球画像ﾃﾞｰﾀ取得 地球画像ﾃﾞｰﾀ取得開始,走査開始信号 17.1534° A 0.000000sec 0.455535sec 1276sample

地球画像ﾃﾞｰﾀ取得取得終了 62.8417° A 0.455535sec

WALLｸﾗﾝﾌﾟA開始 93.6150° A 0.762360sec 0.010002sec

WALLｸﾗﾝﾌﾟA終了 94.6182° A 0.772362sec

WALLｸﾗﾝﾌﾟ WALLCLAMP後ﾃﾞｰﾀ取得開始 95.6210° A 0.782361sec 0.003570sec 10sample

WALLｸﾗﾝﾌﾟ後ﾃﾞｰﾀ取得終了 95.9791° A 0.785932sec

深宇宙ﾃﾞｰﾀ取得開始 98.1000° A 0.807078sec 0.007141sec 20sample

深宇宙ﾃﾞｰﾀ取得 MT深宇宙ﾃﾞｰﾀ取得終了 98.8162° A 0.814219sec

VN,SW深宇宙ﾃﾞｰﾀ取得終了 99.1028° A 0.817077sec 0.009999sec 28sample

内部黒体ﾃﾞｰﾀ取得 内部黒体ﾃﾞｰﾀ取得開始 118.4600° A 1.010077sec 0.010710sec 30sample

内部黒体ﾃﾞｰﾀ取得終了 119.5342° A 1.020788sec

太陽光ﾃﾞｰﾀ取得 太陽拡散板,内部光源ﾃﾞｰﾀ取得開始 142.7600° A 1.252360sec 0.006426sec 18sample

内部光源ﾃﾞｰﾀ取得 太陽拡散板,内部光源ﾃﾞｰﾀ取得終了 143.4045° A 1.258786sec

nadir 180.0000° B 1.623661sec

地球画像ﾃﾞｰﾀ取得 地球画像ﾃﾞｰﾀ取得開始,走査開始信号 197.1534° B 1.794688sec 0.455535sec 1276sample

地球画像ﾃﾞｰﾀ取得取得終了 242.8417° B 2.250223sec

WALLCLAMP前ﾃﾞｰﾀ取得開始 275.6210° B 2.577049sec 0.003570sec 10sample

WALLｸﾗﾝﾌﾟ WALLｸﾗﾝﾌﾟ前ﾃﾞｰﾀ取得終了,WALLｸﾗﾝﾌﾟB開始 275.9791° B 2.580620sec

WALLｸﾗﾝﾌﾟB終了 276.9823° B 2.590622sec 0.020001sec

WALLCLAMP取得待機終了 277.9851° B 2.600621sec

深宇宙ﾃﾞｰﾀ取得開始 278.1000° B 2.601766sec 0.007141sec 20sample

深宇宙ﾃﾞｰﾀ取得 MT深宇宙ﾃﾞｰﾀ取得終了 278.8162° B 2.608907sec

VN,SW深宇宙ﾃﾞｰﾀ取得終了 279.1028° B 2.611765sec 0.009999sec 28sample

内部黒体ﾃﾞｰﾀ取得 内部黒体ﾃﾞｰﾀ取得開始 298.4600° B 2.804765sec 0.010710sec 30sample

内部黒体ﾃﾞｰﾀ取得終了 299.5342° B 2.815476sec

太陽光ﾃﾞｰﾀ取得 太陽拡散板,内部光源ﾃﾞｰﾀ取得開始 322.7600° B 3.047048sec 0.006426sec 18sample

内部光源ﾃﾞｰﾀ取得 太陽拡散板,内部光源ﾃﾞｰﾀ取得終了 323.4045° B 3.053474sec

但し、1km分解能地球画像
ﾃﾞｰﾀのｻﾝﾌﾟﾙ数（250m分解
能では4倍のｻﾝﾌﾟﾙ数）。

但し、1km分解能地球画像
ﾃﾞｰﾀのｻﾝﾌﾟﾙ数（250m分解
能では4倍のｻﾝﾌﾟﾙ数）。
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4.3.2.4. チルト角度 

チルト角度信号は 16bit で，0.005493[deg]×216=約 360[deg]の範囲を表現可能であり，

機械角で-180[deg]～+180[deg]に対応している。 

 

0[deg]は 0000････0，+0.005493[deg]（+1LSB）は 0000････1，-0.005493[deg]（-1LSB）

は 1111････1 となっている（最上位 16bit 目の"1"は負のチルト角を意味する）。 

 

設定可能なチルト角（機械角）は，0[deg]，+15.8[deg] -15.8[deg]の 3 通りで，各チル

ト角に対応するノミナル値は以下の通りである。 

0[deg]＝0000，+15.8[deg]＝0B3C，-15.8[deg]＝F4C4 
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4.3.3. 積分時間と撮像中心 

4.3.3.1. はじめに 

幾何補正を考える際の参考情報として，ここでは VNIR/SWIR の各サンプルの積分時

間を考慮した場合の撮像位置について，画像補正データとして与えられる走査角度の値

との関係を記す。 

 

4.3.3.2. 基本的情報 

4.3.3.2.1. 積分時間 

VNIR/SWIR の各画素は，チャネル毎に一定の時間の積分時間を持つ（MTIR は検知器

の機構が異なり積分時間はない）。なお，サンプリング周期は 357[µsec]である。 

表 4.3-4  バンド毎の積分時間 

バンド チャネル 分解能 積分時間 
VNIR ch1-19 1km 278[µsec] 
SWIR ch24-27 1km 312[µsec] 
VNIR ch20-23 250m 63[µsec] 
SWIR ch28-29 250m 79[µsec] 

 

4.3.3.2.2. 積分時間を考慮した応答 

 

フットプリントを上か

ら見たもの 

応答関数 

任意の瞬時 
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ開始から

終了まで 
 

図 4.3-14  積分時間を考慮した応答関数 

任意の瞬時を考えると，図 4.3-14左のように１素子に対する応答関数は矩形であるが，

サンプリング開始から終了までの積分時間を考えると，図 4.3-14右のように三角形とな

る（三角形になるのは，積分時間中の走査の距離が１素子の幅と一致する場合）。図 4.3-15

に示すように，ある素子については，応答関数の極大点を中心とする１素子幅分の領域

をノミナルな撮像域と考えることができる。 
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S1 S2 S3 

P1 P2 P3 

重み付けされた
応答関数 

ノミナルな撮像域 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ開始時の
撮像域 

実際に撮像されて
いる領域 R1 

R2 
R3 

 

図 4.3-15  応答関数と撮像域の関係 

4.3.3.3. 走査角度値を用いた計算による位置 

4.3.3.3.1. 走査角度値と画像の積分時間の関係 

VNIR/SWIR の 1km チャネルについて，走査角度値の取得タイミングと，画像の積分・

読み出しのタイミングの関係は，大まかには以下のようになる。 

 

・ 走査角度は積分開始時の値である。 

・ 積分時間はサンプリング周期とほぼ等しい 

・ 積分された画素値は次のサンプルで読み出される。 

 
 撮像(n) 撮像(n+1) 

走査角度読み出しタ
イミング(n) 

走査角度読み出し
タイミング(n+1) 

走査角度読み出し
タイミング(n+2) 

読み出し(n) 読み出し(n+1) 
撮像 

（積分） 

読み出し 

走査角度: n 
画像: n-1 

走査角度: n+1 
画像: n  

図 4.3-16  走査角度値と画像の積分時間の関係 

4.3.3.3.2. 走査角度値から計算した場合のずれ 

あるチャネル・ある素子の撮像したサンプル番号 i の画素を P(i)，画像補正データに

含まれる i 番目の走査角度値をω(i)とする。 
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P(i) P(i+1) P(i+2) 

ω(i) ω(i+1) ω(i+2) 

サンプル（ピクセル）番号

走査角度値 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

 

図 4.3-17  サンプル番号と走査角度値との対応 

4.3.3.2.2項に記したように，P(i)の撮像する領域は撮像開始時点・終了時点で移動して

おり，ノミナルな領域の位置とも異なる。計算によりノミナルな領域の中心点の座標（緯

経度）を求めようとすれば走査角度の値が必要になるが，画素値と同じ i 番目に格納さ

れている走査角度ω(i)を用いて計算した場合，4.3.3.3.2項のタイミングの関係により，ず

れが生じる。 
 

R(i+1) 

ノミナルな (=求め
たい)撮像域 

積分開始時の撮像
域 

実際に撮像されて
いる領域 

P(i) P(i+1) P(i+2) 

S(i) S(i+1) S(i+2) 

R(i) R(i+2) 

走査角度ωにより
計算される位置 P’(i-1) P’(i) P’(i+1) 

画像読み出しが１サンプル
遅れる分だけずれる 

P(i)と P’(i)の位置関係から、同じ番号 i の走査角度による
計算では走査方向に+0.5 画素ずれることがわかる  

図 4.3-18  ノミナルな撮像域と走査角度とのずれ 

4.3.3.4. 厳密な議論 

4.3.3.3.2では4.3.3.3.1で記した通りの近似的取扱をした。以下では，より厳密な議論を

行なう。 

 

4.3.3.4.1. 素子サイズ 

VNIR/SWIR の 1km チャネルの素子サイズは，各チャネルとも素子並び方向（フット

プリントのアロングトラック方向）にはノミナルの大きさ（440[µm]）である。走査方向

（フットプリントのクロストラック方向）については，素子並び方向と同サイズの場合

（case1），素子並び方向の 70%（308[µm]）の場合（case2），素子並び方向の 25%（110[µm]）

の場合（case3）があるが，いずれの場合も中心位置はもとの正方形と同じである。 
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積分開始・終了時の 
撮像領域 

素子が正方形かつ 
積分時間の移動距離が１素子分 

応答関数 

走査方向が素子並び方向の 50% 
積分時間の移動距離は上と同じ 

応答関数 
 

図 4.3-19  素子サイズと応答関数 

ただし，図 4.3-19に示すように，撮像位置を素子の中心位置により計算する限り，素

子サイズが異なっても影響はない。 

 

4.3.3.4.2. 積分時間と撮像中心 

以下 1[µsec]オーダで議論する。1[µsec]以下は四捨五入する。 

 

 

357[µsec] 

走査角度読み出しタ
イミング(n) 

走査角度読み出し
タイミング(n+1) 

走査角度読み出し
タイミング(n+2) 

撮像 
（積分） 

5[µsec] 
312[µsec] or 

278[µsec] 

 

図 4.3-20  走査角度読み出しタイミングと積分時間の関係 

1km ch では，走査角度の読み出しタイミングと積分開始時刻の間には 5[µsec]の遅れ

がある。また，積分時間はサンプル周期より短く，case1 のチャネルでは 278[µsec]，case2，

case3 のチャネルでは 312[µsec]（347[µsec]を 100%としたとき，それぞれ 80%と 90%）で

ある。 

 

これらを考慮し，走査角度読み出しタイミング時点での素子中心を 0 とし，ノミナル

の素子幅（440[µm]）に対応する１素子分のフットプリント幅を単位とするような１次元
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軸を考え，各チャネルの素子位置を考えた。 

 

ノミナルのパターンに加え，素子サイズ・積分時間に応じた全パターン（３のパター

ン）について，図 4.3-21のようにそれぞれ， 

 

・ 積分開始時点の素子撮像域端（走査方向マイナス側） ：A 

・ 積分開始時点の素子撮像域端（走査方向プラス側） ：B 

・ 積分終了時点の素子撮像域端（走査方向マイナス側） ：C 

・ 積分終了時点の素子撮像域端（走査方向プラス側） ：D 

 

の４点の座標を求めた。結果を表 4.3-5に示す。 

 

 
A B 

C D 
case1 

走査方向素子サイズ 100% 
積分時間 278[µsec] 
積分開始 5[µsec] 

0 0.5 1.0 

ノミナルパターン 
走査方向素子サイズ 100% 

積分時間 357[µsec] 
積分開始 0[µsec] 

画素 
（ノミナル幅）

case2 
走査方向素子サイズ 70% 

積分時間 312[µsec] 
積分開始 5[µsec] 

case3 
走査方向素子サイズ 25% 

積分時間 312[µsec] 
積分開始 5[µsec] 

走査角度値から計算される位置  

図 4.3-21  素子サイズ，積分時間に応じた走査パターン 

表 4.3-5  素子サイズ，積分時間を考慮した素子位置（1km ch） 

 素子サイズ 積分時間 A B C D 撮像中心 
ノミナル 100% 357µsec -0.50 0.50 0.50 1.50 0.50 
case1 100% 278µsec -0.49 0.51 0.29 1.29 0.40 
case2 70% 312µsec -0.34 0.36 0.54 1.24 0.45 
case3 25% 312µsec -0.11 0.14 0.76 1.01 0.45 
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250m ch については，走査角度読み出しは 4 サンプルに 1 回しか行われないが，線形

補間した値で考えれば，1km と同様に走査角度のタイミングと積分開始時刻の間には

5[µsec]の遅れがある。積分時間は，ch20-23 が 63[µsec]，ch28,29 が 79[µsec]（79[µsec]を

100%としたとき，それぞれ 80%と 100%）である。走査方向の素子サイズについては，

どの ch も素子並び方向（ノミナル値）の 100%である。 

この値を元に，1km の場合と同様に素子サイズ，積分時間を考慮した素子位置を求め

ると表 4.3-6のようになる。 

表 4.3-6  素子サイズ，積分時間を考慮した素子位置（250m ch） 

 素子サイズ 積分時間 A B C D 撮像中心 
ノミナル 100% 89µsec -0.50 0.50 0.50 1.50 0.50 
ch20-23 100% 63µsec -0.44 0.56 0.26 1.26 0.41 
ch28,29 100% 79µsec -0.44 0.56 0.44 1.44 0.50 

 

4.3.3.5. まとめ 

以上をまとめ，サンプル i の走査角度値ω(i)（250m ch については，ω(i)は線形補間

した値を示すとする）により計算される位置と，サンプル i の画素 P(i)の積分時間を考慮

した中心位置との関係を，図 4.3-22に示す。 

 

 

case1 

case2,3 

ch20-23 

ch28,29 

178.5µs

214.2µs

196.3µs

52.6µs

44.6µs44.6µs 

36.6µs 

160.7µs

142.8µs

ノミナル 44.6µs

(0.50 画素)

(0.60 画素)

(0.55 画素)

(0.59 画素)

(0.50 画素)

(0.50 画素)

(0.50 画素)

(0.41 画素)

(0.45 画素)

(0.40 画素)

(0.50 画素)

ω(i) ω(i-1) 

ω(i) ω(i-1) 

(0.50 画素)
178.5µs

1km ch 

250m ch 

ノミナル 

44.6µs 

89.2µs

357µs

 

図 4.3-22  走査角度と画素との位置関係 
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4.4. 地上（打ち上げ前）ラジオメトリック校正 

4.4.1. 基準校正源(MT) 

評価済標準黒体を真空チャンバ中にセンサとともに nadir 方向に設置し，GLI の応答

曲線を取得した。黒体からの輻射量は黒体温度からプランクの輻射式を用いて解析的に

算出した。 

 

4.4.2. 基準校正源(VN/SW) 

大気中にて nadir 方向から大型積分球出力を入光させ，GLI の応答曲線を取得した。 

 

4.4.3. 校正源の輝度算出 

光学系，フィルタの分光透過率，検知器の波長応答特性は各 ch のバンド幅内で波長

依存性を持つため，応答曲線を取得するに際して，校正源の輝度の算出には，GLI の波

長応答特性を考慮する必要がある。GLI の入出力で考えた波長応答特性を R(λ)とおくと，

校正源の輝度 Lcは波長毎に重み付けをした次式により求められる。 

( ) ( )

( )∫

∫
=

max

min

max

min

λ

λ

λ

λ

λλ

λλλ

dR

dLR

Lc  

eq. 4.4-1 

Lc : GLI の波長応答特性を考慮した校正源の輝度 [W･m-2･sr-1･μm-1] 

L(λ) : 校正源（積分球または標準黒体）の分光放射輝度 [W･m-2･sr-1･μm-1] 

R(λ) : GLI の波長応答特性 [DN/W] 

λmin : 各 ch の帯域外応答も含めた下限波長 [μm]。 table 15に示す。 

λmax : 各 ch の帯域外応答も含めた上限波長 [μm] 。table 15に示す。 

 

( ) ( )

( )∫
=′

max

min

λ

λ

λλ

λλ

dR

RR  [μm-1] とおくと， 

( ) ( )∫ ′=
max

min

λ

λ

λλλ dLRLc  

eq. 4.4-2 

各 ch についての R'(λ)をtable 13に示す。 

また，参考情報として広帯域の R(λ)をtable 82に示す。 
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4.5. 軌道上ラジオメトリック校正 

GLI の出力 DN 値から入射輝度を求める式（以下，校正式とする）について以下に記

述する。MT の信号と VN/SW の信号では GLI 内部の処理が異なっているため，それを考

慮したモデルを立て，校正式も分けて考える必要がある。ここでは地上処理に必要な情

報に重点をおいて述べることとし，MT および VN/SW の詳細なモデルについては6章

Appendix にまとめた。 

また，以下の記述において，特にことわりのない限り，パラメータとして用いる文字

は表 4.5-1の意味を表す。 

表 4.5-1  パラメータの意味 

パラメータ 意味 

ｇ 多重化グループ 

i ch番号 

j 素子番号 

k 走査数 

l サンプル数 

m even/odd 

n 走査鏡A/B面 

p ハイゲイン/ローゲイン 

q ランプ主系,冗長系 

 

4.5.1. MT 

4.5.1.1. GLI における MT の信号処理 

MT は ch30～36 の 7ch であり，各 ch とも 1 走査につき，観測画像 1276 サンプル，深

宇宙画像 20 サンプル，黒体画像 30 サンプルのデータが出力される。MT におけるプリ

アンプ出力は交流増幅された信号であるため，ポストアンプでは，深宇宙観測データ直

前（ただし走査鏡は深宇宙を見ている）のプリアンプ出力 vdscをメモリに蓄え，1 走査期

間中の全ての画像信号 vs について，このメモリの値との差分 vs－vdscを増幅して直流とし

て出力する。このように，深宇宙観測時のレベルを基準にしてプリアンプ出力を直流化

する処理を深宇宙クランプと呼ぶ。深宇宙クランプの概念図を図 4.5-1に示す。 

Gpost(vs－vdsc) + Opost
検
知
器

光
学
系

Ａ
／
Ｄ

メ
モ
リ

vs

vdsc

Ldsc（深宇宙）
Ls 走査鏡

ﾎ ｽ゚ﾄｱﾝﾌ゚

DNs

深宇宙ｸﾗﾝﾌﾟ

ﾌ ﾘ゚ｱﾝﾌ゚

 

図 4.5-1  深宇宙クランプ 
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ポストアンプのゲインを Gpostとおくと，ポストアンプ出力 Vsはeq. 4.5-1の様に表すこ

とができる。 
( ) postdscsposts OvvGV +−=  

eq. 4.5-1 

Vs : ポストアンプ出力電圧 

vs: 観測画像データ，黒体画像データ，深宇宙画像データのポストアンプ入力電圧 

vdsc: メモリに蓄えられた深宇宙クランプ点の電圧 

Gpost: ポストアンプゲイン 

Opost: オフセット電圧 

 

ポストアンプ出力の範囲は-5～＋5 [V]で，Opostはノミナル-4.5 [V]に調整されている。 

MT では，本来の GLI 入力に光学系の熱放射を加えたものが検知器入力となるが，上

で述べた深宇宙クランプによって減算されるため，走査鏡以外の光学系熱放射の影響は

GLI 出力には現れない。走査鏡については，反射率が入射角依存性を持つため，熱放射

を考慮する必要があり，これについては4.5.1.4で述べる。 

また，MT の出力は，VN/SW の回路の影響により日中観測モードと夜間観測モードと

の間で出力に変動が生じることが判明している。この変動は，夜間観測モードから日中

観測モードへの移行時の数走査のみに現れる短期的な変動と，日中観測モードの期間中

一定して現れるオフセット変動とに分けられる。これらの変動に対しては以下の対策を

行う。 

 

MT の出力変動対策 

短期的な変動： 日中観測モード移行から 5 走査分，および直前の 1 走査分のデ

ータを無効とする。 

オフセット変動： 深宇宙補正後のデータに対してオフセット補正を行う。 

 

オフセット補正については4.5.1.2a.で述べる。 

深宇宙クランプ，走査鏡反射率の入射角依存性を考慮すると，GLI 出力 DN 値の輝度

への変換は以下のような処理になる。 

 

4.5.1.2. 深宇宙補正 

図 4.1-4に示す様に，深宇宙クランプは，走査毎に深宇宙画像データの 1 サンプル前

のプリアンプ出力 vdsc（この値はメモリに蓄えられるのみで，GLI の出力には現れない）

を基準に取るため，この値のノイズ変動により，走査毎にポストアンプ出力 Vsが上下に

シフトする。この様子を図 4.5-2に示す。同じ波形の出力であっても，(a)では，クラン

プ点のレベルが深宇宙画像データの平均値 Vdsavより高いため，画像データはこの分だけ
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低めに出力されるが，(b)では，クランプ点の電圧が深宇宙画像データの平均値 Vdsavより

低いため，画像データはこの分だけ高めに出力される。このシフトを取り除くために，

Vdsavを，走査毎に地上処理で差し引く処理が深宇宙補正である。 

ｸﾗﾝﾌﾟﾚﾍﾞﾙ -4.5V

ｸﾗﾝﾌﾟ点

ｸﾗﾝﾌﾟ点

観測画像 or 黒体画像ﾃﾞｰﾀ

Vdsav：深宇宙ﾃﾞｰﾀの平均値

ﾉｲｽﾞによる

ｼﾌﾄ

深宇宙画像ﾃﾞｰﾀ

  深宇宙ｸﾗﾝﾌﾟした点が常に-4.5V（公称）に固定されるので，走査毎にﾉｲｽﾞの分だけ信号全体が上下にｼﾌﾄする。上
図(a)はｸﾗﾝﾌﾟ点が深宇宙平均より高い場合，(b)はｸﾗﾝﾌﾟ点が深宇宙平均より低い場合を示す。(a),(b)とも，任意の点の

出力 Vs について，Vs－Vdsav により，ｼﾌﾄした分を除いた信号電圧 V を得ることができる。

Vs

Vdsav

V＝Vs－Vdsav

V＝Vs－Vdsav

Vs

Vs

Vdsav

(a) (b)

観測画像 or 黒体画像ﾃﾞｰﾀ深宇宙画像ﾃﾞｰﾀ

 

図 4.5-2  深宇宙補正 

GLI では，走査鏡の片面について，観測窓，深宇宙窓，基準黒体の順に走査を行うた

め，図 4.5-3に示すように，観測画像データは前の走査の深宇宙レベルでクランプされて

いる。 

A 面 B 面 A 面

観
測
画
像

深宇宙ｸﾗﾝﾌﾟ 深宇宙ｸﾗﾝﾌﾟ

黒
体
画
像

深
宇
宙
画
像

黒
体
画
像

深
宇
宙
画
像

黒
体
画
像

深
宇
宙
画
像

一走査前の

深宇宙を減算

同一走査内の

深宇宙を減算

観
測
画
像

一走査前の

深宇宙を減算

同一走査内の

深宇宙を減算

 

図 4.5-3  深宇宙クランプンのタイミングと画像データとの関係 

したがって，深宇宙補正は以下のように行う。 

観測画像データの場合 

( ) ( ) ( )1,, −−=− kDNlkDNlkDN dsavsdss  

eq. 4.5-2 

DNs-ds(k,l) : 深宇宙補正後の第 k 走査，第 l サンプルの観測画像データ [DN] 
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DNs(k,l) : 第 k 走査，第 l サンプルの観測画像データの GLI 出力 [DN] 

DNdsav(k-1) : 第 k-1 走査の深宇宙画像データの有効サンプル（第 5～20 サンプル）の

平均値  [DN] 

 

黒体画像データの場合 

( ) ( ) ( )kDNlkDNlkND dsavbbdsbb −=′ − ,,  

eq. 4.5-3 

DN’bb-ds(k,l) : 深宇宙補正後の第 k 走査，第 l サンプルの黒体画像データ [DN] 

DNbb(k,l) : 第 k 走査，第 l サンプルの黒体画像データの GLI 出力 [DN] 

DNdsav(k) : 第 k 走査の深宇宙画像データの有効サンプル（第 5～20 サンプル）の平均

値 [DN] 

4.5.1.2a. オフセット変動の補正 

MT の観測画像データ，深宇宙画像データでは，VN/SW の回路の影響により，日中観

測モードと夜間観測モードで，出力にオフセット差が生じ，このオフセット差は観測画

像データと深宇宙画像データで等量である。しかし，黒体画像データではこのようなオ

フセット変動は発生しないため，深宇宙補正後のデータでは逆に黒体画像データにのみ

オフセット変動が現れる。 

したがって，オフセット変動の補正は深宇宙補正後の黒体画像データ DN’bb-ds に対

して補正項⊿DN を加えることにより行うこととし，オフセット補正後の黒体画像デー

タ DNbb-ds はeq. 4.5-3aにより求める。 

DNNDDN dsbbdsbb ∆+′= −−  

eq. 4.5-3a 

DNbb-ds: オフセット補正後の黒体画像データ [DN] 

DN’bb-ds: 深宇宙補正後の黒体画像データ [DN] 

⊿DN: オフセット補正項 [DN]。table 80，table 81に示す。 

 

4.5.1.3. 輝度への変換 

MT の検知器は輝度に対して僅かに非線形性を持つため，これを 2 次近似した式を用

いて GLI 出力を輝度に変換する。深宇宙補正後の DN 値 DNs-dsについて 

( )2
210, dssdsscalmirs DNCDNCCGL −− ++=′  

eq. 4.5-4 

L’s,mir : 入射角依存性による影響を含んだ輝度 [Wm-2sr-1μm-1] 

Gcal (i,j,n) : 黒体校正あるいはバイキャリアス校正により得られる校正係数。GLI 出力

の初期値からの変動を相対値で表す。（table 47） 

C0(i,j,n), C2(i,j,n) : 地上試験結果から得た校正係数（table 49,table 50,table 53,table 54） 
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C1(i,j,n) : 黒体校正から得る校正係数（table 51,table 52） 

 

4.5.1.4. 入射角依存性補正 

走査鏡反射率ρscn は入射角依存性を持ち，A/B 面および各 ch のそれぞれについて，

入射角φの 2 次関数として次のように表すことができる。 

( ) 2
210 φφφρ ρρρ CCCscn ++=  

eq. 4.5-5 

ρscn(φ) : 入射角φにおける走査鏡反射率 

φ : 入射角（走査鏡法線と入射光のなす角）[deg] 

Cρ0(i,n),Cρ1(i,n),Cρ2 (i,n): ウィットネスサンプルの測定結果から得た係数（table 44） 

 

ここで，入射角φは，チルト角度θ，走査角度ωより以下の式で求める。 

( )ωωθφ sin10coscoscos10sinarccos °+°=  

eq. 4.5-6 

θ : チルト角度 [deg] 

ω : 走査鏡法線ベクトルが nadir 方向に向くときを起点とした走査角度 [deg]。（B 面

における走査角度は 180～360 [deg]で表現されるため，180 を減算する） 

 

eq. 6.2-28より，ターゲット s を見たときの GLI 入射輝度 Ls は4.5.1.3で求めた L’s,mir を

用いて次の式により求めることができる。 

( ) ( ) ( ) ( )( )
( ) ( )s
X

scn

scnss
X

scndsc
Y

scnmirs
s

BL
L

φρ
φρφρ ,, −−′

=  

eq. 4.5-7 

Ls : ターゲット s を見た時の，入射角依存性を補正した入射輝度 [Wm-2sr-1μm-1] 

Bs,scn : 走査鏡の熱放射 [Wm-2sr-1μm-1]。table 45に示す。 

ρscn(φdsc) : 深宇宙クランプ時の走査鏡反射率 [deg]。走査角ω=98.1 [deg]として算出

する。 

ρscn(φs) : ターゲット s 観測時の走査鏡反射率 [deg] 

 

4.5.1.5. まとめ 

以上をまとめて，MT における GLI 出力 DN 値を輝度に変換するまでの流れをフロー

に示すと図 4.5-4の様になる。 
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 観測画像データ出力 : DNs 

( )( ) ( )( )( )
( )( )s
X

scn

scnss
X

scndsc
Y

scnmirs
s

BL
L

φρ
φρφρ ,, −−′

=

Ls 

DNs-ds(k,l) = DNs(k,l)-DNdsav(k-1) 
深宇宙補正 

DNs-ds 

L’s,mir=Gcal(C0+C1 DNs-ds+C2 DNs-ds
2)

輝度への変換 

L’s,mir 

入射角補正 

黒体画像データ出力 : DNbb 

DN’bb-ds(k,l) = DNbb(k,l)-DNdsav(k) 
深宇宙補正

DNbb-ds = DN’bb-ds +⊿DN 
ｵﾌｾｯﾄ補正

DNbb-ds

4.5.3.3 章参照 

黒体校正

C1 

DN’bb-ds

 

図 4.5-4  MT における地上処理フロー 

4.5.2. VN/SW 

4.5.2.1. GLI における VN/SW の信号処理 

VN,SW の ch では検知器の積分時間に比べて読み出し時間の方が長いため，各素子に

対して 2 つのサンプルホールド回路を交互に使用することで，奇数サンプルの積分中に

偶数サンプルの読み出し，偶数サンプルの積分中に奇数サンプルの読み出しを行ってい

る。しかし 2 つのサンプルホールド回路は完全には同等でないため，奇数サンプルと偶

数サンプルのデータにはオフセット差が生じる。そのため，奇数サンプルを even，偶数

サンプルを odd で識別し，データ処理の際には分離して扱う（GLI ではサンプル No.と

even,odd の名称が逆になっているので注意する）。 

VN,SW では，日中観測モード移行から 4 走査分のデータは，A/D コンバータが動作

していないため無効である。 

また，各走査の第 1 サンプルは，積分が行われていないため無効データとして扱う。

1km ch の第 2 サンプルについても，PFT データにおいて値が若干低いことが確認されて

おり，これについても無効データとして扱う。 

日中観測モードから夜間観測モードへの移行（VS OFF）のタイミングは走査とは非
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同期であるため，日中観測モードの最終走査では，画像補正データ内のモード識別フラ

グは日中観測モードであっても，走査の途中で VS OFF となっている場合がある。この

ため，VN，SW では，日中観測モードの最終走査は無効とする。 

ch4,5,7,8 は図 4.5-5の様に，観測輝度によりハイゲイン，ローゲインの 2 つのアンプ

出力を自動的に切替えて出力する。この方式をピースワイズリニアとよぶ。ハイゲイン，

ローゲインは BIT12（最上位 BIT）により識別し，1 の時ハイゲイン，0 の時ローゲイン

となる。 

出
力

入射輝度

ﾛｰｹﾞｲﾝﾊｲｹﾞｲﾝ

BIT12=1 BIT12=0  

図 4.5-5  ピースワイズリニアのゲイン 

 

4.5.2.2. 過飽和フラグ 

ch10,11,12,14,16,18,22,23 では，ある輝度以上の検知器入力に対して，出力が減少して

いく（入出力曲線の傾きが負になる）。これは，ある入射輝度以上では検知器の明信号が

飽和してしまうのに対して，暗信号が増加し続けるために起きる現象で，以下，これを

過飽和と呼ぶ。 

このため，予想される最大の検知器入射輝度 Lcloudに対する過飽和 ch X の出力を DN0

とすると，ch X の出力が DN0以上の場合，図 4.5-6の様に，可能性のある入射輝度の値

が 2 つ存在する。この時過飽和フラグ A をたてる。 

また， ch X に実際に過飽和が起きているかどうかの目安として，過飽和 ch のそれぞ

れに対して過飽和判定用 ch Y を定め，この ch の出力から求めた輝度が図 4.5-6の Lmax

以上のとき，過飽和フラグ B を立てる。 

感度偏差のため，過飽和の起きる輝度は，同じ ch でも素子毎に若干異なる。また，

過飽和判定は，過飽和 ch と同じ位置を見ている素子で行う必要があるため，素子毎に行

う必要がある。 
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過飽和 ch X 

過飽和判定用 ch Y 

検知器入射輝度 
 

G
LI

出
力

 DN0 

過飽和 ch X において出力が DN0以上の場合: 過飽和フラグ A 
過飽和判定用 ch Y において輝度が Lmax以上の場合: 過飽和フラグ B 

Lcloud Lmax 

過飽和フラグ B 
過飽和フラグ A 

 

図 4.5-6  過飽和フラグ 

過飽和が起きる ch と，それぞれの過飽和判定用 ch，および DN0，Lmax の値を素子毎，

走査面毎にtable 46に示す。 

 

4.5.2.3. 深宇宙補正 

VN/SW においても，オフセットの補正として，地上処理にて深宇宙画像データの平

均値を減算する。深宇宙補正により，even/odd のオフセット差が補正される。オフセッ

ト値は even，odd それぞれのサンプルで異なるため，even サンプルに対しては，深宇宙

画像データの even サンプルの平均値，odd サンプルに対しては，深宇宙画像データの odd

サンプルの平均値により補正を行う。ch4,5,7,8 についてはさらにハイゲイン，ローゲイ

ンを分けた処理が必要である。観測画像データ，太陽光校正画像データ，内部光源校正

画像データ，深宇宙画像データにおけるサンプルと even/odd，high/low ゲインの対応に

ついては図 4.1-5および図 4.1-6に示す。 

MT の場合と異なり，VN/SW における深宇宙補正は，全ての画像データで同一走査内

の深宇宙画像データを用いる。したがって，観測画像データ，太陽光校正画像データ，

内部光源校正画像データとも，補正は以下のようになる。 

 

ピースワイズリニア以外の ch 

( ) ( ) ( )mkDNmkDNmkDN dsavsdss ,,, −=−  

eq. 4.5-8 

DNs-ds(k,m) : 深宇宙補正後の第 k 走査，even または odd サンプルの画像データ [DN] 

DNs(k,m) : 第 k 走査，even または odd サンプルの画像データの GLI 出力 [DN] 

DNdsav(k,m) : 第 k 走査の深宇宙画像データ有効サンプル（1km：第 5～24 サンプ
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ル,250m：第17～96サンプル）の evenのみ，またはoddのみの平均値 [DN] 

 

ピースワイズリニアの ch（ch4,5,7,8） 

( ) ( ) ( )pmkDNpmkDNpmkDN dsavsdss ,,,,,, −=−  

eq. 4.5-9 

DNs-ds(k,m,p) : 深宇宙補正後の第 k 走査，even または odd サンプル，ハイゲインまた

はローゲインの画像データ [DN] 

DNs(k,m,p) : 第 k 走査，even または odd サンプル，ハイゲインまたはローゲインの画

像データの GLI 出力 [DN] 

DNdsav(k,m,p) : 第 k 走査の深宇宙画像データ有効サンプル（1km：第 5～24 サンプ

ル,250m：第 17～96 サンプル）の even/odd 毎，ハイゲイン/ローゲイン

毎の平均値 [DN] 

 

4.5.2.4. 輝度への変換 

VN1,SW1,SW2 は，GLI 出力がフルカウント（4095）になるまでリニアとして扱うこ

とができるが，VN2 ではフルカウントになる前に検知器の飽和が始まるために非線形と

なる。このため，輝度への変換にあたっては異なった手順が必要である。 

 

VN1,SW1,SW2 では，深宇宙補正後の GLI 出力値 DNs-dsから輝度値への変換は下記の

式を用いて，ch，素子，走査鏡 A/B 面，H/L ゲイン毎に求める。 

dssttlcalsn DNGGL −=  

eq. 4.5-10 

Lsn : nadir における走査鏡反射率で求めた GLI 入射輝度 [Wm-2sr-1μm-1] 

Gcal (i,j,p,n) : 太陽光校正，内部光源校正またはバイキャリアス校正により得られる校

正係数。GLI出力の初期値からの変動を相対値で表す。（table 47,table 48） 

Gttl(i,j,p,n) : 地上試験から得られた校正係数 [Wm-2sr-1μm-1DN-1]（table 40～table 43） 

 

VN2 は，GLI 出力がフルカウントになる前に検知器の飽和が始まるため，一定輝度以

下は線形でそれ以上は非線形となる。このため，輝度への変換は式を用いず，table によ

って行う。深宇宙補正後の GLI 出力値 DNs-dsと輝度 Lsnとの対応をtable 16～table 39に示

す。 

 

4.5.2.5. 入射角補正 

走査鏡反射率ρscn は入射角依存性を持つため，4.5.2.4で求めた Lsn は入射角による補

正が必要である。ρscnは，A/B 面および各 ch のそれぞれについて，入射角φの 2 次関数

として次のように表すことができる。 
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2
210 φφρ ρρρ CCCscn ++=  

eq. 4.5-11 

ρscn(φ) : 入射角φにおける走査鏡反射率 

φ : 入射角（走査鏡法線と入射光のなす角）[deg] 

Cρ0(i,n),Cρ1(i,n),Cρ2 (i,n): ウィットネスサンプル測定結果から得た係数（table 44） 

 

ここで，入射角φは，チルト角度θ，走査角度ωより以下の式で求める。 

( )ωωθφ sin10coscoscos10sinarccos °+°=  

eq. 4.5-12 

θ : チルト角度 [deg] 

ω : 走査鏡法線ベクトルが nadir 方向に向くときを起点とした走査角度 [deg]。（B 面

における走査角度は 180～360 [deg]で表現されるため，180 を減算する） 

 

eq. 4.5-10の Gttlおよびtable 16～table 39は nadir における PFT 測定結果により得られた

値であるため，補正は，次式により行う。 

( )
( ) sn

sscn

nscn
s LL

φρ
φρ

=  

eq. 4.5-13 

Ls : GLI 入射輝度 [Wm-2sr-1μm-1] 

ρscn(φn) : nadir の入射角における走査鏡反射率 

ρscn(φs) : ターゲット s 観測時の走査鏡反射率 

 

 

4.5.2.6. まとめ 

以上をまとめて，VN/SW における GLI 出力 DN 値を輝度に変換するまでの流れをフ

ローに示すと図 4.5-7の様になる。 
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VN1,SW1,SW2 VN2

ﾋﾟｰｽﾜｲｽﾞﾘﾆｱ以外 : DNs-ds(k,m)=DNs(k,m)-DNs,dsav(k,m)
ﾋﾟｰｽﾜｲｽﾞﾘﾆｱ : DNs-ds(k,m,p)=DNs(k,m,p)-DNs,dsav(k,m,p)

DNsDNs

DNs-ds DNs-ds

Lsn=GcalGttlDNs-ds

校正により Gcal が更新

された場合，table の書

き換えを行う。

（4.5.3.5 章に示す）
Lsn

Ls=
ρ(φn)
ρ(φs)

 Lsn

Ls

Lsn

table16～39

深宇宙補正

輝度への変換

入射角補正

 

図 4.5-7  VN/SW における地上処理フロー 
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4.5.3. 校正 

GLI は内部光源校正，太陽光校正，黒体校正，電気校正の 4 種類の校正機能を持つ。

それぞれの校正について，適用 ch を表 4.5-2に○,△で示す。△はその ch における深宇

宙補正後の信号レベルが 200DN 以下であることを表す。また S で示した ch は飽和する

（出力がフルカウントとなる），または飽和することが予想される ch である。 

 

表 4.5-2  各校正の適用 ch 

VN 
ch 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

内部光源校正 △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ S S 
太陽光校正 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
黒体校正 NA NA NA NA NA NA NA NA NA NA NA NA
電気校正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
ch 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 

内部光源校正 ○ S ○ S ○ S ○ △ △ ○ ○ 
太陽光校正 △ ○* △ ○* △ ○* △ △ △ ○ △ 
黒体校正 NA NA NA NA NA NA NA NA NA NA NA 
電気校正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

SW 
ch 24 25 26 27 28 29 

内部光源校正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
太陽光校正 △ △ △ △ △ △ 
黒体校正 NA NA NA NA NA NA
電気校正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

MT 
ch 30 31 32 33 34 35 36 

内部光源校正 NA NA NA NA NA NA NA
太陽光校正 NA NA NA NA NA NA NA
黒体校正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
電気校正 NA NA NA NA NA NA NA

* 校正時間内で飽和している時がある。 

 

4.5.3.1. 内部光源校正 

4.5.3.1.1. 概要 

内部光源校正はランプ駆動電圧 vlmpとランプ温度 Tlmpからランプ自身の輝度 Llmp を算

出し，これにハロゲンランプの配光特性，スリガラスの透過率等を含む係数 Gilc をかけ

て GLI への入射輝度 Lilcを得る。この時の深宇宙補正後の GLI 出力 DNilc-dsから，eq. 4.5-10

で求めた輝度が Lilcと一致するように補正係数 Gcalilcを求める。算出した Gcalilcの値は時
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系列で保存し，データへの適用はそのトレンドにより別途判断する（本文書では規定し

ない）。 

 

4.5.3.1.2. Gcalilcの導出 

ハロゲンランプ自身の輝度 Llmpはランプ駆動電圧電圧 vlmp，ランプ温度 Tlmpの関数と

して次の式で求める。 
( )lmplmplmp TvfL ,=  (TBD)  

eq. 4.5-14 

内部光源の配光特性，スリガラスの透過率等を含めた総合の透過率を Gilc とおくと内

部光源の校正輝度 Lilcは 

lmpilcilc LGL =   

eq. 4.5-15 

eq. 4.5-13により走査鏡反射率の逆補正をかけ，nadir 相当の校正輝度 Lilcn を，求める

と 

( )
( ) ilc

nscn

ilcscn
ilcn LL

φρ
φρ

=  

eq. 4.5-16 

ここで，eq. 4.5-10より， 

dssttl

sn
cal DNG

L
G

−

=   

eq. 4.5-17 

内部光源校正時の深宇宙補正後の GLI 出力 DNilc-ds，および Lilcnをeq. 4.5-17に代入する

と 

dsilcttl

ilcn
calilc DNG

L
G

−

=  

eq. 4.5-18 

これを内部光源校正による Gcalilcの値とする。 

 

4.5.3.1.3. 各係数の源泉 

vlmp(q) : ランプ駆動電圧 

ハロゲンランプの駆動電圧を表す。ハロゲンランプ A,B でそれぞれ画像補正信号「ラ

ンプ駆動電圧 1」，「ランプ駆動電圧 2」より前後 2kilc走査の平均値（4kilc+1 個のデータの

平均値）として算出する（図 4.5-8）。kilcはtable 56に示す。 

Tlmp : ランプ温度 

ハロゲンランプの温度を表す。ランプ A，ランプ B について，ハロゲンランプ A,B

でそれぞれ画像補正信号「ハロゲン温度 1」，「ハロゲン温度 2」より前後 2kilc走査の平均
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値（4kilc+1 個のデータの平均値）として算出する（図 4.5-8）。kilcはtable 56に示す。 

Gilc(i,j,q) : ランプ総合透過率 

ランプ自身の輝度を GLI の入射輝度に換算するための，ハロゲンランプの配光特性，

スリガラスの透過率等を含む係数。重力の影響により，軌道上での配光特性は PFT 時と

異なることが予想されるため，打ち上げ後，ランプ輝度が安定してから最終決定し，以

降は固定値とする。PFT 結果から算出した仮の値をtable 65～table 68に示す。 

DNilc-ds(i,j,q) : 内部光源校正 GLI 出力 

内部光源校正時の GLI 出力 DN 値を深宇宙補正した値。ランプ点灯後 tilc分後の内部

光源校正画像データ 18 サンプルのうち，lilc1～lilc2サンプルのデータを同じ走査面につい

て前後 kilc走査分（2kilc+1 走査分）平均して求める（図 4.5-8）。tilc はtable 56に，lilc1，lilc 

2は table 57～table 64に示す。 

Llmp(i,j,q) : ランプ輝度 

ハロゲンランプ点灯時のランプそのものの輝度。 

Lilc(i,j,q) : 内部光源校正輝度 

内部光源校正時の GLI の入射輝度。但し，ハロゲンランプの配光特性により，18 サ

ンプルの内部光源画像データの中でも入射輝度が変化するため，第 lilc1サンプル～第 lilc2

サンプルの平均の入射輝度として規定する。 

Lilcn(i,j,q) : 内部光源校正輝度（nadir） 

Lilcに対して走査鏡反射率の逆入射角補正をかけて，nadir 方向の反射率で求めた場合

の内部光源校正輝度 

2 kilc走査 2 kilc走査

Tlmp

vlmp

4 kilc +1 走査

4 kilc +1 走査分を平均

Sample 1

Sample lilc1

Sample lilc2

Vlmp:内部光源 GLI 出力

    Sample lilc1～lilc2

vlmp:ﾗﾝﾌﾟ駆動電圧 1or2
Tlmp:ﾊﾛｹﾞﾝ温度 1or2

Sample 18

走査面が同じ 2kilc+1 走査分を平均

2 kilc走査 2 kilc走査

 

図 4.5-8  内部光源校正に使用するデータ 



第 6.0 版 2003/6/9 

 57

4.5.3.2. 太陽光校正 

4.5.3.2.1. 概要 

軌道上での太陽光輝度 Lsunは多孔板，拡散板および拡散板法線と太陽とのなす角によ

って減光される。これら全てを含めた総合透過率を Gslcとし，GLI の入射輝度 Lslcを Lsun

と Gslcとの積として算出する。この時の深宇宙補正後の GLI 出力 DNslc-dsとから，内部光

源校正と同様に Gcalslcを求める。算出した Gcalslcの値は時系列で保存し，データへの適用

はそのトレンドにより別途判断する（本文書では規定しない）。 

 

4.5.3.2.2. Gcalslcの導出 

太陽光校正時の校正輝度 Lslc は軌道上での太陽光輝度 Lsun および総合透過率 Gslc より

次の式で求められる。 

sunslcslc LGL =  

eq. 4.5-19 

ここで，拡散板法線と太陽との角度をθsun，多孔板による減光，拡散板による反射，

拡散および配光特性等による透過率を Gd，紫外線による拡散板の劣化係数を Gtとおくと， 

sundtslc GGG θcos=  

eq. 4.5-20 

劣化係数 Gtは，軌道投入後，Gd を決定してからの暴露時間 t の関数として 

( )tGt f=  

eq. 4.5-21 

により表される（TBD）。 

また，Lsunは太陽までの距離の 2乗に反比例するため，平均距離における輝度を Lsunav，

地球－太陽間距離を D [AU]とおくと 

sunavsun L
D

L 2
1

=  

eq. 4.5-22 

ここでeq. 4.5-19，eq. 4.5-20より， 

suntsun

slc
d GL

L
G

θcos
=  

eq. 4.5-23 

軌道上初期チェックアウトにおける太陽光校正時の深宇宙補正後の GLI 出力を

ck
dsslcDN − とおくと，この時の校正輝度

ck
slcL はeq. 4.5-10より， 

ck
dsslcttl

ck
slc DNGL −=  

eq. 4.5-24 

eq. 4.5-23の Lslcに代入し， 
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suntsun

ck
dsslcttl

d GL
DNG

G
θcos
−=  

eq. 4.5-25 

これを Gdの値とし，以降固定値とする。 

 

eq. 4.5-18で求めた Lslcに対してeq. 4.5-13により走査鏡反射率の逆補正をかけ，nadir 相

当の校正輝度 Lslccnを，求めると 

( )
( ) slc

nscn

slcscn
slcn LL

φρ
φρ

=  

eq. 4.5-26 

太陽光校正時の深宇宙補正後の GLI 出力 DNslc-dn，および Lslcnをeq. 4.5-17に代入する

と 

dsslcttl

slcn
calslc DNG

L
G

−

=  

eq. 4.5-27 

これを太陽光校正による Gcalslcの値とする。 

 

4.5.3.2.3. 各係数の源泉 

Lsun(i) : 太陽光輝度 

軌道上における太陽光輝度をeq. 4.5-22により算出する。 

Lsunav(i) : 平均太陽光輝度 

地球－太陽間平均距離における軌道上の太陽光輝度をtable 69に示す。 

D : 地球－太陽間距離 

10 日おきの値をtable 70に示す。table にない値は補間して求めること。 

t : 拡散板暴露時間 

Gd 決定後に拡散板が太陽光に晒された時間の総計。Gd 決定後の経過時間×5/101（一

周回あたりの暴露時間/周回時間）として求める 

θsun : 太陽角 

拡散板法線と太陽とのなす角。衛星位置，衛星姿勢と，table 71に示す拡散板法線ベク

トルにより算出する。 

Gd(i,j) : 太陽光校正部透過率 

多孔板による減光，拡散板による反射，拡散および配光特性等による透過率を含めた，

太陽光校正部の透過率。初期チェックアウト時に決定し，table 72,table 73に示す。 

DNslc-ds(i,j,q) : 太陽光校正 GLI 出力 

太陽光校正時の GLI 出力 DN 値を深宇宙補正した値。太陽光校正開始から tslc分後の

太陽光校正画像データ 18 サンプルのうち，lslc1～lslc2サンプルのデータを同じ走査面につ
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いて前後 kslc走査分（2kslc+1 走査分）平均して求める（図 4.5-9）。tslc，kslc，lslc1，lslc2は table 

74に示す。 

Lslc(i,j,q) : 太陽光校正輝度 

太陽光校正時の GLI の入射輝度。第 lslc1サンプル～第 lslc2サンプルの平均の入射輝度

として規定する。 

Lslcn(i,j,q) : 太陽光校正輝度（nadir） 

Lslcに対して走査鏡反射率の逆入射角補正をかけて，nadir 方向の反射率で求めた場合

の太陽光校正輝度 

2 kslc走査 2 kslc走査

4kslc+1 走査

Sample 1

Sample lslc1

Sample lslc2

Vslc:太陽光校正 GLI 出力

   Sample lslc1～lslc2

Sample 18

走査面が同じ 2 kslc +1 走査分を平均
 

図 4.5-9  太陽光校正に使用するデータ 

 

4.5.3.3. 黒体校正 

4.5.3.3.1. 概要 

黒体校正は基準黒体の温度からeq. 4.4-1より輝度 Lbbcを算出し，この時の深宇宙補正

後の GLI 出力 DNbb-dsとからeq. 4.5-4の１次の係数の更新値 C’1を得る。黒体校正は MT

（30～36ch）に適用する。 

黒体校正は直下観測中毎走査行うが，チルト期間中については黒体が視野から外れて

校正が行えないため，直近のデータ等を用いて C’1 を求める（詳細はこの文書では規定

しない）。算出した C’1はトレンド評価用に時系列に保存する。 

走査鏡がチルト動作中であるか停止しているかは，画像データ内のチルト角度信号に

より判断し，連続 2 回以上同じ値が出たら停止とみなす。 

 

4.5.3.3.2. 基準黒体の輝度 

基準黒体の分光放射輝度 Lbb(λ,Tbb)はプランクの輻射式により，次の式で求めること

ができる。 
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( )
1

5

2
1exp2,

−













−







=

bb
bbbbbb Tk

chhcCTL
λλ

λ  

eq. 4.5-28 

h : プランク定数 [J･s] 

c : 光速 [m･s-1] 

k : ボルツマン定数 [J･K-1] 

Cbb : 基準黒体の値付け係数 

Tbb : 黒体温度 [K] 

λ : 波長 [μm] 

 

Lbb(λ,Tbb)をeq. 4.4-2に代入すると，GLI の波長応答特性を考慮した基準黒体輝度 Lbbc

が得られる。 

( ) ( ) ( )∫∫
−













−







′=′=

max

min

max

min

1

5

2
1exp2,

λ

λ

λ

λ

λ
λλ

λλλλ d
Tk

chhcRCdTLRL
bb

bbbbbbbbc  

eq. 4.5-29 

 

( )∫
−













−







′

max

min

1

5

2
1exp2

λ

λ

λ
λλ

λ d
Tk

chhcR
bb

の計算値をtable 14に示す。 

 

黒体観測と深宇宙クランプは同じ走査面で行われることに考慮して，eq. 4.5-29で求め

た Lbbcを，eq. 6.2-27の Ls に代入すると，黒体観測時の 45°ミラーへの仮想的な入射輝度

L’bbc,mirが得られる。黒体校正により C’1を算出する際にはこの輝度を用いる。 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ) scnbbbb
X

scndsc
X

scnbbcbb
X

scnmirbbc BLL ,, φρφρφρ −+=′  

eq. 4.5-30 

 

4.5.3.3.3. C’1の導出 

eq. 4.5-4より， 

( )2
210, dsbbdsbbcalmirbbc DNCDNCCGL −− +′+=′  

eq. 4.5-31 
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dsbb

dsbbcalmirbbc

DN
DNCCGL

C
−

−−−′
=′∴

2
20,

1  

eq. 4.5-32 

DNbb-ds : 深宇宙補正後の黒体観測時の GLI 出力 

C'1 : C1の更新値 

 

4.5.3.3.4. 各係数の源泉 

Cbb (i,j) : 基準黒体輝度補正係数 

基準黒体の輝度を標準黒体の輝度に補正するための係数。PFT により求めた値をtable 

76に示す。 

DNbb-ds : 黒体校正 GLI 出力 

黒体校正時の GLI 出力 DN 値を深宇宙補正した値。1 走査 30 サンプル中 1～28 サン

プルを，同じ走査面について前後 kbbc走査分（2kbbc+1 走査分）平均して求める（図 4.5-10）。

kbbcはtable 75に示す。 

Tbb : 黒体温度 [K] 

画像補正データの黒体温度 1～5 より，前後 2kbbc走査の平均値（5×(4kbbc+1)個のデー

タの平均値）として求める（図 4.5-10）。 

2 kbbc走査 2 kbbc走査

Tbb5

Tbb4

Tbb3

Tbb2

Tbb1

4kbbc+1 走査

Tbb:黒体温度

Sample1

・
・
・

Sample27
Sample28
Sample29
Sample30

…

V”bb:黒体校正 GLI 出力

    Samaple1～28

…

……

走査面が同じ 2 kbbc +1 走査を平均

4 kbbc +1 走査分を平均

 

図 4.5-10  黒体校正に使用するデータ 

4.5.3.4. 電気校正 

4.5.3.4.1. 概要 

電気校正モードでは，観測画像データの領域に 6 段階の階段波形が出力される。ピー
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スワイズリニアを行わない ch では図 4.5-11の左の様な波形となり，ピースワイズリニア

を行う ch では信号レベルの低いところでハイゲインとなるため図 4.5-11の右の様な波

形となる。この信号の高低差の変動を調べることにより，VN，SW におけるプリアンプ

以降のゲインの電気校正係数 Gcalelを知ることが出来る。 

VN/SW では検知器出力が ch 多重化されており，多重化グループ毎に 1 系統のアンプ

で増幅されるため，Gcalelは多重化グループ毎に求める。多重化グループとピースワイズ

リニア適用の ch を表 4.5-3に示す。 

 

表 4.5-3  多重化グループ 

多重化ｸﾞﾙｰﾌﾟ 該当ﾁｬﾝﾈﾙ ﾋﾟｰｽﾜｲｽﾞ

1 1,2,3,6,9 なし 
2 4,5,7,8 あり 
3 10,13,15,17,19 なし 
4 11,12,14,16,18 なし 
5 24,25,26,27 なし 
6 20 なし 
7 21 なし 
8 22 なし 
9 23 なし 

10 28 なし 
11 29 なし 

 

4.5.3.4.2. Gcalelの算出 

ピースワイズリニアを行わない ch の場合 

図 4.5-11の様に初期チェックアウト時の階段波形の第 n 段（1≦n≦6）の出力値を Vn,i

とし，このときの画像補正データの対応する値を vn,iとおく。同様に，軌道上電気校正時

の出力値を Vn，画像補正データ vnとおくと，電気校正係数 Gcalelは 

( ) ( )
( ) ( )∑

= ++

++

−−
−−

=
5

1 11

,,1,,1

5
1

k kkkk

ikikikik
calel vvVV

vvVV
G  

eq. 4.5-33 

ピースワイズリニアを行う ch の場合 

図 4.5-11ハイゲインにおける電気校正係数 GcalelHは， 

( ) ( )
( ) ( )1212

,1,2,1,2

vvVV
vvVV

G iiii
calelH −−

−−
=  

eq. 4.5-34 

ローゲインにおける電気校正係数 GcalelLは， 
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( ) ( )
( ) ( )∑

= ++

++

−−
−−

=
5

3 11

,,1,,1

3
1

k kkkk

ikikikik
calelL vvVV

vvVV
G  

eq. 4.5-35 

 

 

ピースワイズリニア有 ピースワイズリニア無 

V1 

V6 

V3 

V6 

V1 

V2 75ms 

455.532ms ﾛｰｹﾞｲﾝ ﾊｲｹﾞｲﾝ 

V2 

V3 

V4 

V5 

V4 

V5 

 

図 4.5-11 電気校正時の信号波形 

4.5.3.4.3. 各係数の源泉 

Vn,i(g) : 初期チェックアウト時電気校正第 n 段出力[DN] 

初期チェックアウト時における電気校正信号第 n 段の GLI 出力の DN 値。値をtable 77

に示す。 

Vn(g) : 軌道上電気校正第 n 段出力[DN] 

軌道上における電気校正信号第 n 段の GLI 出力 DN 値。各段の信号の平らな部分とし

て，以下に示すサンプルの平均値を，多重化グループ毎に求める。 

V1    26～ 185 サンプル 

V2   236～ 395 サンプル 

V3   446～ 605 サンプル 

V4   656～ 815 サンプル 

V5   866～1025 サンプル 

V6  1076～1235 サンプル 

vn,i(g) : 地上電気校正第 n 段入力[DN] 

初期チェックアウト時における電気校正信号第 n 段の，画像補正データより得られる

2 つの DN 値の平均値。値をtable 77に示す。 

vn(g) : 軌道上電気校正第 n 段入力[DN] 

軌道上における電気校正信号第 n 段の，画像補正データより得られる 2 つの DN 値の

平均値。 
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4.5.3.5. DN-輝度変換 table の書き換え 

検知器特性に変動がない場合，飽和が始まる検知器出力電圧は変らないので，GLI の

アンプゲインが変動すると，GLI の校正曲線における変曲点の DN 値が変動する。一方，

光学系の透過率変動の場合は変曲点の DN 値は変動しない。この様子を図 4.5-12に示す。 

L sn

DNs-dsDNline

Gcalel大

0

L sn

DNs-dsDNline

Gcalopt大

0

(a) (b)

上図の様に軸を取ると，アンプゲインの変動を表す校正係数 Gcalel が大きくなった場合（アンプ

ゲインが減少した場合），校正曲線は(a)の様に変化し，変曲点の DN 値 DNlineは小さくなる。光

学系の透過率変動を表す校正係数 Gcaloptが大きくなった場合（光学系の透過率が減少した場合）

は校正曲線は(b)の様に変化し，DNlineの値は変化しない。
 

図 4.5-12  VN2 校正曲線における変曲点の移動 

この変曲点移動を反映するため，Gcalの値が変化した場合，VN2 においては 

calelcaloptcal GGG =  

eq. 4.5-36 

Gcalopt(i,j,n) : 光学系の透過率変動を表す校正係数 

Gcalel(g,p) : アンプのゲイン変動を表す校正係数 

として，Gcaloptと Gcalelを用いてtable 16～table 39の書き換えを行う。ただし，Gcalelは4.5.3.4

に記述した電気校正によって得られる校正係数で，Gcaloptは Gcalと Gcalelからeq. 4.5-36に

より求める。 

図 4.5-12からわかるように，Gcalel の増加は，横軸（DNs-ds 軸）の拡大と等価であり，

Gcaloptの増加は縦軸（Lsn軸）の縮小と等価である。したがって，table の書き換えは図 4.5-13

の様に DN 値に対して Gcalelを掛け，輝度値を Gcaloptで割ればよい。ただし，このままで

は DN 値が整数にならない場合が生じるので，適宜補間を行って DN 値が整数の table に

直す。 
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素子番号
DN 1 2 ･････ 11 12
0
1
2
・

・

・
4095

Gcalelを掛ける Gcalopt で割る

 

図 4.5-13  Gcaloptと Gcalelによる table の書き換え 

 

4.5.3.6. ランプモニタ 

4.5.3.6.1. ランプモニタ出力 

ランプモニタは 320[nm]～1100[nm]（カタログ値）の波長域を持つ。モニタに使用し

ているホトダイオードは，ランプの熱による校正時間内の温度上昇によってゲインが変

動するため，ランプモニタ出力に対して温度補正を行い，これをランプモニタ値とする。

（詳細は TBD） 

 

温度補正を行ったランプモニタ値 V'ilmは，ランプモニタ出力 Vilm [DN]を用いて次の式

で表せる 

( ){ }ilmilmilmilmilmilm dTTcbTTaVV 00
2 +∆++∆−=′  

eq. 4.5-37 

ただし， 

ilmilmilm TTT 0−=∆  

eq. 4.5-38 

Vilm : ランプモニタ出力の DN 値 

V'ilm : 温度補正後のランプモニタ値 

Tilm : ランプモニタ温度 [deg] 

T0ilm : 初期ランプモニタ温度 [deg] 

ΔTilm : 上昇温度 [deg] 

a,b,c,d : ランプモニタの温度補正係数 

 

4.5.3.6.2. 各係数の源泉 

Vilm : ランプモニタ出力 

ランプモニタ出力の DN 値。A 系，B 系のランプについてそれぞれ，画像補正データ
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のハロゲン光量 1，ハロゲン光量 2 の値を使用する。 

V'ilm : ランプモニタ値 

ランプモニタ出力を温度補正した値。eq. 4.5-37により算出する。 

Tilm :ランプモニタ温度 

ランプ A，ランプ B について，ハロゲン温度 1，ハロゲン温度 2 をそれぞれ使用する。 

T0ilm : 初期ランプモニタ温度 

ランプ点灯開始時のランプモニタ温度 

ΔTilm : 上昇温度 

ランプモニタ値取得時のランプモニタ温度と初期ランプモニタ温度との差。eq. 4.5-38

により算出する。 

a,b,c,d : ランプモニタ温度補正係数 

PFT により求めた値をtable 55に示す。 

 

4.5.3.7. 拡散板モニタ 

4.5.3.7.1. 拡散板モニタ出力 

拡散板モニタは広帯域，狭帯域の 2 つのモニタがあり，広帯域モニタはランプモニタ

と同じホトダイオードを使用している。狭帯域モニタは ch7 と同じホトダイオードを使

用しており，λc=520[nm]，半値幅=10[nm]を観測している。 

拡散板モニタの値は出力の DN 値をそのまま使用する。（詳細は TBD） 

 

4.5.3.7.2. 各係数の源泉 

Vslmw : 広帯域モニタ出力 

広帯域モニタ出力の DN 値。画像補正データの太陽光量 1 の値を使用する。 

Vslmn : 狭帯域モニタ出力 

狭帯域モニタ出力の DN 値。画像補正データの太陽光量 2 の値を使用する。 
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4.6. 画像補正データ 

4.6.1. 画像補正データの内容 

画像補正データは表 4.6-1に示す項目からなる。それぞれの項目におけるデータフォ

ーマット上の位置を図 4.6-2に示す。 

 

表 4.6-1  画像補正データの表す内容 

画像補正データ名称 データの内容 
ハロゲン光量 1 A 系ハロゲンランプの光量モニタの出力 
ハロゲン光量 2 B 系ハロゲンランプの光量モニタの出力 
ハロゲン温度 1 A 系ハロゲンランプのランプボックス温度 
ハロゲン温度 2 B 系ハロゲンランプのランプボックス温度 
黒体温度 1 基準黒体の 5 点の温度の 1 つ 
黒体温度 2  〃 
黒体温度 3  〃 
黒体温度 4  〃 
黒体温度 5  〃 
光学部温度 1 光学部の 5 点の温度の 1 つ 
光学部温度 2  〃 
光学部温度 3  〃 
光学部温度 4  〃 
光学部温度 5  〃 
拡散板温度 太陽光拡散板の光量モニタ回路の基板温度 
太陽光量 1 太陽光拡散板の広帯域光量モニタの出力 
太陽光量 2 太陽光拡散板の狭帯域光量モニタの出力 
MT-DET 温度 中間熱赤外検知器の温度 
電気校正信号 1 電気校正信号発生源での各レベルの電圧（図 4.6-1に示す） 
電気校正信号 2  〃 
電気校正信号 3  〃 
電気校正信号 4  〃 
電気校正信号 5  〃 
電気校正信号 6  〃 
電気校正信号 7  〃 
電気校正信号 8  〃 
電気校正信号 9  〃 
電気校正信号 10  〃 
電気校正信号 11  〃 
電気校正信号 12  〃 
ランプ駆動電圧 1 A 系のハロゲンランプの駆動電圧 
ランプ駆動電圧 2 B 系のハロゲンランプの駆動電圧 
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b
a

c

d

e

f
電気校正信号 1,2 : a の電圧 （-4.5V）

電気校正信号 3,4 : b の電圧 （-3.5V）

電気校正信号 5,6 : c の電圧 （-2.0V）

電気校正信号 7,8 : d の電圧 （0.0V）

電気校正信号 9,10 : e の電圧（+2.0V）

電気校正信号 11,12 : f の電圧 （+4.0V）
 

図 4.6-1  電気校正信号 1～12 の電圧レベル 

 
ﾊﾛｹﾞﾝ光量 1 ﾊﾛｹﾞﾝ光量 2 ﾊﾛｹﾞﾝ温度 1 ﾊﾛｹﾞﾝ温度 2 黒体温度 1

光学部温度 2 拡散板温度 太陽光量 1

黒体温度 2 黒体温度 3 黒体温度 4 黒体温度 5 光学部温度 1 

光学部温度 3 光学部温度 4 光学部温度 5 太陽光量 2 MT-DET 
温度 

電気校正 
信号 1 

電気校正 
信号 2 

電気校正 
信号 3 

電気校正 
信号 4 

電気校正 
信号 5 

電気校正 
信号 6 

電気校正 
信号 7 

電気校正 
信号 8 

電気校正 
信号 9 

電気校正 
信号 10 

電気校正 
信号 11 

電気校正 
信号 12 

ﾗﾝﾌﾟ駆動 
電圧 1 

ﾗﾝﾌﾟ駆動 
電圧 2 

走査角度信号 
ﾁﾙﾄ角度信号 

1638BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 

13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 

13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 13BIT 

13BIT 

ﾀﾞﾐｰﾃﾞｰﾀ 

5434BIT 

13BIT 13BIT 

No.903 ﾊﾟｹｯﾄ 

 

図 4.6-2  画像補正データのデータフォーマット上の位置 

4.6.2. 工学値変換 

なお，表 4.6-1の画像補正データはすべて次式により工学値変換を行う。 
2cNbNaI ++=  

I : 各種画像補正データの工学値 

a : 定数 

b : 定数 

c : 定数 

N : 画像補正データの DN 値 

 

a,b,c の値，工学値の単位は各種画像補正データごとにtable 78に示す。 

 

4.6.3. リミット値 

画像補正データのリミット値をtable 79に示す。 
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5. 略語集 
本文書中に使用されている略語を以下にに示す。 

 
AC Alignment Cube 

AOCE Attitude and Orbit Control Electronics 

CU Central Unit 

DF Dichroic Filter 

DN Digital Number 

GPS Global Positioning System 

GPSR GPS Receiver 

IAC Interface Alignment Cube 

LSB Least Significant Bit 

MSB Most Significant Bit 

MT(IR) Middle and Thermal Infrared 

PCD Payload Correction Data 

SRU Scanning Radiometer Unit 

SW(IR) Short-Wavelength Infrared 

UTC Coordinated Universal Time 

VN(IR) Visible and Near Infrared 
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6. Appendix 

6.1. ラジオメトリックモデルにおける変動要素 

GLI のブロックダイヤグラムを図 6.1-1に示す。また，本ブロックダイアグラムに基いて，変

動要素をゲインオフセットに分けて整理した結果を表 6.1-1，表 6.1-2に示す。 
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ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ

ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾟ

ASP

A/D

電気校正

信号発生 

注 2）

Downlink

DSP 地球 

走査鏡 

45°ミラー

深宇宙窓 基準黒体 

拡散板 拡散板モニタ 

ﾗﾝﾌﾟ ﾗﾝﾌﾟﾓﾆﾀ 

可視短波長校正部 

集光分光部 
集光部(主鏡) 

集光部(副鏡) 分光ﾘﾚｰ部 
検出部 
検知素子 BPF

取得データ 

注 1）電気校正信号は VN,SW ではプリアンプへ，MT では ASP のポスト

 アンプに送られる。 
注 2）発生元での電気校正信号電圧は画像補正データとして出力する 
 ため直接 A/D 変換される。 

注 1）

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ編集 
6km,250m 
画像抽出 

 

図 6.1-1  GLI ブロックダイヤグラム 
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表 6.1-1  MT における変動要素 

部位 オフセット要因 分類 変動要素 ゲイン要因 分類 変動要素 
走査鏡 熱放射 ×1) 走査鏡温度 反射率 ○ 入射角 

 熱放射 ○2) 入射角 反射率 □ 走査面 
 熱放射 ×1) コンタミ 反射率 □ コンタミ 
 熱放射 ×1) 放射線劣化 反射率 □ 放射線劣化 

45ﾟミラー 熱放射 ×1) 45ﾟミラー温度 反射率 □ コンタミ 
 熱放射 ×1) コンタミ 反射率 □ 放射線劣化 
 熱放射 ×1) 放射線劣化  

主鏡 熱放射 ×1) 主鏡温度 反射率 □ コンタミ 
 熱放射 ×1) コンタミ 反射率 □ 放射線劣化 
 熱放射 ×1) 放射線劣化  

副鏡 熱放射 ×1) 副鏡温度 反射率 □ コンタミ 
 熱放射 ×1) コンタミ 反射率 □ 放射線劣化 
 熱放射 ×1) 放射線劣化  

分光リレー 熱放射 ×1) 分光リレー温度  反射率，透過率 □ コンタミ 
 熱放射 ×1) コンタミ 反射率，透過率 □ 放射線劣化 
 熱放射 ×1) 放射線劣化  

BPF 熱放射 ×1) BPF温度 透過率 □ コンタミ 
 波長特性 △ BPF温度 透過率 □ 放射線劣化 

検知器 熱放射 △ 検知器温度 検知器感度 △ 検知器温度 
 バイアス電圧 ×3) ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ温度 検知器感度 □ 経時劣化 
 バイアス電圧 △ ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ電源電圧 
 
バイアス電圧 ×4) ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ電源電圧 

バイアス電圧 △ ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ温度 
プリアンプ 回路特性 ×1) ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ温度 アンプゲイン △ ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ温度 

 回路特性 ×1) ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ電源電圧 アンプゲイン △ ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ電源電圧 
ポストアンプ 回路特性 ○4) ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾟ温度 アンプゲイン △ ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾟ温度 

 回路特性 ○4) ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾟ電源電圧 アンプゲイン △ ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾟ電源電圧 
A/Dコンバータ 回路特性 ○4) A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ温度 A/D変換特性 △ A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ温度 

 回路特性 ○4) A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ電源電圧 A/D変換特性 △ A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ電源電圧

 

1) 深宇宙クランプによりGLI出力には現れない 

2) 入射角補正によって取り除ける 

3) 交流アンプであるため，GLI出力に現れない 

4) 深宇宙補正によって取り除ける 

 
×：GLI出力に現れない。 
△：原理的にGLI出力に現れるが無視できる 
○：あるが補正により除去できる 
□：機上校正またはバイキャリアス校正を行う 
■：除去できない 
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表 6.1-2  VN/SW における変動要素 

部位 オフセット要因 分類 変動要素 ゲイン要因 分類 変動要素 
走査鏡   反射率 △ 入射角 

   反射率 □ 走査面 
   反射率 □ コンタミ 
   反射率 □ 放射線劣化 

45ﾟミラー   反射率 □ コンタミ 
   反射率 □ 放射線劣化 

主鏡   反射率 □ コンタミ 
   反射率 □ 放射線劣化 

副鏡   反射率 □ コンタミ 
   反射率 □ 放射線劣化 

DF   反射率，透過率 □ コンタミ 
   反射率 □ 放射線劣化 

BPF   透過率 □ コンタミ 
   反射率 □ 放射線劣化 

検知器 駆動回路特性 ○1) even/odd 検知器感度 △ Tdet 
   検知器感度 □ 経時劣化 
   駆動回路特性 △ even/odd 

プリアンプ 回路特性 ○1) ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ温度 アンプゲイン △ ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ温度 
 回路特性 ○1) ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ電源電圧 アンプゲイン △ ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ電源電圧 

ポストアンプ 回路特性 ○1) ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾟ温度 アンプゲイン △ ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾟ温度 
 回路特性 ○1) ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾟ電源電圧 アンプゲイン △ ﾎﾟｽﾄｱﾝﾌﾟ電源電圧 

A/Dコンバータ 回路特性 ○1) A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ温度 A/D変換特性 △ A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ温度 
 回路特性 ○1) A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ電源電圧 A/D変換特性 △ A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ電源電圧

 
1) 深宇宙補正によって取り除ける 

 
×：GLI出力に現れない。 
△：原理的にGLI出力に現れるが無視できる 
○：あるが補正により除去できる 
□：機上校正またはバイキャリアス校正を行う 
■：除去できない 
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6.2. MT モデル 

GLI への入射と，MT の出力との関係がどの様になるかを以下の6.2.1章で考察する。ここでい

う GLI への入射とは，ターゲットからの入射および基準黒体からの入射をさす。 

次に，6.2.1章の議論をもとに，GLI 出力から入射輝度を求めるにあたって必要な，深宇宙補正

と，入射角補正について，6.2.2章および6.2.3章で述べる。 

黒体校正については6.2.4章で述べる。 

 

6.2.1. GLI における MT の出力 

以下の議論では，GLI の構成を図 6.2-1のように考え，GLI が放射源 s を見ている時の部位 x

への入力を Ls,x，Vs,x等のように表し，この時の部位 x の熱放射を Bs,xと表す。例えば，GLI が基

準黒体（bb）を見ている時，主鏡を反射して副鏡（scm）に入射する輝度は Lbb,scm，副鏡の熱放射

は Bbb,scmと表す。 

走査鏡

45°ﾐﾗｰ 主鏡

副鏡
分光ﾘﾚｰ BPF DET PRE POST A/D

Ls

Ls,mir

Ls,prm

Ls,scn

Ls,scm

Ls,dp Ls,bpf Ls,det Vs,pre Vs,post Vs,ad DNs

放射源 s を見たときに光路にそって部位 xに入射する輝

度を Ls,x，また，機器 x への入力電圧を Vs,xとおく。

開口面積:A
 

図 6.2-1  GLI の構成 

MT では，光学機器自身による熱放射が入力に上乗せされて出力となるため，GLI が s を見て

いる時の反射型の光学機器 x への入力 Ls,xは，入射系路上で次に配置されている光学機器 y 対し

て，図 6.2-2のように伝達される。 

 

Ls,x

Bs,x εxBs,x

ρxLs,x

x

Ls,y
y

Ls,x : 光学機器 x への入射輝度

Ls,y : 光学機器 x からの出射輝度

   （=光学機器 y への入射輝度）

ρx : 光学機器 x の反射率

εx : 光学機器 x の放射率

Bs,x : 光学機器 x の熱放射

Ss,y : 光学機器 y に入射する迷光

Ls,y=ρxLs,x+εxBs,x=ρxLs,x+(1-ρx)Bs,x+Ss,y

Ss,y

 

図 6.2-2  反射型の光学機器の入出力 

同様に透過型の光学機器では図 6.2-3の様になる。 
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Ls,x

Bs,x

εxBs,x

τxLs,x

x

Ls,y

y
Ls,x : 光学機器 x への入射輝度

Ls,y : 光学機器 x からの出射輝度

   （=光学機器 y への入射輝度）

τx : 光学機器 x の透過率

εx : 光学機器 x の放射率

Bs,x : 光学機器 x の熱放射

Ss,y : 光学機器 y に入射する迷光

Ls,y=τxLs,x+εxBs,x=τxLs,x+(1-τx)Bs,x+Ss,y

Ss,y

 

図 6.2-3  透過型の光学機器の入出力 

今，GLI が輝度 Ls [Wm-2sr-1μm-1]の放射源 s を見ている時，走査鏡への入射輝度 Ls,scn [Wm-2sr-1

μm-1]は 

sscns LL =,  

eq. 6.2-1 
この時の 45°ミラーへの入射輝度 Ls,mir [Wm-2sr-1μm-1]は，走査鏡の放射率を scnscn ρε −=1 とす

ると，Ls,scnを用いて， 
( ) mirsscnsscnscnsscnmirs SBLL ,,,, 1 +−+= ρρ  

eq. 6.2-2 

同様にして，主鏡（prm），副鏡（scm），分光リレー（db），バンドパスフィルター（bpf）への

入射輝度は以下のように表せる。 

( ) prmsmirsmirmirsmirprms SBLL ,,,, 1 +−+= ρρ  

eq. 6.2-3 
( ) scmsprmsprmprmsprmscms SBLL ,,,, 1 +−+= ρρ  

eq. 6.2-4 
( ) dbsscmsscmscmsscmdbs SBLL ,,,, 1 +−+= ρρ  

eq. 6.2-5 
( ) bpfsdpsdpdpsdpbpfs SBLL ,,,, 1 +−+= ττ  

eq. 6.2-6 

以上より，検知器への入射輝度 Ls,detは，次のeq. 6.2-7にeq. 6.2-2～eq. 6.2-6を順次代入したもの

となる。 
( ) det,,,, 1 sbpfsbpfbpfsbpfdets SBLL +−+= ρτ  

eq. 6.2-7 

 

次に，eq. 6.2-7で表される検知器への入射輝度に対する GLI の出力 DN 値を導出する。以下，

プリアンプ，ポストアンプのゲインを Gpre，Gpost，A/D コンバータによる変換係数を Gad とおき，

いずれも入射輝度によらず線形な関数であるとする。また，MT バンドでは，ターゲット観測時

と深宇宙観測時で走査面が異なるため，以下，右上の添え字(X)，(Y)によって走査面（A 面また

は B 面）を区別する。 

GLI の開口面積を A [m2]，瞬時視野角に相当する立体角をω[sr]，検知器感度を R [VW-1]とおく

と，ターゲット s 観測時の検知器出力すなわちプリアンプへの入力 Vs,preは， 
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( ) ( )∫=
max

min

dRLAV X
s

X
pres

λ

λ

λω det,,  

eq. 6.2-8 

λmax : 各 ch における上限波長 [μm] 

λmin : 各 ch における下限波長 [μm] 

同様に，深宇宙クランプ時のプリアンプへの入力は Vdsc,preは， 

( ) ( )∫=
max

min

dRLAV Y
dsc

Y
predsc

λ

λ

λω det,,  

eq. 6.2-9 

ターゲット s 観測時のポストアンプ入力は， 

( ) ( )X
prespre

X
posts VGV ,, =  

eq. 6.2-10 

また，深宇宙クランプ時（dsc）のポストアンプ入力は， 

( ) ( )Y
predscpre

Y
postdsc VGV ,, =  

eq. 6.2-11 

ポストアンプでは，深宇宙クランプにより，Vs,post が Vdsc,post を基準とした電圧として出力され

る。出力の基準電圧を Opost [V]とおくと，ターゲット s 観測時のポストアンプ出力すなわち A/D

コンバータ入力は， 

( ) ( ) ( )( ) post
Y

postspc
X
postspost

X
ads OVVGV +−= ,,,  

eq. 6.2-12 

ターゲット s 観測時の GLI の出力 DN 値 DNsは 

( )X
adsads VGDN ,=  

eq. 6.2-13 

eq. 6.2-12，eq. 6.2-13より， 

( ) ( )( )( )post
Y

postspc
X
postspostads OVVGGDN +−= ,,  

eq. 6.2-14 

 

以降の議論では，式変形に際して，以下の 4 つの仮定を用いて，GLI における入射輝度と出力

との関係について考察する。 

仮定①：GLI の 1 走査に要する時間は約 1.8 秒であるので，この間，光学系の温度は変化しな

いと考えられる。したがってターゲット s 観測中と深宇宙 dsc 観測中で光学系の熱放

射は等しく，Bs,x=Bdsc,xが成り立つ。 
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仮定②：迷光はターゲットに依存しない。すなわち Ss,x=Sdsc,xが成り立つ。 

仮定③：輝度に対する R の非線形性は十分小さい 

仮定④：GGLI=GadGpostGpreAω，RGLI=Rτbpfτdbρscmρprmρmir とおくと，GGLI，RGLI の入射輝度

に対する非線形性は十分小さい。 

 

仮定①，仮定②を用いると，eq. 6.2-14およびeq. 6.2-3～eq. 6.2-11により， 

( )

( )
postad

Y
mirdscmirprmscmdbbpf

X
mirsmirprmscmdbbpfprepostads

OGdLR

dLRAGGGDN

+






−







=

∫

∫

λρρρττ

λρρρττω

λ

λ

λ

λ

,

,

max

min

max

min  

eq. 6.2-15 

ここで，仮定③を用いると， 

( ) ( )( ) postad
Y

mirdsc
X
mirsmirprmscmdbbpfprepostads OGdLLRAGGGDN +−= ∫ λρρρττω

λ

λ
,,

max

min

 

eq. 6.2-16 

この式から，45°ミラー以降の光学系の熱放射および迷光は，深宇宙クランプによって全て取

り除かれることがわかる。 

 

走査鏡反射率は入射角依存性を持つ。反射率は入射角が大きくなるほど減少する傾向があり，

この傾向は波長 8～12μm 付近（ch34～36）で特に顕著に表れる。ターゲット s 観測時の入射角を

φs，深宇宙クランプ時の入射角をφdscとし，それぞれの入射角における走査鏡反射率をρscn(φs)，

ρscn(φdsc)とおくと， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ){ } ( ) ( ) ( ) ( )( ){ }scndscdsc
Y

scnscndscdsc
Y

scnscnss
X

scnscnss
X

scn
Y

mirdsc
X
mirs BLBLLL ,,,,,, 11 φρφρφρφρ −+−−+=−  

eq. 6.2-17 

仮定②を用いて，Bs,scn=Bdsc,scn，Ls,scn=Ls，Ldsc,scn=Ldscとしてeq. 6.2-17を計算すると， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ) scnsdsc
Y

scns
X

scndscdsc
Y

scnss
X

scn
Y

mirdsc
X
mirs BLLLL ,,, φρφρφρφρ −−−=−  

eq. 6.2-18 

仮定④を用いると，eq. 6.2-15，eq. 6.2-18より， 
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( ) ( ) ( ) ( )( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ){ }

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )( ) postadscnss
X

scndsc
Y

scnGLIGLI

dscdsc
Y

scnGLIGLIss
X

scnGLIGLI

postadscnsdsc
Y

scns
X

scndscdsc
Y

scnss
X

scnGLIGLIs

OGdBRG

dLRGdLRG

OGdBLLRGDN

+−+

−=

+−−−=

∫

∫∫

∫

max

min

max

min

max

min

max

min

,

,

λ

λ

λ

λ

λ

λ

λ

λ

λφρφρ

λφρλφρ

λφρφρφρφρ

 

eq. 6.2-19 

これが GLI の出力を表す式である。この式より，走査鏡反射率の入射角依存性のために，ター

ゲット観測時の反射率と深宇宙クランプ時の反射率の差分だけ（eq. 6.2-19二重下線部），走査鏡の

熱放射が GLI 出力に影響することがわかる。 

 

6.2.2. 深宇宙補正 

深宇宙の輝度 Ldscは 0 とみなせるので，eq. 6.2-19において，右辺第 2 項（下線部）は本来 0 で

あるが，GLI 出力においては，0 を中心にノイズ分の幅で走査毎にランダムに変動するオフセット

成分 Odscとなる（Odscは 1 走査内で一定値）。これを取り除くために，深宇宙画像データの一走査

内での平均値を，地上処理にて減算処理するのが深宇宙補正である。 

 

以下の議論では，次の 2 つの仮定を用いる。 

仮定⑤：深宇宙画像データの入射角範囲（約 18.1～18.8°）における走査鏡の反射率変化は無視

できる 

仮定⑥：深宇宙データ 16 サンプル分のノイズの平均値は 0 とみなせる。 

 

深宇宙画像データ取得時のGLI出力をDNdsとおくと，eq. 6.2-19において sを dsに書き換えて， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ) postadscndsds
Y

scndsc
Y

scnGLIGLIdscdsds
Y

scnGLIGLIds OGdBRGOdLRGDN +−+−= ∫∫
max

min

max

min

,

λ

λ

λ

λ

λφρφρλφρ  

eq. 6.2-20 

ただし， 

( ) ( )∫−=
max

min

λ

λ

λφρ dLRGO dscdsc
Y

scnGLIGLIdsc  

eq. 6.2-21 

ここで，深宇宙観測時は深宇宙クランプと走査面が同じであることに注意が必要である。 

深宇宙画像データの入射角は約 18.1～18.8°の範囲であり，深宇宙クランプはこの直前に行われ

る。仮定⑤から，右辺第 3 項は 0 として， 
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( ) ( ) postaddscdsds
Y

scnGLIGLIds OGOdLRGDN +−= ∫
max

min

λ

λ

λφρ  

eq. 6.2-22 

eq. 6.2-22の第 1 項は一走査内で 0 を中心にノイズ幅で変動する値であるため，仮定⑥を用いる

と，深宇宙画像データの一走査分（16 サンプル）の平均値は 0 とみなせる。一方，第 2,3 項は，1

走査内では固定値なのでそのまま残る。すなわち， 

postaddscdsav OGODN +−=  

eq. 6.2-23 

eq. 6.2-19，eq. 6.2-23より，GLI 出力に深宇宙補正を行った後の値 DNs-ds は 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )( )∫∫ −+=

−=−

max

min

max

min

,

λ

λ

λ

λ

λφρφρλφρ dBRGdLRG

DNDNDN

scnss
X

scndsc
Y

scnGLIGLIss
X

scnGLIGLI

dsavsdss

 

eq. 6.2-24 

6.2.3. 入射角補正 

本章の議論では，以下の仮定を用いる。 

仮定⑦：Ls，Bs,scn，ρscn(φdsc)，ρscn(φs)は積分範囲で一定とみなせる。 

 

eq. 6.2-24において，仮定⑦を用いると， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )( )
( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ) scnss

X
scndsc

Y
scnss

X
scn

GLIGLIscnss
X

scndsc
Y

scnGLIGLIss
X

scndss

BL

dRGBdRGLDN

,

,

max

min

max

min

φρφραφαρ

λφρφρλφρ
λ

λ

λ

λ

−+=

−+= ∫∫−
 

eq. 6.2-25 

ただし， ∫=
max

min

λ

λ

λα dRG GLIGLI 。 

RGLI は 45°ミラー以降の光学系の透過率，反射率の積であるので，αは 45°ミラー以降の GLI

の総合ゲインと考えることができる。eq. 6.2-25より， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ) scnss
X

scndsc
Y

scnss
X

scn
dss BL

DN
,φρφρφρ

α
−+=−  

eq. 6.2-26 

この式は，深宇宙クランプ，深宇宙補正を考慮した場合の，45°ミラーへの仮想的な入射輝度

（走査鏡からの出力）を表している。 

 

eq. 6.2-26の左辺を L’s,mir とおくと， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ) scnss
X

scndsc
Y

scnss
X

scnmirs BLL ,, φρφρφρ −+=′  

eq. 6.2-27 
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走査鏡反射率の入射角補正はこの式において L’s,mirから Lsを求める事に他ならない。eq. 6.2-27

を Lsについて解くと， 
( ) ( ) ( ) ( )( )

( ) ( )s
X

scn

scnss
X

scndsc
Y

scnmirs
s

BL
L

φρ

φρφρ ,, −−′
=  

eq. 6.2-28 

これが，入射角補正の式である。 

 

eq. 6.2-26は次の様に求めることもできる。まず，eq. 6.2-2を，入射角も含めて書くと， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ) scnss
X

scnscnss
X

scn
X
mirs BLL ,,, 1 φρφρ −+=  

eq. 6.2-29 

s を ds に置き換えた式すなわち深宇宙クランプ時の 45°ミラーへの入射輝度を表す式は 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ) scndsds
Y

scnscndsds
Y

scn
Y

mirds BLL ,,, 1 φρφρ −+=  

eq. 6.2-30 

Lds,scm=0，Bds,scm=Bs,scmとおいてeq. 6.2-29とeq. 6.2-30との差をとると， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ) scnss
X

scndsc
Y

scnss
X

scn
Y

mirds
X
mirs BLLL ,,, φρφρφρ −+=−  

eq. 6.2-31 

eq. 6.2-26とeq. 6.2-31より，GLI 出力は，ターゲット観測時と深宇宙クランプ時の 45°ミラーへ

の入射輝度の差を反映したものであることがわかる。 

 

6.2.4. 黒体校正 

黒体校正は，6.2.1～6.2.3の議論において，入射輝度 Lsを基準黒体輝度 Lbbcに置き換えることに

よって考えることができる。黒体校正では，このようにして GLI 出力から求めた Lbbcが，基準黒

体温度 Tbbから求めた基準黒体輝度 Lbbcに一致する様に校正係数 C1を算出する 

基準黒体温度 Lbbcは，黒体温度 Tbbとプランクの式 P(λ,T)およびエンクロージャ内の温度 Tenc

と形態係数 E を用いて次のように求めることができる。 

( ) ( ) ( ) ( )( ) ( )∫ ∑








−+′=
max

min

,,1,
λ

λ

λλλελλελ dTPETPRL
i

ienciibbbbc  

eq. 6.2-32 

しかし，軌道上において，エンクロージャ内の温度環境を正確に見積もることは非常に難しい。 

そこで，黒体の値付け係数 Cbbを用いて，基準黒体輝度を以下の様に近似する。 

( ) ( )∫ ′=
max

min

,
λ

λ

λλλ dTPRCL bbbbbbc  

eq. 6.2-33 
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ここで，値付け係数 Cbbとは，PFT 試験より求めた，同温度の標準黒体と基準黒体を観測した

時の輝度の比である。つまり，Cbbは，基準黒体の放射率および，エンクロージャからの反射の影

響を含んだものとして求められる。 

上記の算出法は，軌道上でのエンクロージャの熱環境が PFT で模擬できていることが条件であ

るが，基準黒体の放射率は>0.98 であるため，エンクロージャの温度変化による Cbbへの影響は小

さいと予想される。 

 

6.3. VN/SW モデル 

6.3.1. GLI における VN/SW の出力 

GLI の構成は MT におけるモデルと同様に考える。VN/SW の波長域では，光学系の熱放射は

検知器への入射輝度に寄与しないので，迷光を S とおくと，検知器への入射輝度 Ldet は以下の様

に表せる。 
SLL sscnmirprmscmdbbpfdets += ρρρρττ,  

eq. 6.3-1 

検知器出力には，even/odd によるオフセット Odet があるので，プリアンプへの入力は， 

detOdRLAV
max

min

detspres += ∫
λ

λ

λω ,,  

eq. 6.3-2 

ポストアンプ入力，A/D コンバータ入力についても，オフセットを考慮して， 

preprespreposts OVGV += ,,  

eq. 6.3-3 

postpostspreads OVGV += ,,  

eq. 6.3-4 

GLI 出力は， 

adsads VGDN ,=  

eq. 6.3-5 

eq. 6.3-1～eq. 6.3-4をまとめると， 

GLIsscnmirprmscmdbbpfprepostads OdLRAGGGDN += ∫
max

min

λ

λ

λρρρρττω  

eq. 6.3-6 

OGLI : even/odd により異なるオフセット 

 

MT と同様に，走査鏡の入射角依存性を考慮して，ターゲット s 観測時の入射角をφとし，そ

のときの走査鏡反射率をρscn(φs)とおくと， 

( ) GLIssscnGLIGLIs OdLRGDN += ∫
max

min

λ

λ

λφρ  

eq. 6.3-7 
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ただし，GGLI=GadGpostGpreAω，RGLI=Rτbpfτdbρscmρprmρmir 

 

これが，VN/SW における GLI の出力を表す式である。 

 

6.3.2. 深宇宙補正 

eq. 6.3-7からわかる様に，VN/SW の GLI 出力には even/odd により異なるオフセットが含まれて

おり，これを取り除くために，同一走査内の深宇宙画像データの even/odd それぞれの平均値を地

上処理にて減算処理する。これが深宇宙補正である。 

eq. 6.3-7より，深宇宙画像データの GLI 出力は 

( ) GLIGLIdsdsscnGLIGLIds OOdLRGDN =+= ∫
max

min

λ

λ

λφρ  

eq. 6.3-8 

even/odd をそろえてeq. 6.3-7からeq. 6.3-8を引くと，深宇宙補正後の GLI 出力 DNs-dsは， 

( )∫=−

max

min

λ

λ

λφρ dLRGDN ssscnGLIGLIdss  

eq. 6.3-9 

 

6.3.3. 入射角補正 

eq. 6.3-9において，Ls，ρscn(φs)は積分範囲で一定と考えると， 

( )

( ) ssscn

GLIGLIssscndss

L

dRGLDN

φαρ

λφρ
λ

λ

=

= ∫−

max

min
 

eq. 6.3-10 

ただし， ∫=
max

min

λ

λ

λα dRG GLIGLI 。 

今，nadir 方向にあるターゲットを観測しているとき，ターゲット輝度を Lsn，入射角をφnとお

くと，eq. 6.3-10より， 

( ) sn
nscn

dss L
DN

=−

φαρ
 

eq. 6.3-11 

VN1,SW1,SW2 では，αは輝度に対して一定（GLI の感度が輝度に対して線形）なので，左辺

は 1 次式で表すことができて， 

sndssttlcal LDNGG =−  

eq. 6.3-12 

ただし，Gcalは軌道上校正から得られる校正係数で初期値は 1 とする。Gttlの値は地上試験によ

り，nadir にターゲットをおいて Lsnと DNs-dsをプロットする事により得ることができる。 
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また，VN2 では検知器の飽和により，Lsn と DNs-ds との関係は非線形となっているため，地上

試験結果より，この対応を table で示す。 

 

eq. 6.3-11より，一般の入射角φs，ターゲット輝度 Lsに対して， 

( )
( ) sn

sscm

nscm
s LL

φρ
φρ

=  

eq. 6.3-13 

 

この式により入射角補正を行うことができる。 
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7. データ編 
7.1. 概要 

データ編では，本編で述べたデータ処理に必要な table を示す。ただし，データが大量である

ため，紙面では，基本的には地上処理ソフト作成用に table のフォーマットのみを示し，具体的数

値については，別途電子媒体で提供し，その際，各 table の最新 Ver.の一覧表も添付する。 

table に示す数値は固定値として使用するものと，アルゴリズム上，地上処理での書き換えを前

提としているものがあり，後者については打ち上げ時に使用する初期値を示した。 

地上処理において書き換えを行う table を表 7.1-2に示す。 

 

表 7.1-1  削除 

表 7.1-2  アルゴリズム上書き換えを行う table 

table No. 内容 
table 16～table 39 非線形 ch における DN 値と輝度の対応 
table 47,table 48 Gcal 
table 51,table 52 C1 
table 65～table 68 Gilc 
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7.3. table 

table 1  アライメント誤差のランダム量 

 X軸回り 
[arcsec] 

Y軸回り 
[arcsec] 

Z軸回り 
[arcsec] 

ﾛﾝﾁ    
1G    
湿度    
熱    

測定誤差    
 

table 2  45°ミラー座標における 45°ミラー法線ベクトル nf 

X Y Z 

-0.70707798 -0.69640357 -0.12273057 

 

table 3  45°ミラー座標に対する GLI 基準座標 

γ1 [arcsec] ψ1 [arcsec] φ1 [arcsec] 

391.9 -15.1 187.9 

     （式に代入する際は[rad]に変換すること） 

 

table 4  走査鏡法線の A 面に対する B 面の角度差 

走査面 ω δ1 [arcsec] δ2 [arcsec] δ3 [arcsec] 

A 面 0 ﾟ≦ω≦180 ﾟ 0 0 0 

B 面 180 ﾟ≦ω≦360 ﾟ 12.4 33.6 0 

     （式に代入する際は[rad]に変換すること） 

 

table 5  走査機構部座標における走査鏡法線ベクトルの角度 

γ2 [arcsec] ψ2 [arcsec] φ2 [arcsec] 

-94 -19 0 

     （式に代入する際は[rad]に変換すること） 
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table 6  走査機構部座標系の Xs軸を走査軸に一致させるための Xs,Ys,Zs 軸回りの回転角 

γ3 [arcsec] ψ3 [arcsec] φ3 [arcsec] 

0 -9.7 34.3 

     （式に代入する際は[rad]に変換すること） 

 

table 7  走査機構部座標に対する GLI 基準座標 

γ4 [arcsec] ψ4 [arcsec] φ4 [arcsec] 

102.1 -363.1 77.4 

     （式に代入する際は[rad]に変換すること） 

 

table 8  GLI 基準座標系の Y 軸をチルト軸に一致させるための X,Y,Z 軸回りの回転角 

γ5 [arcsec] ψ5 [arcsec] φ5 [arcsec] 

-128.7 0 -112.6 

     （式に代入する際は[rad]に変換すること） 
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table 9  検知器座標系における素子位置 

m (1km) 
 ch 

素子番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 
1 5.48 5.58 5.60 5.74 5.57 5.66 5.60 5.66 5.73 5.58 5.84 5.80 5.68 5.74 5.76 5.65 5.81 5.55 5.85 
2 4.50 4.60 4.64 4.77 4.59 4.70 4.63 4.69 4.76 4.60 4.87 4.83 4.70 4.76 4.78 4.68 4.84 4.58 4.87 
3 3.52 3.62 3.66 3.79 3.61 3.72 3.66 3.72 3.78 3.62 3.89 3.85 3.72 3.78 3.80 3.70 3.86 3.60 3.89 
4 2.53 2.63 2.69 2.81 2.63 2.75 2.68 2.74 2.79 2.63 2.91 2.86 2.73 2.80 2.81 2.72 2.87 2.61 2.91 
5 1.54 1.64 1.71 1.82 1.63 1.77 1.70 1.77 1.81 1.64 1.91 1.87 1.74 1.81 1.82 1.73 1.88 1.62 1.92 
6 0.54 0.64 0.72 0.82 0.64 0.78 0.72 0.78 0.82 0.64 0.92 0.88 0.74 0.82 0.83 0.73 0.89 0.63 0.93 
7 -0.46 -0.36 -0.27 -0.18 -0.36 -0.21 -0.27 -0.21 -0.17 -0.36 -0.08 -0.12 -0.25 -0.18 -0.18 -0.27 -0.11 -0.37 -0.07 
8 -1.47 -1.37 -1.27 -1.18 -1.37 -1.21 -1.27 -1.21 -1.18 -1.37 -1.08 -1.12 -1.26 -1.19 -1.18 -1.27 -1.12 -1.37 -1.08 
9 -2.48 -2.38 -2.27 -2.19 -2.38 -2.21 -2.27 -2.21 -2.18 -2.38 -2.09 -2.13 -2.27 -2.20 -2.19 -2.28 -2.13 -2.38 -2.09 

10 -3.50 -3.39 -3.28 -3.20 -3.39 -3.22 -3.28 -3.22 -3.19 -3.39 -3.11 -3.15 -3.29 -3.21 -3.21 -3.29 -3.15 -3.40 -3.11 
11 -4.52 -4.42 -4.29 -4.22 -4.41 -4.23 -4.29 -4.23 -4.21 -4.42 -4.13 -4.17 -4.31 -4.23 -4.23 -4.31 -4.17 -4.42 -4.13 
12 -5.55 -5.44 -5.31 -5.25 -5.44 -5.24 -5.31 -5.25 -5.23 -5.45 -5.15 -5.19 -5.34 -5.26 -5.26 -5.34 -5.19 -5.44 -5.15 

 
 ch 

素子番号 24 25 26 27 30 31 32 33 34 35 36 
1 5.78 5.84 5.75 5.51 5.36 5.33 5.31 5.30 5.28 5.29 5.26 
2 4.77 4.85 4.78 4.55 4.37 4.35 4.32 4.32 4.29 4.30 4.28 
3 3.77 3.86 3.80 3.59 3.38 3.36 3.34 3.33 3.31 3.31 3.29 
4 2.75 2.86 2.82 2.63 2.39 2.37 2.35 2.34 2.32 2.32 2.30 
5 1.73 1.86 1.83 1.65 1.40 1.38 1.37 1.35 1.33 1.33 1.31 
6 0.71 0.86 0.84 0.68 0.41 0.39 0.38 0.36 0.34 0.33 0.31 
7 -0.31 -0.16 -0.15 -0.30 -0.59 -0.61 -0.62 -0.63 -0.66 -0.66 -0.68 
8 -1.35 -1.18 -1.16 -1.29 -1.59 -1.61 -1.61 -1.63 -1.65 -1.66 -1.68 
9 -2.39 -2.20 -2.16 -2.28 -2.59 -2.60 -2.61 -2.63 -2.65 -2.67 -2.68 

10 -3.43 -3.23 -3.17 -3.28 -3.59 -3.61 -3.61 -3.64 -3.65 -3.67 -3.68 
11 -4.48 -4.26 -4.19 -4.28 -4.60 -4.62 -4.61 -4.64 -4.66 -4.68 -4.69 
12 -5.53 -5.29 -5.21 -5.28 -5.61 -5.62 -5.62 -5.65 -5.66 -5.69 -5.70 
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table 10  検知器座標系における素子位置 

n (1km) 
 ch 

素子番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 
1 10.87 8.86 6.87 -3.09 -9.10 4.87 -7.10 -5.11 2.87 -11.09 2.90 4.90 -9.09 6.89 -7.09 8.89 -5.09 10.89 -3.09 
2 10.87 8.86 6.86 -3.09 -9.10 4.87 -7.10 -5.11 2.87 -11.09 2.90 4.89 -9.09 6.89 -7.09 8.89 -5.09 10.89 -3.10 
3 10.86 8.86 6.86 -3.09 -9.10 4.87 -7.10 -5.10 2.87 -11.09 2.90 4.89 -9.09 6.89 -7.09 8.89 -5.09 10.89 -3.09 
4 10.86 8.86 6.86 -3.08 -9.10 4.87 -7.10 -5.11 2.87 -11.09 2.89 4.89 -9.09 6.89 -7.09 8.89 -5.09 10.88 -3.09 
5 10.86 8.86 6.86 -3.08 -9.10 4.87 -7.10 -5.10 2.87 -11.09 2.90 4.89 -9.09 6.89 -7.09 8.89 -5.09 10.88 -3.10 
6 10.86 8.86 6.86 -3.08 -9.10 4.86 -7.10 -5.10 2.87 -11.09 2.89 4.89 -9.09 6.89 -7.09 8.89 -5.09 10.88 -3.10 
7 10.86 8.86 6.86 -3.08 -9.10 4.86 -7.10 -5.10 2.87 -11.09 2.90 4.89 -9.09 6.89 -7.09 8.89 -5.09 10.88 -3.10 
8 10.86 8.86 6.86 -3.08 -9.10 4.87 -7.10 -5.10 2.87 -11.09 2.90 4.89 -9.09 6.89 -7.09 8.88 -5.09 10.88 -3.10 
9 10.86 8.86 6.86 -3.08 -9.10 4.87 -7.10 -5.10 2.87 -11.09 2.89 4.89 -9.09 6.89 -7.09 8.88 -5.09 10.88 -3.10 

10 10.86 8.86 6.86 -3.08 -9.10 4.87 -7.10 -5.10 2.87 -11.09 2.89 4.89 -9.09 6.89 -7.09 8.88 -5.10 10.88 -3.10 
11 10.86 8.86 6.86 -3.09 -9.10 4.87 -7.10 -5.11 2.87 -11.09 2.89 4.89 -9.09 6.88 -7.09 8.88 -5.10 10.87 -3.10 
12 10.86 8.86 6.86 -3.09 -9.10 4.87 -7.10 -5.10 2.87 -11.10 2.89 4.89 -9.09 6.88 -7.09 8.88 -5.10 10.87 -3.10 

 
 ch 

素子番号 24 25 26 27 30 31 32 33 34 35 36 
1 8.44 3.44 -3.56 -8.57 -25.64 -15.18 -7.20 0.77 9.73 17.71 25.71 
2 8.44 3.44 -3.56 -8.56 -25.64 -15.18 -7.20 0.77 9.73 17.70 25.69 
3 8.44 3.44 -3.56 -8.56 -25.63 -15.17 -7.20 0.76 9.72 17.69 25.68 
4 8.44 3.44 -3.56 -8.56 -25.62 -15.17 -7.20 0.76 9.71 17.68 25.66 
5 8.44 3.44 -3.56 -8.56 -25.62 -15.17 -7.20 0.76 9.71 17.68 25.66 
6 8.44 3.44 -3.56 -8.56 -25.62 -15.17 -7.21 0.76 9.71 17.67 25.65 
7 8.44 3.44 -3.56 -8.56 -25.62 -15.18 -7.21 0.76 9.71 17.67 25.64 
8 8.44 3.44 -3.56 -8.56 -25.62 -15.17 -7.21 0.75 9.70 17.67 25.64 
9 8.44 3.44 -3.56 -8.56 -25.63 -15.18 -7.21 0.75 9.70 17.67 25.64 

10 8.44 3.44 -3.56 -8.55 -25.63 -15.18 -7.22 0.75 9.70 17.68 25.64 
11 8.44 3.44 -3.56 -8.56 -25.64 -15.19 -7.22 0.75 9.71 17.68 25.65 
12 8.44 3.44 -3.55 -8.56 -25.64 -15.19 -7.22 0.76 9.71 17.69 25.66 
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table 11  検知器座標系における素子位置 

m (250m) 
 ch 

素子番号 20 21 22 23 28 29 
1 6.12 6.11 6.22 6.22 6.15 6.07 
2 5.88 5.87 5.98 5.98 5.91 5.83 
3 5.63 5.63 5.74 5.74 5.66 5.59 
4 5.39 5.39 5.50 5.50 5.42 5.35 
5 5.15 5.15 5.25 5.25 5.17 5.11 
6 4.91 4.90 5.01 5.01 4.93 4.87 
7 4.66 4.66 4.77 4.77 4.68 4.62 
8 4.42 4.42 4.52 4.52 4.43 4.38 
9 4.18 4.17 4.28 4.28 4.19 4.14 

10 3.93 3.93 4.03 4.03 3.94 3.89 
11 3.68 3.68 3.79 3.79 3.69 3.65 
12 3.44 3.44 3.54 3.54 3.44 3.41 
13 3.19 3.19 3.30 3.29 3.20 3.16 
14 2.95 2.95 3.05 3.05 2.95 2.92 
15 2.70 2.70 2.80 2.80 2.70 2.67 
16 2.46 2.45 2.56 2.56 2.45 2.43 
17 2.21 2.21 2.31 2.31 2.20 2.18 
18 1.96 1.96 2.06 2.06 1.95 1.93 
19 1.71 1.71 1.81 1.81 1.69 1.69 
20 1.47 1.46 1.56 1.57 1.44 1.44 
21 1.22 1.22 1.32 1.32 1.19 1.19 
22 0.97 0.97 1.07 1.07 0.94 0.94 
23 0.72 0.72 0.82 0.82 0.69 0.70 
24 0.47 0.47 0.57 0.57 0.44 0.45 
25 0.22 0.22 0.32 0.32 0.18 0.20 
26 -0.03 -0.03 0.07 0.07 -0.07 -0.05 
27 -0.28 -0.28 -0.18 -0.18 -0.32 -0.30 
28 -0.53 -0.53 -0.43 -0.43 -0.58 -0.55 
29 -0.78 -0.78 -0.69 -0.69 -0.83 -0.80 
30 -1.03 -1.03 -0.94 -0.94 -1.09 -1.05 
31 -1.29 -1.29 -1.19 -1.19 -1.34 -1.30 
32 -1.54 -1.54 -1.44 -1.44 -1.59 -1.55 
33 -1.79 -1.79 -1.69 -1.69 -1.85 -1.81 
34 -2.04 -2.04 -1.95 -1.95 -2.10 -2.06 
35 -2.30 -2.30 -2.20 -2.20 -2.36 -2.31 
36 -2.55 -2.55 -2.45 -2.45 -2.61 -2.56 
37 -2.80 -2.80 -2.71 -2.71 -2.87 -2.82 
38 -3.05 -3.05 -2.96 -2.96 -3.13 -3.07 
39 -3.31 -3.31 -3.21 -3.21 -3.38 -3.32 
40 -3.56 -3.56 -3.47 -3.47 -3.64 -3.57 
41 -3.82 -3.81 -3.72 -3.72 -3.90 -3.83 
42 -4.07 -4.07 -3.98 -3.98 -4.15 -4.08 
43 -4.33 -4.32 -4.23 -4.23 -4.41 -4.33 
44 -4.58 -4.58 -4.49 -4.49 -4.67 -4.59 
45 -4.84 -4.83 -4.74 -4.74 -4.93 -4.84 
46 -5.09 -5.09 -5.00 -5.00 -5.19 -5.10 
47 -5.35 -5.34 -5.25 -5.25 -5.45 -5.35 
48 -5.60 -5.60 -5.51 -5.51 -5.71 -5.61 
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table 12  検知器座標系における素子位置 

n (250m) 
 ch 

素子番号 20 21 22 23 28 29 
1 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
2 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
3 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
4 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
5 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.96 4.29 
6 0.99 -1.24 -1.22 1.02 -2.95 4.29 
7 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
8 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
9 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 

10 0.99 -1.24 -1.22 1.02 -2.95 4.29 
11 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
12 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
13 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
14 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
15 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
16 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
17 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
18 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
19 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.29 
20 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.95 4.30 
21 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.94 4.30 
22 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.94 4.30 
23 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.94 4.30 
24 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.94 4.30 
25 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.94 4.30 
26 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.94 4.30 
27 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.94 4.30 
28 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.94 4.30 
29 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.93 4.30 
30 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.93 4.31 
31 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.93 4.31 
32 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.93 4.31 
33 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.93 4.31 
34 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.93 4.31 
35 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.93 4.32 
36 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.92 4.32 
37 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.92 4.32 
38 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.92 4.32 
39 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.92 4.32 
40 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.92 4.33 
41 0.99 -1.24 -1.22 1.01 -2.91 4.33 
42 0.99 -1.24 -1.23 1.01 -2.91 4.33 
43 0.99 -1.24 -1.23 1.01 -2.91 4.33 
44 0.99 -1.24 -1.23 1.01 -2.91 4.34 
45 0.99 -1.24 -1.23 1.01 -2.91 4.34 
46 0.99 -1.24 -1.23 1.01 -2.90 4.34 
47 0.99 -1.24 -1.23 1.01 -2.90 4.34 
48 0.99 -1.24 -1.23 1.01 -2.90 4.34 
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table 13  R'(λ) 

  A 面 B 面 A,B 面平均 
ch λ 

[μm] 
R'(λ) 

[μm-1] 
R'(λ) 

[μm-1] 
R'(λ) 
[μm-1] 

360 1.585E-05 1.578E-05 1.582E-05 
361 4.812E-05 4.795E-05 4.803E-05 
362 1.959E-05 1.953E-05 1.956E-05 
363 6.835E-05 6.815E-05 6.825E-05 
･  
･  
･  
397 7.461E-03 7.438E-03 7.450E-03 
398 5.372E-03 5.355E-03 5.364E-03 
399 4.983E-03 4.967E-03 4.975E-03 

1 

400 4.477E-03 4.461E-03 4.469E-03 
380 4.340E-04 4.356E-04 4.348E-04 
381 1.001E-03 1.005E-03 1.003E-03 
382 1.820E-03 1.826E-03 1.823E-03 
･  
･  
･  

2 
 
･ 
･ 
･ 
･ 
･ ･  

10.000  8.975E-04 8.986E-04 8.981E-04 
10.005  4.381E-04 4.386E-04 4.383E-04 
10.010  9.913E-04 9.924E-04 9.918E-04 
･  
･  
･  
13.990  0.000E+00 0.000E+00 0.000E+00 
13.995  0.000E+00 0.000E+00 0.000E+00 

36 

14.000  0.000E+00 0.000E+00 0.000E+00 
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  [W･m-2･sr-1･μm-1] 

Tbb [K] 30 A 面 30 B 面 31 A 面 ･･･ 35 B 面 36 A 面 36 B 面 
240.0 1.764E-02 1.764E-02 1.172E+00 ･･･ 3.148E+00 3.254E+00 3.254E+00
240.1 1.775E-02 1.775E-02 1.177E+00 ･･･ 3.156E+00 3.261E+00 3.261E+00
・   ・  
・   ・  
・   ・  

339.9 1.939E+00 1.939E+00 1.602E+01 ･･･ 1.646E+01 1.448E+01 1.448E+01
340.0 1.946E+00 1.946E+00 1.605E+01 ･･･ 1.648E+01 1.450E+01 1.450E+01
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table 15  各 ch の上限，下限波長 

ch λmin [nm] λmax [nm] 
1  360 400 
2  380 420 
3  392 432 
4  423 463 
5  440 480 
6  470 510 
7  500 540 
8  525 565 
9  545 585 
10  605 645 
11  646 686 
12  660 700 
13  658 698 
14  690 730 
15  690 730 
16  729 769 
17  747 779 
18  825 905 
19  845 885 
20  360 560 
21  445 645 
22  540 780 
23  605 1045 
24  1010 1090 
25  1110 1160 
26  1200 1280 
27  1300 1460 
28  1480 1800 
29  2040 2380 
30  3055 4375 
31  5700 7700 
32  6300 8300 
33  6500 8500 
34  7600 9600 
35  8800 12800 
36  10000 14000 
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table 16  ch10(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.010 0.010 0.010 0.010 
2 0.021 0.021 0.022 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.020 
3 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.031 0.031 0.031 0.030 
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 17  ch10(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.011  0.011 0.011  0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.011 0.010  0.010  0.010 
2 0.021  0.022 0.022  0.022 0.022 0.022 0.021 0.021 0.021 0.021  0.021  0.020 
3 0.032  0.032 0.033  0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.032 0.031  0.031  0.030 
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 18  ch11(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 
2 0.013 0.013 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 
3 0.019 0.019 0.019 0.019 0.018 0.018 0.018 0.018 0.018 0.018 0.018 0.017 
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
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table 19  ch11(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 
2 0.013 0.013 0.013 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 0.012 
3 0.019 0.019 0.019 0.019 0.018 0.018 0.018 0.018 0.018 0.018 0.018 0.018 
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 20  ch12(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.007 0.007 0.007 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 
2 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.012 0.012 0.012 0.012 
3 0.020 0.020 0.020 0.019 0.019 0.019 0.019 0.019 0.019 0.019 0.018 0.018 
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 21  ch12(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.007 0.007 0.007 0.007 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 
2 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.013 0.012 0.012 0.012 
3 0.020 0.020 0.020 0.020 0.019 0.019 0.019 0.019 0.019 0.019 0.019 0.019 
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
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table 22  ch13(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.119 0.118 0.117 0.117 0.116 0.115 0.114 0.113 0.113 0.112 0.111 0.110 
2 0.237 0.236 0.235 0.233 0.231 0.231 0.228 0.227 0.225 0.224 0.222 0.221 
3 0.356 0.354 0.352 0.350 0.347 0.346 0.342 0.340 0.338 0.336 0.334 0.331 
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 23  ch13(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.120 0.119 0.119 0.118 0.117 0.116 0.115 0.115 0.114 0.113 0.112 0.112 
2 0.240 0.238 0.237 0.235 0.234 0.233 0.230 0.229 0.228 0.226 0.225 0.223 
3 0.360 0.357 0.356 0.353 0.351 0.349 0.345 0.344 0.342 0.339 0.337 0.335 
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 24  ch14(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.004 0.004 0.004 0.004 
2 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 
3 0.014 0.014 0.014 0.014 0.014 0.014 0.014 0.014 0.013 0.013 0.013 0.013 
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
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table 25  ch14(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.005 0.004 0.004 0.004 
2 0.010 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 0.009 
3 0.014 0.014 0.014 0.014 0.014 0.014 0.014 0.014 0.014 0.013 0.013 0.013 
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 26  ch15(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.087 0.087 0.086 0.086 0.085 0.085 0.084 0.083 0.083 0.082 0.082 0.080
2 0.173 0.174 0.173 0.171 0.171 0.170 0.168 0.167 0.166 0.164 0.163 0.161
3 0.260 0.261 0.259 0.257 0.256 0.254 0.252 0.250 0.249 0.246 0.245 0.241
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 27  ch15(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.087 0.088 0.087 0.086 0.086 0.086 0.085 0.084 0.084 0.083 0.082 0.081
2 0.175 0.175 0.174 0.173 0.172 0.171 0.170 0.168 0.167 0.166 0.165 0.162
3 0.262 0.263 0.262 0.259 0.258 0.257 0.255 0.253 0.251 0.248 0.247 0.243
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
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table 28  ch16(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003
2 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006
3 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.009 0.009 0.009
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 29  ch16(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003
2 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006
3 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.010 0.009
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 30  ch17(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.108 0.108 0.108 0.108 0.107 0.106 0.105 0.104 0.104 0.103 0.101 0.100
2 0.216 0.217 0.215 0.215 0.214 0.212 0.210 0.209 0.207 0.205 0.203 0.200
3 0.324 0.325 0.323 0.323 0.321 0.318 0.315 0.313 0.311 0.308 0.304 0.300
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
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table 31  ch17(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.109 0.109 0.108 0.108 0.108 0.107 0.106 0.105 0.104 0.103 0.102 0.101
2 0.217 0.218 0.217 0.217 0.216 0.213 0.212 0.210 0.209 0.207 0.204 0.202
3 0.326 0.327 0.325 0.325 0.323 0.320 0.318 0.315 0.313 0.310 0.307 0.303
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 32  ch18(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002
2 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004
3 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 33  ch18(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002
2 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004
3 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006 0.006
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
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table 34  ch19(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.076 0.077 0.077 0.077 0.076 0.076 0.075 0.074 0.074 0.073 0.073 0.071
2 0.152 0.154 0.153 0.153 0.152 0.151 0.150 0.149 0.148 0.146 0.145 0.143
3 0.229 0.231 0.230 0.230 0.228 0.227 0.225 0.223 0.222 0.220 0.218 0.214
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 35  ch19(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 0.077 0.077 0.077 0.077 0.076 0.076 0.075 0.075 0.074 0.074 0.073 0.072
2 0.153 0.155 0.154 0.154 0.153 0.152 0.151 0.150 0.149 0.147 0.146 0.144
3 0.230 0.232 0.231 0.231 0.229 0.228 0.226 0.225 0.223 0.221 0.219 0.215
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 36  ch22(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 ･ ･ ･ 45 46 47 48 
1 0.048 0.048 0.048 0.048 0.048    0.044 0.043 0.043 0.043
2 0.096 0.096 0.096 0.096 0.096    0.087 0.087 0.086 0.086
3 0.144 0.144 0.144 0.144 0.143    0.131 0.130 0.129 0.129
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
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table 37  ch22(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 ･ ･ ･ 45 46 47 48 
1 0.049 0.048 0.048 0.048 0.048    0.044 0.044 0.044 0.044
2 0.097 0.097 0.097 0.097 0.097    0.088 0.088 0.087 0.087
3 0.146 0.145 0.145 0.145 0.145    0.132 0.131 0.131 0.131
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 38  ch23(A 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 ･ ･ ･ 45 46 47 48 
1 0.074 0.075 0.075 0.075 0.075    0.070 0.070 0.069 0.069
2 0.149 0.149 0.150 0.150 0.150    0.140 0.139 0.138 0.138
3 0.223 0.224 0.225 0.225 0.225    0.210 0.209 0.208 0.207
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
 

table 39  ch23(B 面)における DN 値と輝度の対応 

 素子番号 
DN 1 2 3 4 5 ･ ･ ･ 45 46 47 48 
1 0.075 0.075 0.075 0.075 0.076    0.071 0.070 0.070 0.069
2 0.150 0.150 0.151 0.151 0.151    0.141 0.140 0.139 0.139
3 0.225 0.226 0.226 0.226 0.227    0.212 0.210 0.209 0.208
･             
･             
･             
･             
･             
･             

4094             
4095             
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table 40  Gttl (1km，A 面) 

 ch 
素子 1 2 3 4H 4L 5H 5L 6 7H 7L 8H 8L 9 10 

1 1.871E-01 4.421E-02 3.566E-02 3.041E-02 1.888E-01 3.457E-02 2.145E-01 1.771E-02 2.567E-02 1.585E-01 2.676E-02 1.661E-01 1.091E-02 1.062E-02 
2 1.853E-01 4.366E-02 3.539E-02 3.009E-02 1.870E-01 3.407E-02 2.117E-01 1.751E-02 2.546E-02 1.577E-01 2.652E-02 1.648E-01 1.093E-02 1.071E-02 
3 1.847E-01 4.347E-02 3.504E-02 2.971E-02 1.846E-01 3.380E-02 2.101E-01 1.731E-02 2.519E-02 1.562E-01 2.618E-02 1.629E-01 1.094E-02 1.076E-02 
4 1.826E-01 4.305E-02 3.468E-02 2.947E-02 1.831E-01 3.351E-02 2.082E-01 1.721E-02 2.496E-02 1.546E-01 2.607E-02 1.622E-01 1.087E-02 1.071E-02 
5 1.777E-01 4.285E-02 3.453E-02 2.916E-02 1.811E-01 3.328E-02 2.069E-01 1.701E-02 2.487E-02 1.541E-01 2.593E-02 1.611E-01 1.077E-02 1.066E-02 
6 1.819E-01 4.272E-02 3.433E-02 2.899E-02 1.800E-01 3.313E-02 2.058E-01 1.691E-02 2.471E-02 1.528E-01 2.562E-02 1.594E-01 1.071E-02 1.064E-02 
7 1.810E-01 4.232E-02 3.409E-02 2.878E-02 1.786E-01 3.273E-02 2.032E-01 1.683E-02 2.450E-02 1.515E-01 2.555E-02 1.587E-01 1.041E-02 1.058E-02 
8 1.794E-01 4.233E-02 3.390E-02 2.857E-02 1.774E-01 3.245E-02 2.016E-01 1.671E-02 2.428E-02 1.504E-01 2.530E-02 1.571E-01 1.035E-02 1.052E-02 
9 1.781E-01 4.205E-02 3.375E-02 2.843E-02 1.765E-01 3.248E-02 2.017E-01 1.661E-02 2.415E-02 1.494E-01 2.511E-02 1.559E-01 1.029E-02 1.045E-02 

10 1.755E-01 4.185E-02 3.351E-02 2.828E-02 1.755E-01 3.210E-02 1.995E-01 1.657E-02 2.389E-02 1.481E-01 2.501E-02 1.554E-01 1.022E-02 1.034E-02 
11 1.773E-01 4.177E-02 3.355E-02 2.823E-02 1.753E-01 3.187E-02 1.981E-01 1.650E-02 2.383E-02 1.475E-01 2.476E-02 1.540E-01 1.013E-02 1.027E-02 
12 1.795E-01 4.162E-02 3.340E-02 2.817E-02 1.749E-01 3.183E-02 1.978E-01 1.644E-02 2.366E-02 1.464E-01 2.468E-02 1.533E-01 1.006E-02 1.005E-02 

 
 ch 

素子 11 12 13 14 15 16 17 18 19 24 25 26 27 
1 6.277E-03 6.603E-03 1.187E-01 4.747E-03 8.658E-02 3.381E-03 1.080E-01 2.226E-03 7.624E-02 6.501E-02 5.131E-02 5.831E-02 4.346E-02 
2 6.252E-03 6.580E-03 1.180E-01 4.699E-03 8.691E-02 3.357E-03 1.084E-01 2.219E-03 7.693E-02 6.432E-02 5.112E-02 5.770E-02 4.265E-02 
3 6.197E-03 6.522E-03 1.174E-01 4.673E-03 8.642E-02 3.343E-03 1.077E-01 2.222E-03 7.666E-02 6.334E-02 5.046E-02 5.715E-02 4.250E-02 
4 6.169E-03 6.469E-03 1.166E-01 4.639E-03 8.573E-02 3.313E-03 1.075E-01 2.199E-03 7.667E-02 6.256E-02 5.020E-02 5.652E-02 4.156E-02 
5 6.093E-03 6.413E-03 1.157E-01 4.609E-03 8.532E-02 3.284E-03 1.070E-01 2.174E-03 7.607E-02 6.155E-02 4.939E-02 5.548E-02 4.105E-02 
6 6.061E-03 6.357E-03 1.153E-01 4.576E-03 8.481E-02 3.268E-03 1.058E-01 2.237E-03 7.565E-02 6.107E-02 4.927E-02 5.481E-02 4.053E-02 
7 6.011E-03 6.315E-03 1.139E-01 4.536E-03 8.412E-02 3.231E-03 1.050E-01 2.143E-03 7.503E-02 6.044E-02 4.851E-02 5.421E-02 4.038E-02 
8 5.968E-03 6.257E-03 1.134E-01 4.501E-03 8.345E-02 3.215E-03 1.043E-01 2.139E-03 7.448E-02 5.983E-02 4.827E-02 5.378E-02 4.007E-02 
9 5.930E-03 6.200E-03 1.127E-01 4.482E-03 8.292E-02 3.193E-03 1.035E-01 2.119E-03 7.411E-02 5.935E-02 4.813E-02 5.355E-02 4.001E-02 

10 5.887E-03 6.178E-03 1.120E-01 4.432E-03 8.207E-02 3.164E-03 1.027E-01 2.095E-03 7.325E-02 5.905E-02 4.798E-02 5.351E-02 4.020E-02 
11 5.855E-03 6.129E-03 1.112E-01 4.412E-03 8.152E-02 3.144E-03 1.015E-01 2.073E-03 7.267E-02 5.878E-02 4.775E-02 5.356E-02 3.990E-02 
12 5.799E-03 6.124E-03 1.105E-01 4.372E-03 8.041E-02 3.113E-03 1.001E-01 2.038E-03 7.140E-02 5.844E-02 4.735E-02 5.368E-02 3.936E-02 
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table 41  Gttl (1km，B 面) 

 ch 
素子 1 2 3 4H 4L 5H 5L 6 7H 7L 8H 8L 9 10 

1 1.923E-01 4.555E-02 3.656E-02 3.098E-02 1.923E-01 3.515E-02 2.180E-01 1.798E-02 2.601E-02 1.607E-01 2.711E-02 1.682E-01 1.105E-02 1.074E-02 
2 1.906E-01 4.499E-02 3.629E-02 3.068E-02 1.906E-01 3.466E-02 2.153E-01 1.777E-02 2.583E-02 1.598E-01 2.688E-02 1.669E-01 1.107E-02 1.083E-02 
3 1.898E-01 4.479E-02 3.593E-02 3.027E-02 1.881E-01 3.436E-02 2.137E-01 1.758E-02 2.554E-02 1.584E-01 2.650E-02 1.651E-01 1.108E-02 1.088E-02 
4 1.877E-01 4.437E-02 3.557E-02 3.005E-02 1.867E-01 3.409E-02 2.118E-01 1.748E-02 2.531E-02 1.567E-01 2.641E-02 1.643E-01 1.101E-02 1.083E-02 
5 1.825E-01 4.416E-02 3.542E-02 2.971E-02 1.846E-01 3.386E-02 2.104E-01 1.728E-02 2.523E-02 1.562E-01 2.628E-02 1.633E-01 1.092E-02 1.078E-02 
6 1.869E-01 4.404E-02 3.522E-02 2.953E-02 1.834E-01 3.370E-02 2.094E-01 1.718E-02 2.506E-02 1.549E-01 2.597E-02 1.615E-01 1.084E-02 1.076E-02 
7 1.860E-01 4.363E-02 3.498E-02 2.932E-02 1.820E-01 3.329E-02 2.067E-01 1.709E-02 2.485E-02 1.536E-01 2.589E-02 1.608E-01 1.055E-02 1.070E-02 
8 1.845E-01 4.365E-02 3.477E-02 2.910E-02 1.808E-01 3.301E-02 2.051E-01 1.698E-02 2.463E-02 1.525E-01 2.564E-02 1.592E-01 1.049E-02 1.064E-02 
9 1.831E-01 4.336E-02 3.462E-02 2.896E-02 1.799E-01 3.305E-02 2.053E-01 1.687E-02 2.448E-02 1.515E-01 2.545E-02 1.580E-01 1.043E-02 1.056E-02 

10 1.805E-01 4.315E-02 3.439E-02 2.884E-02 1.789E-01 3.268E-02 2.030E-01 1.683E-02 2.421E-02 1.502E-01 2.533E-02 1.574E-01 1.036E-02 1.046E-02 
11 1.822E-01 4.307E-02 3.442E-02 2.879E-02 1.786E-01 3.243E-02 2.016E-01 1.675E-02 2.417E-02 1.495E-01 2.508E-02 1.561E-01 1.026E-02 1.039E-02 
12 1.844E-01 4.291E-02 3.427E-02 2.871E-02 1.783E-01 3.238E-02 2.012E-01 1.669E-02 2.399E-02 1.484E-01 2.500E-02 1.554E-01 1.018E-02 1.016E-02 

 
 ch 

素子 11 12 13 14 15 16 17 18 19 24 25 26 27 
1 6.340E-03 6.666E-03 1.198E-01 4.788E-03 8.735E-02 3.408E-03 1.087E-01 2.238E-03 7.663E-02 6.527E-02 5.148E-02 5.849E-02 4.359E-02 
2 6.314E-03 6.644E-03 1.192E-01 4.741E-03 8.767E-02 3.383E-03 1.092E-01 2.231E-03 7.732E-02 6.457E-02 5.131E-02 5.789E-02 4.278E-02 
3 6.259E-03 6.585E-03 1.186E-01 4.714E-03 8.717E-02 3.368E-03 1.085E-01 2.234E-03 7.708E-02 6.361E-02 5.063E-02 5.734E-02 4.261E-02 
4 6.230E-03 6.532E-03 1.177E-01 4.680E-03 8.649E-02 3.339E-03 1.083E-01 2.211E-03 7.706E-02 6.278E-02 5.037E-02 5.669E-02 4.168E-02 
5 6.155E-03 6.476E-03 1.168E-01 4.650E-03 8.609E-02 3.310E-03 1.078E-01 2.186E-03 7.646E-02 6.179E-02 4.957E-02 5.566E-02 4.116E-02 
6 6.122E-03 6.419E-03 1.164E-01 4.617E-03 8.556E-02 3.294E-03 1.067E-01 2.250E-03 7.608E-02 6.130E-02 4.944E-02 5.498E-02 4.065E-02 
7 6.072E-03 6.378E-03 1.150E-01 4.577E-03 8.485E-02 3.257E-03 1.059E-01 2.155E-03 7.545E-02 6.068E-02 4.869E-02 5.439E-02 4.051E-02 
8 6.029E-03 6.319E-03 1.146E-01 4.542E-03 8.422E-02 3.240E-03 1.051E-01 2.150E-03 7.488E-02 6.007E-02 4.843E-02 5.396E-02 4.019E-02 
9 5.991E-03 6.262E-03 1.139E-01 4.523E-03 8.368E-02 3.219E-03 1.043E-01 2.131E-03 7.450E-02 5.958E-02 4.829E-02 5.372E-02 4.012E-02 

10 5.947E-03 6.240E-03 1.130E-01 4.472E-03 8.278E-02 3.189E-03 1.035E-01 2.106E-03 7.364E-02 5.930E-02 4.816E-02 5.368E-02 4.033E-02 
11 5.914E-03 6.190E-03 1.123E-01 4.452E-03 8.227E-02 3.168E-03 1.022E-01 2.084E-03 7.309E-02 5.903E-02 4.794E-02 5.374E-02 4.003E-02 
12 5.858E-03 6.184E-03 1.116E-01 4.411E-03 8.114E-02 3.137E-03 1.009E-01 2.050E-03 7.179E-02 5.869E-02 4.752E-02 5.387E-02 3.948E-02 
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table 42  Gttl (250m，A 面) 

 ch 
素子 20 21 22 23 28 29 

1 1.978E-01 1.612E-01 4.807E-02 7.445E-02 2.136E-02 8.965E-03
2 1.977E-01 1.616E-01 4.795E-02 7.475E-02 2.130E-02 8.954E-03
3 1.964E-01 1.615E-01 4.785E-02 7.496E-02 2.132E-02 8.969E-03
4 1.965E-01 1.617E-01 4.794E-02 7.501E-02 2.136E-02 8.997E-03
5 1.959E-01 1.617E-01 4.780E-02 7.512E-02 2.139E-02 8.954E-03
6 1.927E-01 1.602E-01 4.735E-02 7.443E-02 2.146E-02 8.960E-03
7 1.928E-01 1.590E-01 4.722E-02 7.434E-02 2.148E-02 9.026E-03
8 1.928E-01 1.591E-01 4.712E-02 7.425E-02 2.140E-02 9.054E-03
9 1.919E-01 1.591E-01 4.703E-02 7.396E-02 2.138E-02 8.974E-03

10 1.917E-01 1.587E-01 4.696E-02 7.406E-02 2.137E-02 8.973E-03
11 1.910E-01 1.586E-01 4.687E-02 7.409E-02 2.136E-02 9.010E-03
12 1.911E-01 1.586E-01 4.691E-02 7.408E-02 2.136E-02 9.020E-03
13 1.911E-01 1.585E-01 4.688E-02 7.422E-02 2.124E-02 8.910E-03
14 1.886E-01 1.577E-01 4.646E-02 7.367E-02 2.111E-02 8.847E-03
15 1.887E-01 1.573E-01 4.626E-02 7.370E-02 2.107E-02 8.808E-03
16 1.886E-01 1.567E-01 4.613E-02 7.368E-02 2.101E-02 8.773E-03
17 1.885E-01 1.564E-01 4.624E-02 7.358E-02 2.098E-02 8.767E-03
18 1.875E-01 1.562E-01 4.604E-02 7.338E-02 2.102E-02 8.787E-03
19 1.868E-01 1.561E-01 4.602E-02 7.316E-02 2.103E-02 8.776E-03
20 1.870E-01 1.561E-01 4.607E-02 7.316E-02 2.098E-02 8.837E-03
21 1.865E-01 1.563E-01 4.611E-02 7.284E-02 2.095E-02 8.818E-03
22 1.858E-01 1.563E-01 4.604E-02 7.268E-02 2.097E-02 8.767E-03
23 1.857E-01 1.556E-01 4.576E-02 7.267E-02 2.089E-02 8.727E-03
24 1.855E-01 1.554E-01 4.581E-02 7.267E-02 2.085E-02 8.653E-03
25 1.854E-01 1.555E-01 4.570E-02 7.273E-02 2.086E-02 8.618E-03
26 1.834E-01 1.545E-01 4.529E-02 7.221E-02 2.086E-02 8.597E-03
27 1.828E-01 1.540E-01 4.514E-02 7.209E-02 2.078E-02 8.617E-03
28 1.829E-01 1.533E-01 4.505E-02 7.178E-02 2.076E-02 8.617E-03
29 1.825E-01 1.533E-01 4.507E-02 7.149E-02 2.067E-02 8.613E-03
30 1.821E-01 1.532E-01 4.491E-02 7.141E-02 2.059E-02 8.648E-03
31 1.819E-01 1.536E-01 4.489E-02 7.133E-02 2.056E-02 8.574E-03
32 1.816E-01 1.538E-01 4.484E-02 7.144E-02 2.053E-02 8.551E-03
33 1.820E-01 1.537E-01 4.494E-02 7.131E-02 2.056E-02 8.545E-03
34 1.815E-01 1.535E-01 4.476E-02 7.111E-02 2.047E-02 8.567E-03
35 1.813E-01 1.529E-01 4.465E-02 7.108E-02 2.042E-02 8.607E-03
36 1.814E-01 1.528E-01 4.472E-02 7.116E-02 2.039E-02 8.590E-03
37 1.816E-01 1.528E-01 4.456E-02 7.116E-02 2.033E-02 8.650E-03
38 1.813E-01 1.532E-01 4.457E-02 7.110E-02 2.033E-02 8.611E-03
39 1.807E-01 1.531E-01 4.438E-02 7.103E-02 2.031E-02 8.491E-03
40 1.801E-01 1.530E-01 4.426E-02 7.054E-02 2.021E-02 8.565E-03
41 1.806E-01 1.525E-01 4.414E-02 7.047E-02 2.021E-02 8.567E-03
42 1.797E-01 1.522E-01 4.393E-02 7.055E-02 2.021E-02 8.480E-03
43 1.793E-01 1.516E-01 4.387E-02 7.023E-02 2.009E-02 8.420E-03
44 1.797E-01 1.518E-01 4.383E-02 7.013E-02 1.999E-02 8.382E-03
45 1.794E-01 1.517E-01 4.368E-02 7.012E-02 1.976E-02 8.356E-03
46 1.777E-01 1.504E-01 4.330E-02 6.958E-02 1.962E-02 8.313E-03
47 1.775E-01 1.503E-01 4.315E-02 6.919E-02 1.955E-02 8.309E-03
48 1.778E-01 1.503E-01 4.314E-02 6.895E-02 1.947E-02 8.261E-03
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table 43  Gttl (250m，B 面) 

 ch 
素子 20 21 22 23 28 29 

1 2.012E-01 1.634E-01 4.857E-02 7.488E-02 2.141E-02 8.983E-03
2 2.011E-01 1.637E-01 4.844E-02 7.519E-02 2.135E-02 8.972E-03
3 1.997E-01 1.636E-01 4.835E-02 7.542E-02 2.138E-02 8.989E-03
4 1.999E-01 1.638E-01 4.843E-02 7.545E-02 2.141E-02 9.016E-03
5 1.992E-01 1.638E-01 4.829E-02 7.558E-02 2.145E-02 8.974E-03
6 1.960E-01 1.623E-01 4.784E-02 7.488E-02 2.151E-02 8.978E-03
7 1.961E-01 1.611E-01 4.772E-02 7.481E-02 2.154E-02 9.045E-03
8 1.962E-01 1.613E-01 4.760E-02 7.474E-02 2.145E-02 9.072E-03
9 1.952E-01 1.612E-01 4.752E-02 7.443E-02 2.143E-02 8.991E-03

10 1.949E-01 1.607E-01 4.745E-02 7.450E-02 2.142E-02 8.992E-03
11 1.943E-01 1.606E-01 4.737E-02 7.455E-02 2.142E-02 9.027E-03
12 1.944E-01 1.607E-01 4.739E-02 7.454E-02 2.141E-02 9.039E-03
13 1.944E-01 1.606E-01 4.738E-02 7.468E-02 2.129E-02 8.929E-03
14 1.920E-01 1.597E-01 4.694E-02 7.412E-02 2.117E-02 8.865E-03
15 1.921E-01 1.593E-01 4.673E-02 7.414E-02 2.112E-02 8.827E-03
16 1.920E-01 1.588E-01 4.662E-02 7.411E-02 2.107E-02 8.792E-03
17 1.919E-01 1.584E-01 4.671E-02 7.402E-02 2.104E-02 8.784E-03
18 1.908E-01 1.582E-01 4.650E-02 7.381E-02 2.107E-02 8.805E-03
19 1.901E-01 1.582E-01 4.650E-02 7.359E-02 2.108E-02 8.794E-03
20 1.903E-01 1.582E-01 4.655E-02 7.358E-02 2.103E-02 8.857E-03
21 1.897E-01 1.584E-01 4.659E-02 7.329E-02 2.101E-02 8.836E-03
22 1.891E-01 1.585E-01 4.653E-02 7.313E-02 2.102E-02 8.785E-03
23 1.890E-01 1.577E-01 4.623E-02 7.313E-02 2.094E-02 8.745E-03
24 1.888E-01 1.575E-01 4.628E-02 7.312E-02 2.090E-02 8.672E-03
25 1.886E-01 1.576E-01 4.618E-02 7.319E-02 2.092E-02 8.636E-03
26 1.866E-01 1.565E-01 4.577E-02 7.262E-02 2.091E-02 8.616E-03
27 1.861E-01 1.561E-01 4.561E-02 7.252E-02 2.084E-02 8.633E-03
28 1.862E-01 1.554E-01 4.552E-02 7.222E-02 2.082E-02 8.634E-03
29 1.856E-01 1.553E-01 4.552E-02 7.193E-02 2.072E-02 8.630E-03
30 1.852E-01 1.552E-01 4.537E-02 7.186E-02 2.065E-02 8.666E-03
31 1.851E-01 1.557E-01 4.536E-02 7.175E-02 2.062E-02 8.592E-03
32 1.848E-01 1.557E-01 4.530E-02 7.187E-02 2.058E-02 8.567E-03
33 1.851E-01 1.558E-01 4.541E-02 7.175E-02 2.061E-02 8.563E-03
34 1.848E-01 1.557E-01 4.524E-02 7.155E-02 2.052E-02 8.585E-03
35 1.845E-01 1.551E-01 4.513E-02 7.153E-02 2.047E-02 8.625E-03
36 1.846E-01 1.548E-01 4.521E-02 7.164E-02 2.044E-02 8.609E-03
37 1.849E-01 1.549E-01 4.505E-02 7.160E-02 2.039E-02 8.667E-03
38 1.845E-01 1.552E-01 4.504E-02 7.155E-02 2.039E-02 8.629E-03
39 1.839E-01 1.551E-01 4.486E-02 7.147E-02 2.036E-02 8.508E-03
40 1.832E-01 1.551E-01 4.474E-02 7.098E-02 2.027E-02 8.582E-03
41 1.838E-01 1.546E-01 4.463E-02 7.091E-02 2.026E-02 8.584E-03
42 1.829E-01 1.542E-01 4.440E-02 7.099E-02 2.026E-02 8.497E-03
43 1.826E-01 1.536E-01 4.434E-02 7.066E-02 2.015E-02 8.437E-03
44 1.829E-01 1.539E-01 4.430E-02 7.056E-02 2.004E-02 8.400E-03
45 1.826E-01 1.538E-01 4.413E-02 7.057E-02 1.981E-02 8.374E-03
46 1.808E-01 1.524E-01 4.377E-02 7.004E-02 1.967E-02 8.330E-03
47 1.807E-01 1.523E-01 4.360E-02 6.961E-02 1.960E-02 8.326E-03
48 1.810E-01 1.524E-01 4.360E-02 6.938E-02 1.952E-02 8.278E-03
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table 44  Cρ0 ,Cρ1 ,Cρ2 

 A 面 B 面 
ch Cρ0 Cρ1 Cρ2 Cρ0 Cρ1 Cρ2 
1 8.42E-01 1.96E-03 -3.47E-05 8.40E-01 1.74E-03 -2.94E-05 
2 9.22E-01 1.13E-03 -2.23E-05 9.18E-01 9.21E-04 -1.90E-05 
3 9.48E-01 7.59E-04 -1.55E-05 9.42E-01 6.81E-04 -1.44E-05 
4 9.69E-01 3.48E-04 -7.45E-06 9.65E-01 3.28E-04 -7.38E-06 
5 9.73E-01 2.33E-04 -5.53E-06 9.70E-01 2.12E-04 -5.40E-06 
6 9.76E-01 1.24E-04 -3.65E-06 9.75E-01 8.60E-05 -3.14E-06 
7 9.78E-01 -4.25E-05 -1.35E-06 9.77E-01 1.20E-05 -1.84E-06 
8 9.76E-01 -2.21E-05 -1.53E-06 9.77E-01 -3.79E-05 -1.06E-06 
9 9.75E-01 1.32E-05 -2.01E-06 9.77E-01 -9.09E-05 -2.62E-07 

10 9.68E-01 2.13E-04 -5.06E-06 9.73E-01 2.91E-05 -2.11E-06 
11 9.64E-01 3.18E-04 -6.32E-06 9.69E-01 1.48E-04 -3.85E-06 
12 9.65E-01 2.68E-04 -5.62E-06 9.68E-01 2.17E-04 -4.72E-06 
13 9.65E-01 2.77E-04 -5.74E-06 9.68E-01 2.06E-04 -4.58E-06 
14 9.66E-01 1.87E-04 -4.20E-06 9.67E-01 2.06E-04 -4.63E-06 
15 9.66E-01 1.87E-04 -4.20E-06 9.67E-01 2.06E-04 -4.63E-06 
16 9.66E-01 1.13E-04 -2.37E-06 9.68E-01 1.38E-04 -3.06E-06 
17 9.67E-01 1.12E-04 -2.11E-06 9.68E-01 1.42E-04 -2.78E-06 
18 9.67E-01 2.38E-04 -2.64E-06 9.72E-01 -1.38E-05 1.35E-06 
19 9.66E-01 2.80E-04 -3.24E-06 9.73E-01 -1.70E-05 1.38E-06 
20 9.71E-01 2.79E-04 -6.22E-06 9.69E-01 2.39E-04 -5.86E-06 
21 9.76E-01 -2.56E-05 -1.51E-06 9.77E-01 -3.72E-05 -1.05E-06 
22 9.66E-01 2.74E-04 -5.81E-06 9.70E-01 1.36E-04 -3.65E-06 
23 9.67E-01 1.32E-04 -1.43E-06 9.70E-01 7.00E-05 -6.05E-07 
24 9.76E-01 8.15E-05 -4.40E-07 9.77E-01 1.39E-04 -5.43E-07 
25 9.78E-01 6.81E-05 -4.54E-07 9.79E-01 1.59E-04 -1.04E-06 
26 9.80E-01 1.05E-04 -1.19E-06 9.81E-01 1.69E-04 -1.47E-06 
27 9.80E-01 1.35E-04 -1.81E-06 9.81E-01 2.70E-04 -3.10E-06 
28 9.71E-01 1.02E-03 -1.55E-05 9.93E-01 -8.78E-05 -2.03E-07 
29 9.78E-01 5.53E-04 -8.42E-06 9.94E-01 -5.06E-05 -9.08E-07 
30 9.78E-01 7.19E-04 -1.26E-05 9.78E-01 7.19E-04 -1.26E-05 
31 9.82E-01 6.13E-04 -1.33E-05 9.82E-01 6.13E-04 -1.33E-05 
32 9.84E-01 5.51E-04 -1.21E-05 9.84E-01 5.51E-04 -1.21E-05 
33 9.84E-01 5.68E-04 -1.26E-05 9.84E-01 5.68E-04 -1.26E-05 
34 9.69E-01 1.15E-03 -4.01E-05 9.69E-01 1.15E-03 -4.01E-05 
35 9.79E-01 7.55E-04 -2.44E-05 9.79E-01 7.55E-04 -2.44E-05 
36 9.85E-01 4.03E-04 -1.34E-05 9.85E-01 4.03E-04 -1.34E-05 
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table 45  Bs,scn 

Ch A 面 [Wm-2sr-1μm-1] B 面 [Wm-2sr-1μm-1]
30 1.225E-01 1.225E-01 
31 3.448E+00 3.448E+00 
32 4.262E+00 4.262E+00 
33 4.483E+00 4.483E+00 
34 5.566E+00 5.566E+00 
35 6.213E+00 6.213E+00 
36 6.004E+00 6.004E+00 
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table 46  過飽和判定用 ch および DN0,Lmax 

過飽和 ch 素子 DN0 過飽和判定用 ch 素子 Lmax 
 [Wm-2sr-1μm-1] 

1 3080.7 1 46.306 
2 3080.9 2 46.306 
3 3081.7 3 46.306 
4 3079.1 4 46.306 
5 3076.7 5 46.306 
6 3077.1 6 46.306 
7 3076.9 7 46.306 
8 3074.8 8 46.306 
9 3068.5 9 46.306 

10 3063.5 10 46.306 
11 3060.4 11 46.306 

10 
A 面 

12 3056.4

13 
A 面 

12 46.306 
1 3083.0 1 46.306 
2 3083.3 2 46.306 
3 3084.1 3 46.306 
4 3081.4 4 46.306 
5 3079.1 5 46.306 
6 3079.3 6 46.306 
7 3079.3 7 46.306 
8 3077.2 8 46.306 
9 3070.8 9 46.306 

10 3066.0 10 46.306 
11 3062.9 11 46.306 

10 
B 面 

12 3058.7

13 
B 面 

12 46.306 
1 3490.7 1 29.624 
2 3491.0 2 29.624 
3 3488.4 3 29.624 
4 3497.4 4 29.624 
5 3487.8 5 29.624 
6 3494.5 6 29.624 
7 3487.2 7 29.624 
8 3489.9 8 29.624 
9 3484.7 9 29.624 

10 3480.9 10 29.624 
11 3473.3 11 29.624 

11 
A 面 

12 3473.4

13 
A 面 

12 29.624 
1 3493.8 1 29.624 
2 3494.1 2 29.624 
3 3491.6 3 29.624 
4 3500.5 4 29.624 
5 3491.2 5 29.624 
6 3497.9 6 29.624 
7 3490.6 7 29.624 
8 3493.3 8 29.624 
9 3488.3 9 29.624 

10 3484.5 10 29.624 
11 3477.0 11 29.624 

11 
B 面 

12 3477.0

13 
B 面 

12 29.624 
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過飽和 ch 素子 DN0 過飽和判定用 ch 素子 Lmax 

 [Wm-2sr-1μm-1] 
1 3556.3 1 30.789 
2 3553.7 2 30.789 
3 3549.5 3 30.789 
4 3551.2 4 30.789 
5 3547.5 5 30.789 
6 3532.0 6 30.789 
7 3533.1 7 30.789 
8 3527.1 8 30.789 
9 3517.1 9 30.789 

10 3522.9 10 30.789 
11 3522.1 11 30.789 

12 
A 面 

12 3521.6

13 
A 面 

12 30.789 
1 3559.0 1 30.789 
2 3556.4 2 30.789 
3 3552.2 3 30.789 
4 3554.0 4 30.789 
5 3550.2 5 30.789 
6 3534.8 6 30.789 
7 3536.1 7 30.789 
8 3530.1 8 30.789 
9 3520.2 9 30.789 

10 3525.9 10 30.789 
11 3525.3 11 30.789 

12 
B 面 

12 3524.8

13 
B 面 

12 30.789 
1 3560.7 1 19.344 
2 3553.3 2 19.344 
3 3561.3 3 19.344 
4 3555.5 4 19.344 
5 3550.8 5 19.344 
6 3546.2 6 19.344 
7 3551.8 7 19.344 
8 3545.2 8 19.344 
9 3554.6 9 19.344 

10 3555.3 10 19.344 
11 3556.4 11 19.344 

14 
A 面 

12 3548.0

15 
A 面 

12 19.344 
1 3562.8 1 19.344 
2 3555.5 2 19.344 
3 3563.5 3 19.344 
4 3557.8 4 19.344 
5 3553.2 5 19.344 
6 3548.4 6 19.344 
7 3554.1 7 19.344 
8 3547.6 8 19.344 
9 3557.0 9 19.344 

10 3557.8 10 19.344 
11 3558.7 11 19.344 

14 
B 面 

12 3550.4

15 
B 面 

12 19.344 
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過飽和 ch 素子 DN0 過飽和判定用 ch 素子 Lmax 

 [Wm-2sr-1μm-1] 
1 3517.7 1 13.067 
2 3515.5 2 13.067 
3 3521.3 3 13.067 
4 3519.4 4 13.067 
5 3514.6 5 13.067 
6 3528.8 6 13.067 
7 3521.2 7 13.067 
8 3515.4 8 13.067 
9 3509.2 9 13.067 

10 3507.1 10 13.067 
11 3494.0 11 13.067 

16 
A 面 

12 3500.9

17 
A 面 

12 13.067 
1 3519.8 1 13.067 
2 3517.4 2 13.067 
3 3523.4 3 13.067 
4 3521.5 4 13.067 
5 3516.7 5 13.067 
6 3530.9 6 13.067 
7 3523.4 7 13.067 
8 3517.6 8 13.067 
9 3511.5 9 13.067 

10 3509.5 10 13.067 
11 3496.5 11 13.067 

16 
B 面 

12 3503.4

17 
B 面 

12 13.067 
1 3300.9 1 9.067 
2 3316.9 2 9.067 
3 3327.6 3 9.067 
4 3318.3 4 9.067 
5 3307.1 5 9.067 
6 3322.8 6 9.067 
7 3308.9 7 9.067 
8 3307.0 8 9.067 
9 3291.6 9 9.067 

10 3302.2 10 9.067 
11 3291.8 11 9.067 

18 
A 面 

12 3282.0

19 
A 面 

12 9.067 
1 3303.2 1 9.067 
2 3319.2 2 9.067 
3 3329.9 3 9.067 
4 3320.7 4 9.067 
5 3309.6 5 9.067 
6 3325.0 6 9.067 
7 3311.5 7 9.067 
8 3309.5 8 9.067 
9 3294.2 9 9.067 

10 3304.8 10 9.067 
11 3294.5 11 9.067 

18 
B 面 

12 3284.8

19 
B 面 

12 9.067 
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table 47  Gcal (1km ch) 

 ch 
素子番号 1 2 3 4H 4L 5H 5L 6 7H 7L 8H 8L 9 10 11 12 13 14 15 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
9 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

 
 ch 

素子番号 16 17 18 19 24 25 26 27 30 31 32 33 34 35 36 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
8 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
9 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
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table 48  Gcal (250m ch) 

 ch 
素子番号 20 21 22 23 28 29 

1 1 1 1 1 1 1 
2 1 1 1 1 1 1 
3 1 1 1 1 1 1 
4 1 1 1 1 1 1 
5 1 1 1 1 1 1 
6 1 1 1 1 1 1 
7 1 1 1 1 1 1 
8 1 1 1 1 1 1 
9 1 1 1 1 1 1 

10 1 1 1 1 1 1 
11 1 1 1 1 1 1 
12 1 1 1 1 1 1 
13 1 1 1 1 1 1 
14 1 1 1 1 1 1 
15 1 1 1 1 1 1 
16 1 1 1 1 1 1 
17 1 1 1 1 1 1 
18 1 1 1 1 1 1 
19 1 1 1 1 1 1 
20 1 1 1 1 1 1 
21 1 1 1 1 1 1 
22 1 1 1 1 1 1 
23 1 1 1 1 1 1 
24 1 1 1 1 1 1 
25 1 1 1 1 1 1 
26 1 1 1 1 1 1 
27 1 1 1 1 1 1 
28 1 1 1 1 1 1 
29 1 1 1 1 1 1 
30 1 1 1 1 1 1 
31 1 1 1 1 1 1 
32 1 1 1 1 1 1 
33 1 1 1 1 1 1 
34 1 1 1 1 1 1 
35 1 1 1 1 1 1 
36 1 1 1 1 1 1 
37 1 1 1 1 1 1 
38 1 1 1 1 1 1 
39 1 1 1 1 1 1 
40 1 1 1 1 1 1 
41 1 1 1 1 1 1 
42 1 1 1 1 1 1 
43 1 1 1 1 1 1 
44 1 1 1 1 1 1 
45 1 1 1 1 1 1 
46 1 1 1 1 1 1 
47 1 1 1 1 1 1 
48 1 1 1 1 1 1 
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table 49  C0(A 面) 

 ch 
素子 30 31 32 33 34 35 36 

1 -1.362E-03 -5.239E-03 -8.102E-03 -9.271E-03 -4.039E-02 -1.232E-02 -1.702E-02
2 -3.082E-03 -5.449E-03 -8.685E-03 -8.668E-03 -3.631E-02 -1.142E-02 -1.618E-02
3 -3.111E-03 -7.973E-03 -9.993E-03 -8.761E-03 -3.677E-02 -8.926E-03 -1.845E-02
4 -3.783E-03 -7.367E-03 -8.345E-03 -8.912E-03 -3.669E-02 -1.007E-02 -1.447E-02
5 2.519E-04 -4.529E-03 -4.856E-03 -9.599E-03 -3.687E-02 -9.453E-03 -1.266E-02
6 3.668E-04 -2.611E-03 -4.433E-03 -5.210E-03 -3.375E-02 -8.809E-03 -1.436E-02
7 1.121E-03 -3.552E-03 -5.336E-03 -5.081E-03 -3.440E-02 -1.034E-02 -1.384E-02
8 -1.069E-03 -2.992E-03 -3.251E-03 -6.141E-03 -3.061E-02 -8.538E-03 -1.280E-02
9 -2.415E-03 -3.442E-03 -3.892E-03 -2.052E-03 -3.367E-02 -6.451E-03 -1.511E-02

10 -4.888E-03 -3.890E-03 -3.904E-03 -2.550E-03 -3.139E-02 -7.452E-03 -1.770E-02
11 -6.310E-03 -5.295E-03 -5.587E-03 -6.011E-03 -3.464E-02 -8.054E-03 -1.379E-02
12 -3.525E-03 -6.910E-03 -7.537E-03 -7.216E-03 -3.965E-02 -9.015E-03 -1.329E-02

 

table 50  C0(B 面) 

 ch 
素子 30 31 32 33 34 35 36 

1 -2.101E-03 -9.914E-03 -1.415E-02 -1.371E-02 -5.246E-02 -2.007E-02 -2.387E-02
2 -3.496E-03 -9.782E-03 -1.517E-02 -1.440E-02 -4.736E-02 -1.869E-02 -2.088E-02
3 -3.495E-03 -1.263E-02 -1.629E-02 -1.488E-02 -4.889E-02 -1.693E-02 -2.267E-02
4 -3.495E-03 -1.141E-02 -1.512E-02 -1.403E-02 -4.774E-02 -1.634E-02 -2.107E-02
5 -6.132E-04 -8.546E-03 -8.537E-03 -1.456E-02 -4.764E-02 -1.607E-02 -1.819E-02
6 -1.331E-05 -6.764E-03 -9.950E-03 -9.600E-03 -4.494E-02 -1.444E-02 -2.172E-02
7 6.907E-04 -7.612E-03 -1.098E-02 -9.917E-03 -4.446E-02 -1.690E-02 -1.986E-02
8 -1.464E-03 -7.122E-03 -1.047E-02 -9.924E-03 -4.286E-02 -1.604E-02 -1.901E-02
9 -2.440E-03 -7.637E-03 -1.079E-02 -6.959E-03 -4.561E-02 -1.410E-02 -1.913E-02

10 -4.009E-03 -7.510E-03 -1.024E-02 -7.569E-03 -4.103E-02 -1.589E-02 -2.243E-02
11 -5.448E-03 -9.311E-03 -1.009E-02 -1.022E-02 -4.637E-02 -1.450E-02 -2.073E-02
12 -4.037E-03 -9.260E-03 -1.218E-02 -1.244E-02 -4.988E-02 -1.625E-02 -1.882E-02

 

table 51  C1 (A 面) 

 ch 
素子 30 31 32 33 34 35 36 

1 5.159E-04 1.995E-03 2.984E-03 3.174E-03 4.745E-03 3.933E-03 3.912E-03
2 5.251E-04 2.004E-03 2.970E-03 3.125E-03 4.692E-03 3.882E-03 3.893E-03
3 5.483E-04 1.997E-03 2.913E-03 3.075E-03 4.684E-03 3.800E-03 3.916E-03
4 5.433E-04 1.978E-03 2.927E-03 3.092E-03 4.623E-03 3.877E-03 3.880E-03
5 5.437E-04 1.988E-03 2.915E-03 3.083E-03 4.605E-03 3.898E-03 3.881E-03
6 5.593E-04 1.981E-03 2.924E-03 3.078E-03 4.701E-03 3.886E-03 3.853E-03
7 5.532E-04 1.944E-03 2.917E-03 3.106E-03 4.710E-03 3.954E-03 3.848E-03
8 5.574E-04 1.979E-03 2.934E-03 3.129E-03 4.645E-03 3.895E-03 3.870E-03
9 5.225E-04 2.021E-03 2.888E-03 3.066E-03 4.734E-03 3.897E-03 3.846E-03

10 5.253E-04 1.958E-03 2.940E-03 3.015E-03 4.637E-03 3.876E-03 3.804E-03
11 5.153E-04 1.996E-03 2.941E-03 3.051E-03 4.716E-03 3.921E-03 3.850E-03
12 4.945E-04 1.998E-03 2.949E-03 3.082E-03 4.959E-03 3.913E-03 3.847E-03
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table 52  C1(B 面) 

 ch 
素子 30 31 32 33 34 35 36 

1 5.178E-04 1.997E-03 2.988E-03 3.177E-03 4.753E-03 3.935E-03 3.915E-03
2 5.247E-04 2.005E-03 2.973E-03 3.128E-03 4.701E-03 3.885E-03 3.893E-03
3 5.504E-04 1.998E-03 2.917E-03 3.079E-03 4.691E-03 3.805E-03 3.915E-03
4 5.445E-04 1.978E-03 2.932E-03 3.093E-03 4.629E-03 3.879E-03 3.884E-03
5 5.442E-04 1.988E-03 2.916E-03 3.085E-03 4.611E-03 3.900E-03 3.880E-03
6 5.604E-04 1.983E-03 2.926E-03 3.081E-03 4.708E-03 3.887E-03 3.856E-03
7 5.544E-04 1.946E-03 2.922E-03 3.109E-03 4.717E-03 3.957E-03 3.852E-03
8 5.589E-04 1.981E-03 2.938E-03 3.130E-03 4.653E-03 3.899E-03 3.873E-03
9 5.223E-04 2.023E-03 2.893E-03 3.068E-03 4.743E-03 3.900E-03 3.847E-03

10 5.243E-04 1.959E-03 2.944E-03 3.017E-03 4.642E-03 3.879E-03 3.805E-03
11 5.137E-04 1.998E-03 2.942E-03 3.051E-03 4.726E-03 3.922E-03 3.853E-03
12 4.951E-04 1.998E-03 2.949E-03 3.084E-03 4.968E-03 3.916E-03 3.849E-03

 

table 53  C2(A 面) 

 ch 
素子 30 31 32 33 34 35 36 

1 1.808E-08 3.818E-08 8.597E-08 1.010E-07 1.704E-07 2.528E-07 1.499E-07
2 1.522E-08 3.830E-08 8.756E-08 9.776E-08 1.828E-07 2.511E-07 1.502E-07
3 1.262E-08 3.788E-08 8.686E-08 1.056E-07 1.817E-07 2.472E-07 1.440E-07
4 1.371E-08 3.721E-08 8.760E-08 9.552E-08 1.770E-07 2.614E-07 1.426E-07
5 1.376E-08 3.850E-08 8.749E-08 1.045E-07 1.811E-07 2.560E-07 1.439E-07
6 1.236E-08 3.845E-08 8.773E-08 1.047E-07 1.829E-07 2.617E-07 1.465E-07
7 1.456E-08 3.676E-08 8.825E-08 1.011E-07 1.868E-07 2.618E-07 1.479E-07
8 1.477E-08 3.814E-08 9.059E-08 9.951E-08 1.832E-07 2.625E-07 1.468E-07
9 2.006E-08 3.659E-08 8.658E-08 1.016E-07 1.841E-07 2.540E-07 1.454E-07

10 2.012E-08 4.019E-08 9.080E-08 1.119E-07 1.958E-07 2.559E-07 1.526E-07
11 2.399E-08 3.935E-08 8.920E-08 1.104E-07 1.795E-07 2.671E-07 1.522E-07
12 2.562E-08 3.877E-08 8.813E-08 1.078E-07 1.479E-07 2.649E-07 1.592E-07

 

table 54  C2(B 面) 

 ch 
素子 30 31 32 33 34 35 36 

1 1.728E-08 3.818E-08 8.573E-08 1.009E-07 1.710E-07 2.533E-07 1.497E-07
2 1.551E-08 3.847E-08 8.747E-08 9.810E-08 1.830E-07 2.513E-07 1.508E-07
3 1.181E-08 3.797E-08 8.639E-08 1.052E-07 1.823E-07 2.472E-07 1.446E-07
4 1.349E-08 3.772E-08 8.712E-08 9.585E-08 1.780E-07 2.620E-07 1.422E-07
5 1.385E-08 3.890E-08 8.788E-08 1.048E-07 1.820E-07 2.566E-07 1.448E-07
6 1.204E-08 3.824E-08 8.778E-08 1.046E-07 1.836E-07 2.621E-07 1.462E-07
7 1.430E-08 3.662E-08 8.761E-08 1.013E-07 1.874E-07 2.622E-07 1.474E-07
8 1.429E-08 3.761E-08 9.023E-08 9.990E-08 1.837E-07 2.624E-07 1.464E-07
9 2.009E-08 3.642E-08 8.600E-08 1.017E-07 1.843E-07 2.544E-07 1.455E-07

10 2.065E-08 4.020E-08 9.071E-08 1.123E-07 1.970E-07 2.561E-07 1.528E-07
11 2.484E-08 3.944E-08 8.939E-08 1.112E-07 1.793E-07 2.682E-07 1.521E-07
12 2.579E-08 3.894E-08 8.872E-08 1.081E-07 1.478E-07 2.650E-07 1.591E-07
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table 55  a,b,c,d 

 a b c d 
ランプ A     
ランプ B     

 

table 56  kilc,tilc  

 kilc tilc 
ランプ A   
ランプ B   
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table 57  lilc1 (1km,ﾗﾝﾌﾟ A 系) 

 ch 
素子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1             
2             
3             
4             
5             
6             
7             
8             
9             

10             
11             
12             

 
 ch 

素子 13 14 15 16 17 18 19 24 25 26 27 
1            
2            
3            
4            
5            
6            
7            
8            
9            

10            
11            
12            
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table 58  lilc1 (1km,ﾗﾝﾌﾟ B 系) 

 ch 
素子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1             
2             
3             
4             
5             
6             
7             
8             
9             

10             
11             
12             

 
 ch 

素子 13 14 15 16 17 18 19 24 25 26 27 
1            
2            
3            
4            
5            
6            
7            
8            
9            

10            
11            
12            
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table 59  lilc2 (1km,ﾗﾝﾌﾟ A 系) 

 ch 
素子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1             
2             
3             
4             
5             
6             
7             
8             
9             

10             
11             
12             

 
 ch 

素子 13 14 15 16 17 18 19 24 25 26 27 
1            
2            
3            
4            
5            
6            
7            
8            
9            

10            
11            
12            
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table 60  lilc2 (1km,ﾗﾝﾌﾟ B 系) 

 ch 
素子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1             
2             
3             
4             
5             
6             
7             
8             
9             

10             
11             
12             

 
 ch 

素子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1             
2             
3             
4             
5             
6             
7             
8             
9             

10             
11             
12             
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table 61  lilc1 (250m,ﾗﾝﾌﾟ A 系) 

 ch 
素子 20 21 22 23 28 29 
1       
2       
3       
4       
5       
6       
7       
8       
9       
10       
11       
12       
13       
14       
15       
16       
17       
18       
19       
20       
21       
22       
23       
24       
25       
26       
27       
28       
29       
30       
31       
32       
33       
34       
35       
36       
37       
38       
39       
40       
41       
42       
43       
44       
45       
46       
47       
48       
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table 62  lilc1 (250m,ﾗﾝﾌﾟ B 系) 

 ch 
素子 20 21 22 23 28 29 
1       
2       
3       
4       
5       
6       
7       
8       
9       
10       
11       
12       
13       
14       
15       
16       
17       
18       
19       
20       
21       
22       
23       
24       
25       
26       
27       
28       
29       
30       
31       
32       
33       
34       
35       
36       
37       
38       
39       
40       
41       
42       
43       
44       
45       
46       
47       
48       
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table 63  lilc2 (250m,ﾗﾝﾌﾟ A 系) 

 ch 
素子 20 21 22 23 28 29 
1       
2       
3       
4       
5       
6       
7       
8       
9       
10       
11       
12       
13       
14       
15       
16       
17       
18       
19       
20       
21       
22       
23       
24       
25       
26       
27       
28       
29       
30       
31       
32       
33       
34       
35       
36       
37       
38       
39       
40       
41       
42       
43       
44       
45       
46       
47       
48       
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table 64  lilc2 (250m,ﾗﾝﾌﾟ B 系) 

 ch 
素子 20 21 22 23 28 29 
1       
2       
3       
4       
5       
6       
7       
8       
9       
10       
11       
12       
13       
14       
15       
16       
17       
18       
19       
20       
21       
22       
23       
24       
25       
26       
27       
28       
29       
30       
31       
32       
33       
34       
35       
36       
37       
38       
39       
40       
41       
42       
43       
44       
45       
46       
47       
48       
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table 65  Gilc (1km,ﾗﾝﾌﾟ A 系) 

 ch 
素子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1             
2             
3             
4             
5             
6             
7             
8             
9             

10             
11             
12             

 
 ch 

素子 13 14 15 16 17 18 19 24 25 26 27 
1            
2            
3            
4            
5            
6            
7            
8            
9            

10            
11            
12            
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table 66  Gilc (1km,ﾗﾝﾌﾟ B 系) 

 ch 
素子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1             
2             
3             
4             
5             
6             
7             
8             
9             

10             
11             
12             

 
 ch 

素子 13 14 15 16 17 18 19 24 25 26 27 
1            
2            
3            
4            
5            
6            
7            
8            
9            

10            
11            
12            
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table 67  Gilc (250m,ﾗﾝﾌﾟ A 系) 

 ch 
素子 20 21 22 23 28 29 
1       
2       
3       
4       
5       
6       
7       
8       
9       
10       
11       
12       
13       
14       
15       
16       
17       
18       
19       
20       
21       
22       
23       
24       
25       
26       
27       
28       
29       
30       
31       
32       
33       
34       
35       
36       
37       
38       
39       
40       
41       
42       
43       
44       
45       
46       
47       
48       
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table 68  Gilc(250m,ﾗﾝﾌﾟ B 系) 

 ch 
素子 20 21 22 23 28 29 
1       
2       
3       
4       
5       
6       
7       
8       
9       
10       
11       
12       
13       
14       
15       
16       
17       
18       
19       
20       
21       
22       
23       
24       
25       
26       
27       
28       
29       
30       
31       
32       
33       
34       
35       
36       
37       
38       
39       
40       
41       
42       
43       
44       
45       
46       
47       
48       
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table 69  Lsunav 

ch Lsunav [Wm-2sr-1μm-1] 
1  
2  
3  
4  
5  
6  
7  
8  
9  

10  
11  
12  
13  
14  
15  
16  
17  
18  
19  
20  
21  
22  
23  
24  
25  
26  
27  
28  
29  
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table 70  D 

通日 D [AU] 通日 D [AU] 

-3 0.98341 187 1.01674 
7 0.98335 197 1.01643 

17 0.98371 207 1.01574 
27 0.98462 217 1.01458 
37 0.98603 227 1.01294 
47 0.98777 237 1.01100 
57 0.98994 247 1.00872 
67 0.99243 257 1.00611 
77 0.99505 267 1.00342 
87 0.99788 277 1.00057 
97 1.00078 287 0.99765 

107 1.00357 297 0.99489 
117 1.00631 307 0.99222 
127 1.00888 317 0.98974 
137 1.01110 327 0.98765 
147 1.01307 337 0.98588 
157 1.01467 347 0.98450 
167 1.01577 357 0.98369 
177 1.01649 367 0.98332 
187 1.01674 AU: 天文単位 

 

table 71  拡散板法線ベクトル 

X Y Z 
0.405889560 0.228599290 0.884870629 
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table 72  Gd (1km) 

 ch 
素子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1             
2             
3             
4             
5             
6             
7             
8             
9             

10             
11             
12             

 
 ch 

素子 13 14 15 16 17 18 19 24 25 26 27 
1            
2            
3            
4            
5            
6            
7            
8            
9            

10            
11            
12            
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table 73  Gd (250m) 

 ch 
素子 20 21 22 23 28 29 
1       
2       
3       
4       
5       
6       
7       
8       
9       
10       
11       
12       
13       
14       
15       
16       
17       
18       
19       
20       
21       
22       
23       
24       
25       
26       
27       
28       
29       
30       
31       
32       
33       
34       
35       
36       
37       
38       
39       
40       
41       
42       
43       
44       
45       
46       
47       
48       
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table 74  tslc,kslc,lslc1,lslc2 

ch tslc kslc lslc1 lslc2 
1     
2     
3     
4     
5     
6     
7     
8     
9     
10     
11     
12     
13     
14     
15     
16     
17     
18     
19     
20     
21     
22     
23     
24     
25     
26     
27     
28     
29     
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table 75  kbbc 

kbbc 
2 

 

table 76  Cbb 

 ch 
走査面 30 31 32 33 34 35 36 

A 1.099421 0.985845 0.985659 0.983708 0.987973 0.984587 0.99037
B 1.099421 0.985845 0.985659 0.983708 0.987973 0.984587 0.99037

 

table 77  Vni,vni 

 該当 ch V1i V2i V3i V4i V5i V6i 
1 1,2,3,6,9 224.71 631.15 1236.36 2046.31 2857.41 3668.76 
2 4,5,7,8 516.62 3029.39 1239.24 2049.04 2860.63 3672.98 
3 10,13,15,17,19 227.04 633.15 1238.09 2047.88 2858.03 3669.14 
4 11,12,14,16,18 221.36 629.14 1236.23 2048.90 2861.93 3675.86 
5 24,25,26,27 215.05 623.95 1233.19 2047.12 2862.82 3678.81 
6 20 219.11 627.22 1234.57 2046.83 2861.29 3674.95 
7 21 207.25 617.27 1227.42 2044.01 2861.78 3679.56 
8 22 216.43 624.62 1232.37 2046.13 2859.50 3673.38 
9 23 225.39 631.59 1236.73 2047.37 2858.73 3669.14 
10 28 210.31 619.85 1230.13 2045.20 2865.38 3683.76 
11 29 210.91 620.31 1230.05 2044.93 2864.05 3681.35 

 
 v1i v2i v3i v4i v5i v6i 

画像補正データ 206.83 617.10 1228.10 2045.62 2864.06 3682.92 
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table 78  a,b,c 

補正ﾃﾞｰﾀ名称 a b c 単位 
ﾊﾛｹﾞﾝ光量1 0 1 0 N/A 

ﾊﾛｹﾞﾝ光量2 0 1 0 N/A 

ﾊﾛｹﾞﾝ温度1 -3.475E+01 2.446E-02 5.968E-07 ℃ 
ﾊﾛｹﾞﾝ温度2 -3.477E+01 2.446E-02 5.984E-07 ℃ 
黒体温度1 -3.493E+01 2.448E-02 5.883E-07 ℃ 
黒体温度2 -3.484E+01 2.448E-02 5.908E-07 ℃ 
黒体温度3 -3.478E+01 2.448E-02 5.893E-07 ℃ 
黒体温度4 -3.482E+01 2.448E-02 5.893E-07 ℃ 
黒体温度5 -3.488E+01 2.442E-02 6.145E-07 ℃ 
光学部温度1 -3.471E+01 2.446E-02 5.983E-07 ℃ 
光学部温度2 -3.474E+01 2.447E-02 5.964E-07 ℃ 
光学部温度3 -3.477E+01 2.446E-02 5.973E-07 ℃ 
光学部温度4 -3.495E+01 2.445E-02 5.986E-07 ℃ 
光学部温度5 -3.483E+01 2.446E-02 5.976E-07 ℃ 
拡散板温度 -3.486E+01 2.445E-02 5.962E-07 ℃ 
太陽光量1 0 1 0 N/A 

太陽光量2 0 1 0 N/A 

MT-DET温度 100 -40/4096 0 K 

電気校正信号1 -5 10/4096 0 V 

電気校正信号2 -5 10/4096 0 V 

電気校正信号3 -5 10/4096 0 V 

電気校正信号4 -5 10/4096 0 V 

電気校正信号5 -5 10/4096 0 V 

電気校正信号6 -5 10/4096 0 V 

電気校正信号7 -5 10/4096 0 V 

電気校正信号8 -5 10/4096 0 V 

電気校正信号9 -5 10/4096 0 V 

電気校正信号10 -5 10/4096 0 V 

電気校正信号11 -5 10/4096 0 V 

電気校正信号12 -5 10/4096 0 V 

ﾗﾝﾌﾟ駆動電圧1 -261/22.1 261/45260.8 0 V 

ﾗﾝﾌﾟ駆動電圧2 -261/22.1 261/45260.8 0 V 
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table 79  画像補正データのリミット値 

補正ﾃﾞｰﾀ名称 ｱｸｼｮﾝ 

下限 

ｺｰｼｮﾝ

下限 

ｺｰｼｮﾝ

上限 

ｱｸｼｮﾝ 

上限 

単位 適用 

ﾊﾛｹﾞﾝ光量 1 － 3249 3362 4094 DN ﾗﾝﾌﾟ点灯から

3 分以降 
ﾊﾛｹﾞﾝ光量 2 － 3390 3459 4094 DN ﾗﾝﾌﾟ点灯から

3 分以降 
ﾊﾛｹﾞﾝ温度 1 -25.0 -8.0 25.0 40.0 ℃ 常時 
ﾊﾛｹﾞﾝ温度 2 -25.0 -8.0 25.0 40.0 ℃ 常時 
黒体温度 1 -25.0 -9.0 9.0 35.0 ℃ 常時 
黒体温度 2 -25.0 -9.0 9.0 35.0 ℃ 常時 
黒体温度 3 -25.0 -9.0 9.0 35.0 ℃ 常時 
黒体温度 4 -25.0 -9.0 9.0 35.0 ℃ 常時 
黒体温度 5 -25.0 -9.0 9.0 35.0 ℃ 常時 
光学部温度 1 15.0 17.0 23.0 25.0 ℃ 常時 
光学部温度 2 15.0 17.0 23.0 25.0 ℃ 常時 
光学部温度 3 15.0 17.0 23.0 25.0 ℃ 常時 
光学部温度 4 15.0 17.0 23.0 25.0 ℃ 常時 
光学部温度 5 15.0 17.0 23.0 25.0 ℃ 常時 
拡散板温度 -25.0 -9.0 13.0 40.0 ℃ 常時 
太陽光量 1 － － 3500 4094 DN 太陽光校正時

太陽光量 2 － － 3500 4094 DN 太陽光校正時

MT-DET 温度 78.0 79.95 80.15 82.0 K 常時 
電気校正信号 1 -4.550 -4.497 -4.487 -4.450 V 常時 
電気校正信号 2 -4.550 -4.497 -4.487 -4.450 V 常時 
電気校正信号 3 -3.550 -3.499 -3.489 -3.450 V 常時 
電気校正信号 4 -3.550 -3.499 -3.489 -3.450 V 常時 
電気校正信号 5 -2.050 -2.003 -1.996 -1.950 V 常時 
電気校正信号 6 -2.050 -2.003 -1.996 -1.950 V 常時 
電気校正信号 7 -0.050 -0.010 0.001 0.050 V 常時 
電気校正信号 8 -0.050 -0.010 0.001 0.050 V 常時 
電気校正信号 9 1.950 1.986 1.998 2.050 V 常時 
電気校正信号 10 1.950 1.986 1.998 2.050 V 常時 
電気校正信号 11 3.950 3.982 3.999 4.050 V 常時 
電気校正信号 12 3.950 3.982 3.999 4.050 V 常時 
ﾗﾝﾌﾟ駆動電圧 1 7.68 9.20 9.30 － V ﾗﾝﾌﾟ点灯から

3 分以降 
ﾗﾝﾌﾟ駆動電圧 2 7.68 9.10 9.30 － V ﾗﾝﾌﾟ点灯から

3 分以降 
ﾁﾙﾄ角（直下） -0.09 -0.04 0.04 0.09 deg 常時 

ﾁﾙﾄ角（ﾌﾟﾗｽ方向） 15.71 15.76 15.84 15.89 deg 常時 
ﾁﾙﾄ角（ﾏｲﾅｽ方向） -15.89 -15.84 -15.76 -15.71 deg 常時 
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table 80  ⊿DN (日中観測モード) 

 素子番号 ｃｈ30 ｃｈ31 ｃｈ32 ｃｈ33 ｃｈ34 ｃｈ35 ｃｈ36 
1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
11 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

A 
面 

12 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
11 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

B 
面 

12 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 

table 81  ⊿DN (夜間観測モード) 

 素子番号 ｃｈ30 ｃｈ31 ｃｈ32 ｃｈ33 ｃｈ34 ｃｈ35 ｃｈ36 
1 7.2  -0.6 -0.7 0.5 1.0 -0.6  0.4  
2 5.8  -0.4 -0.8 -1.0 -0.2 -0.5  2.2  
3 7.7  0.0 -0.3 0.0 -0.2 -1.7  -0.8  
4 9.4  -1.3 0.3 -1.5 -0.5 0.0  -0.6  
5 8.8  1.6 -0.3 -0.2 -0.1 1.0  2.4  
6 9.3  -1.9 -0.2 -1.0 -0.3 -1.1  2.0  
7 13.7  1.1 -0.6 -0.2 0.6 -1.5  0.2  
8 10.0  1.8 -0.4 -0.9 1.1 -1.2  -2.1  
9 14.3  -2.1 -1.7 -2.9 0.6 -1.2  1.5  
10 10.3  -1.0 0.6 -0.3 -0.3 0.4  2.4  
11 8.1  2.7 0.4 -0.7 -0.2 0.6  -1.7  

A 
面 

12 11.9  1.0 -0.8 -0.3 0.7 -2.0  -1.1  
1 7.2  -0.6 -0.7 0.5 1.0 -0.6  0.4  
2 5.8  -0.4 -0.8 -1.0 -0.2 -0.5  2.2  
3 7.7  0.0 -0.3 0.0 -0.2 -1.7  -0.8  
4 9.4  -1.3 0.3 -1.5 -0.5 0.0  -0.6  
5 8.8  1.6 -0.3 -0.2 -0.1 1.0  2.4  
6 9.3  -1.9 -0.2 -1.0 -0.3 -1.1  2.0  
7 13.7  1.1 -0.6 -0.2 0.6 -1.5  0.2  
8 10.0  1.8 -0.4 -0.9 1.1 -1.2  -2.1  
9 14.3  -2.1 -1.7 -2.9 0.6 -1.2  1.5  
10 10.3  -1.0 0.6 -0.3 -0.3 0.4  2.4  
11 8.1  2.7 0.4 -0.7 -0.2 0.6  -1.7  

B 
面 

12 11.9  1.0 -0.8 -0.3 0.7 -2.0  -1.1  
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table 82  広帯域の R(λ) 

ch 
λ 

ch1-29[nm] 
ch30-36[μm] 

A 面 B 面 A,B 面平均 

200 5.90E-07 5.92E-07 5.91E-07 
201 -3.04E-07 -3.05E-07 -3.04E-07 
202 -3.13E-07 -3.13E-07 -3.13E-07 

    

1198 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 
1199 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 

1 

1200 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 

・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・

 

2.500 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 
2.505 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 
2.510 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 

    

15.990 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 
15.995 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 

36 

16.000 0.00E+00 0.00E+00 0.00E+00 



第 6.0 版 2003/6/9 

 140

table 83  GLI VN/SW-Band Performance Summary 

Lstd Lcloud

Mod Req 
*1

Linear Max
*2

Lmax
*3

Over Sat
*4

GLI Design

CH-01 380 10 59 365 683 365 600 467
CH-02 400 10 70 139 162 515 800 1286
CH-03 412 10 65 130 130 529 800 1402

CH-04H 443 10 54 109 110 560
CH-04L 443 10 54 560 680 560
CH-05H 460 10 54 108 124 624
CH-05L 460 10 54 624 769 624
CH-06 490 10 43 86 95 64 608 800 1212

CH-07H 520 10 31 64 92 539
CH-07L 520 10 31 539 569 539
CH-08H 545 10 28 56 96 549
CH-08L 545 10 28 549 596 549
CH-09 565 10 23 47 60 39 510 800 1301
CH-10 625 10 17 33 47 28 39 31.7 493 800 1370
CH-11 666 10 13 26 40 22 31 20.1 454 800 1342
CH-12 680 10 12 24 37 23 33 21.5 438 800 1293
CH-13 678 10 12 438 342 522 438 200 235
CH-14 710 10 10 18 31 16 24 15.5 311 700 1404
CH-15 710 10 10 311 233 369 311 250 300
CH-16 749 10 7 14 24 11 17 10.8 295 550 991
CH-17 763 8 6 350 246 473 350 130 293
CH-18 865 20 5 9 14 8 13 6.6 304 450 1309
CH-19 865 10 5 304 211 339 304 130 386
CH-20 460 70 36 624 691 624 200 241
CH-21 545 50 25 549 585 549 150 141
CH-22 660 60 14 150 115 156 117.4 448 100 255
CH-23 825 110 21 257 210 287 257 140 218
CH-24 1050 20 8 203 227 203 300 381
CH-25 1135 70 8 200 184 200 350 412
CH-26 1240 20 5.4 138 208 138 70 303
CH-27 1380 40 1.5 94 153 94 120 192
CH-28 1640 200 5 69 76 69 109 298
CH-29 2210 220 1.3 30 32 30 105 160

*1 Specified Value by Ocean User for GLI Dynamic Range Modification Study (Feb. 2000)
*2 Maximum Radiance for Linear Response (VN2)
*3 Predicted Maximum Obs. Radiance for DN=4095 or Output Saturation
*4 Over-Saturation Radiance equivalent to Lcloud
*5 S/N Test Results (Worst Case) from GLI Mission Data Evaluation Test (GLI特別点検) in ambient condition.

600

Spec. Test Results*5

S/N

800

800

600

611

893

880

SW1-1km

SW2-250m

VN1-1km

VN2-1km

VN1-250m

VN2-250m

627

Δλ
[nm]

Lmax
[W/m2/sr/μm]

λc
[nm]

Specification
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table 84  GLI MT-Band Performance Summary 

Spec Cold T/V Hot T/V Spec Cold T/V Hot T/V
CH-30 3.715 0.33 300 0.15 0.07 0.07 250 1.8 0.71 0.78 340 345
CH-31 6.7 0.5 285 0.1 0.02 0.03 200 1.5 0.27 0.32 296 265 307
CH-32 7.3 0.5 300 0.1 0.02 0.03 200 1.0 0.24 0.27 322 290 322
CH-33 7.5 0.5 300 0.1 0.02 0.02 200 1.0 0.21 0.24 326 293 324
CH-34 8.6 0.5 300 0.1 0.03 0.05 180 0.5 0.47 0.49 340 350
CH-35 10.8 1.0 300 0.1 0.04 0.05 180 0.5 0.24 0.30 340 354
CH-36 12.0 1.0 300 0.1 0.04 0.06 180 0.5 0.23 0.27 340 358

*1 Predicted on-orbit maximum obs. Temperature using MODTRAN simulation fot Water Vapor Bands.

MT-1km

Target
[K]

NEΔT [K]
Spec

NEΔT [K]
Results

λc
[μm]

Δλ
[μm]

Spec.

High Temp. Target Low Temp. Target DynamicRange [K]
Target

[K] On-Orbit
*1
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table 85  多孔板を透過する太陽光の入射角範囲 

 min [deg] max [deg] 
Azimuth 1) -26.5 -18.5 
Elevation 2) 0 20 

1) 衛星座標系において，ZX 平面と太陽光とのなす角を示す。 

2) 衛星座標系において，XY 平面と太陽光とのなす角を示す。 


